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　皆みんなで、この学校を守りましょう──。







　Life.0







　兵ひよう藤どう家が地上六階地下三階の大だい豪ごう邸ていに改築されて四か月は経たとうというのに、いまだに俺の知らない部屋や機能がふと見つかったりする。

　たとえば、最近、地下一階に隠かくし部屋があったのがわかったとかね。視し聴ちよう覚かく室兼けんトレーニングルームと大浴場が存在する地下一階。その一角に行き止まりがあったのだが、先日そこに隠し扉とびらがあることが発覚した。

　なんでもリアスが言うには、

「このお家うち、アジュカ・ベルゼブブさまお抱かかえの建築家がデザインしたらしいの。そのデザイナーは、アジュカさまのように隠し要素を家に施ほどこすのが好きみたいで、このお家にはまだまだ隠されたものがありそうよ」

　とのこと。

　マジか。この家、他にどんなもんが隠されているってんだ……。

　結局、その隠し部屋は黒くろ歌かとルフェイが本格的に移り住むことになった。いちおう、元テロリストなので地上にいるよりは地下に身を隠したほうがいいという殊しゆ勝しようなことを言い出してくれたのだった。

　さて、この家の他の隠し要素なのだが……現在それそのものを皆で体験しているところだった。

「いいお湯ね」

　俺の隣となりで──全ぜん裸らのリアスが湯に浸つかりながら吐と息いきを漏もらしつつそう言う。

　突とつ然ぜん、大浴場の一角に扉が出現していた。前日までそのようなものは見受けられなかったのに、突とつ如じよとして謎なぞの扉は現れた。

　その先に広がっていたのは──新たなお風ふ呂ろだったんだ。

　いままで使っていた大浴場よりも広く、天てん井じよう、壁かべ、器具に至るまで煌きらびやかで豪ごう華かな造りになっており、装そう飾しよくも派手になっていた。

　ジャングル風呂のように熱帯植物も繁はん茂もしている。

　ドラゴンを模した彫ちよう像ぞうの口からお湯が溢あふれ、小さな滝たきのようなものまで存在する。

　柱ひとつひとつにまで細かな飾かざりがあり、グレモリーの紋もん様ようが象しよう徴ちよう的に新大浴場の各所に印しるされていた。

　突如現れた新たな風呂場に驚おどろきながらもリアスは提案した。

「せっかくだし、一いつ緒しよに入りましょうか？」──と。

　てなわけで俺とリアスはその風呂に共に入ることになった。新しい大浴場を物もの珍めずらしく眺ながめながらもリアスのおっぱいにも注目する俺！　眼がん福ぷくです！　眼福です！

「おそらく、時間の経過で開放される造りだったのでしょうね。ほら、もう冬なわけだし、それに併あわせて新たなお風呂場が出現するようになっていたのよ」

　リアスは浴場を見み渡わたしながらそう口にした。

　時間経過で解禁する設備……。夏に改築された我が兵藤家はいったいどこまで謎が隠されているんだ……？

　首をひねりながらも俺は視線をあちらこちらに忙いそがしく配らせていた。それは当然のことだ。だって、この浴場には──俺たち以外も入浴しているからだ！

　俺の視線の先で、きゃいきゃいとした女子トークが展開していた。背中の洗いっこをしている教会トリオの姿があった！

「やはり、アーシアの髪かみはキレイだな」

　アーシアの背中を洗いながらゼノヴィアがそう口にする。

「そ、そんな……私もゼノヴィアさんのようにショートカットにしたいと思うこともあるんですよ」

　照れながらアーシアは言うが、ゼノヴィアは息を吐はいて首を横に振ふる。

「それはやめたほうがいい。いや、やめてくれ。アーシアは長い髪が何よりも似合うぞ」

　連なるようにゼノヴィアの背中を洗うイリナが言った。

「あら、長い頃ころのゼノヴィアも似合っていたわよ？」

「ゼノヴィアさんって長くされていたのですか？」

　アーシアの問いにゼノヴィアは答える。

「……むかしのことさ。活動しやすいようにいまのようなショートにしたんだよ。イリナと共にこなした任務で敵に髪を掴つかまれてしまってね。それに懲こりて短くしたんだ」

　へぇ、ゼノヴィアってむかしは髪が長かったのか。……あまり想像できないけど、それはそれでかわいいんだろうな。

　しかし、ゴシゴシと手を動かすたびに乳が揺ゆれるのは素晴らしいですね！　ゼノヴィアもイリナもぷるんぷるん震ふるえてる！　脳内保存脳内保存！　アーシアのおっぱいもどんどん美しい形になってきていてお兄さんとてもうれしい！

　イリナがゼノヴィアの髪を撫なでながら言う。

「でもでも、イッセーくんは髪の長い子が好みのはずよ？」

　一いつ拍ぱくおいて、ゼノヴィアが口を開く。

「…………そ、そうなのか？……リアス部長か朱あけ乃の副部長に髪を長くできる魔ま力りよくでもないか訊きいてみようかな」

　そんな女子トークを盗ぬすみ聞きしている当の本人たる俺なのだが……。俺は長ちよう髪はつでもショートでもどちらでもＯＫ！　あ、でも、リアスやアーシア、朱乃さんがショートというのは想像できないかな。三人は長髪がとても似合うと思うし、特にリアスは長く紅あかい髪をしてこそのリアス・グレモリーだろう。

　──と、一人うんうんとうなずきながら女子の髪の長さに思いを馳はせる俺だったが、レイヴェルの怒いかりの声が耳に届いた。

「もう、黒歌さんったら、私が冷蔵庫に取っておいたミノヤの濃のう厚こうたまごプリンを食べてしまうのですもの！　許しませんわ！　許しませんわ！」

　ぷんすかしているレイヴェルは小こ猫ねこちゃんと共に、小さめの浴よく槽そうに浸かっている。この新たな大浴場は、大小様々な浴槽が配置されていた。

　怒おこるレイヴェルに小猫ちゃんが猫耳をしおれさせながら申し訳なさそうなトーンで漏らす。

「ごめんね、レイヴェル。私からも姉さまに言っておくから。あと、プリンは私が買い直すよ」

　本当に申し訳なさそうな小猫ちゃんにレイヴェルは首を横に振る。

「そんな……。小猫さんが謝ることなんてありませんわ。私は黒歌さんに怒っているのですから、小猫さんが謝ることなんてないんです！」

「……それでも……いちおう、姉だから……」

「お互たがい、上の兄弟がだらしないと大変ですわね」

　レイヴェルが苦笑いしながらそう言った。……言われてるぜ、ライザー。いや、ライザーもいい兄ちゃんしていると思うけどな。出会った頃にあった威い厳げんは消えちゃったよね。

　後こう輩はい女子二人がどんどん仲良くなっていく姿はとても微笑ほほえましいものだ。

　……ふいにレイヴェルと小猫ちゃんのおっぱいを見比べてしまうが……。いやいや、小猫ちゃんの一時的に成長した姿は脳内に焼き付けてある！　将来、あんなにナイスバディになるんだ！　楽しみにしようじゃないか！　いまがたとえ──。

　ゴツンと俺の頭部に風呂桶おけが投げ込まれてくる！

「……どうせ、いまの私ではレイヴェルには勝てませんけど、とりあえず、投げました」

　小猫ちゃんから容よう赦しやのない投とう擲てきをいただいてしまいました！　さすが小猫さま！　相変わらず、俺の心の声が聞こえているようだ！

「……あまりこちらを見ないでくださいね、イッセーさま……」

　恥はずかしそうにしているのはレイヴェル。ああ、そう言われると逆にじろじろと見たくなるけど、小猫ちゃんのツッコミが激しそうなので視線を外さざるを得ない！

　けど、近くで見ていると、小猫ちゃんと黒歌の姉妹は段々とわだかまりがなくなってきている。小猫ちゃんが黒歌を注意する姿は、兵藤家のいち風景になりつつあるからね。

　テロリスト対策チーム『Ｄ×Ｄ』を組んでから、黒歌とルフェイも正式にこの家に住むようになったけど、案外すんなり融とけ込んでしまった。結成前から兵藤家に潜もぐり込んでいたし、その辺りは自然の結果なのかな。

　その黒歌とルフェイは近所の雑貨屋に買い出しに行っている。この家に住む上で足りない生活品を買い足すためだ。

　……さて、風呂から上がったら、レイヴェルも交まじえてルフェイとの正式な契けい約やくについて話を詰つめようかね。いちおう、今回は五年契約で組むつもりだ。

　ルフェイは掛かけ値ねなしにいい娘だ。能力も優ゆう秀しゆう。一、二年で組むには勿もつ体たいなく、十年だと俺のほうが将来どうなっているか不安となる。

　五年契約はちょうどいい塩あん梅ばいだと思えた。ま、その辺を提案したのは敏びん腕わんマネージャーのレイヴェルちゃんなわけです。悪魔の永ながい生として見れば一年も五年も十年も短いものだろうけど、人間からの転生者としては五年は十分に長いと思える。レイヴェルもそこを加味してくれた上での契約だ。

　お互いに五年後も有益であるならば、延長契約を結べばいいらしいので、そのときがきたら改めて考えようと思う。

　……いまは新たな風呂に浸かりながら、女子のおっぱいを眺めようじゃないか！　ここは桃とう源げん郷きよう！　桃源郷でございます！

「うふふ、やっぱり、皆みんなでお風呂に入るのは楽しいですわね」

　──と、いつの間にか俺の隣に来ていた朱乃さん！

「は、はい。そ、そうですね」

　朱乃さんって自然と俺の隣にいることが多いんだよね。ううむ、しかし、朱乃さんのおっぱいは変わらずもっちりしてそうでたまらんです！

　ふいに俺へ近づく何者かの気配。誰だれかがお湯のなかを潜せん水すいしているようだ。

　よく見ればオーフィスだった。仰あお向むけのまま、すいーっと浴槽内を泳いでいる。

「あらあら、オーフィスちゃん。お風呂に潜ってはダメですわよ？」

　朱乃さんが注意をするものの、オーフィスは通り過ぎていってしまった。……龍りゆう神じんさまは自由だ。本当にいまを楽しそうに生きている。

　分身体──リリスのことをオーフィスに話してみたが、案外反応は薄うすかった。

　ただ一言、

「イッセーの敵になるなら、我われがどうにかしたい。ともだちに迷めい惑わく、かけたくない、かも」

　そう述べるだけだった。……俺のことを大切に思ってくれるのはうれしい。でも、オーフィス同士の対決なんて、悲しいじゃないか……。

　どうにかして、あのリリスもこちら側に招きたいところだ。一度しか話せていないが、リゼヴィムに利用されているだけで、心根はオーフィスと同じだと思うんだ。

　きっと、旧魔ま王おう派や英えい雄ゆう派に利用されていたオーフィスと同様の状じよう況きようなんじゃないかな。だったら、通じ合える余地はある。あると信じたい！

　……エロエロな状況なのに、ついシリアスなことを考えてしまった！　考えることが多くて混浴を楽しめていないことに気づく俺！

　いかんいかん。エロの権ごん化げと言われた俺がこんなことじゃ──。

　頭を振るなかで、切なそうなリアスの表情が目に飛び込んでくる。

「…………」

　先ほどまで皆との入浴を微笑ましそうに見守っていたのに、一転して暗い顔つきとなっていた。なんとなく、その理由を察する俺。

「……グレイフィアさんのことですか？」

　俺がそう問うと、リアスはハッと気づき、苦笑いを浮うかべる。

「……ごめんなさいね。わかってしまうわよね。ええ、そうよ。お義ね姉えさまのことを考えていたの」

　……グレイフィアさんは、弟であるユーグリットの登場により、苦しい立場が続いていると聞く。なんでも、グレモリー城に軟なん禁きん状態となっているんだそうだ。

　サーゼクスさまのご公務のお手伝いをはじめ、グレモリーでのメイド仕事も禁止とされて、現悪あく魔まの政まつりごとからは遠ざけられている。

　それは、現政府の上うわ役やくたちが、グレイフィアさんをいまだ疑っているからだろう。弟の生死を偽いつわり、裏で夫であるサーゼクスさまを騙だましていたのではないか？──と。リゼヴィムと繋つながっているのではないか？──と。

　……そんなこと、グレイフィアさんに限ってあるはずがない！　厳きびしいけれど、あんなに素敵な笑顔をする女性が、俺たちを裏切っているなんてあり得るものかよ！

　俺が、俺たちがそう感じたところで、上役の不信感は払ふつ拭しよくできるものでもないんだろうな……。それほどまで、旧ルシファー、またはそれに繋がる者の存在は古い悪魔たちにとって脅きよう威いであり、畏い敬けいの対象なんだろう。

「あれから連れん絡らくが来てないんですよね？」

　俺が訊くと、リアスはうなずく。

「……あのようなことがあったから、上役のお義姉さまへの風当たりも強いでしょうし、いまお兄さまに連絡を取ることも叶かなわないわ。……お父さまとお母さまは心配するなとおっしゃっているけれど……」

　…………。

　リアスのご両親がそばについているのなら、グレイフィアさんは心配ないだろうね。ミリキャスもいるだろうし、寂さびしいことはないと思う。

　でも、悲しみは抱いだいているんじゃないだろうか？　死んでいると思っていた弟が生きていて、全勢力に対して反旗を翻ひるがえした。

　奴やつに……ユーグリットに、どんな思惑があるか知らないけど、自分のおこないが、姉やその周辺の人物まで悲しませていることに気づいているのだろうか？

　いや、気づいているのだろう。その上で奴は、あんな行こう為いに及およんだ。

　そう考えると、俺のなかでふつふつと沸わき立つものがあった。

　俺はリアスに言う。

「……グレイフィアさんの弟さん。たぶん、いえ、絶対にもう一度俺の目の前に現れると思うんです」

「あっちは偽にせ物ものとはいえ、赤せき龍りゆう帝てい同士だからね？」

　リアスの言葉に俺はうなずいた。

　あいつは俺の力に強い興味を抱いていた。レプリカのブーステッド・ギアの能力を使いこなそうとしているからだろう。

　だったら、必ず奴は俺の前に再び姿を現す。あの男がレプリカの力で本物を倒たおすということに悦えつ楽らくを感じているように思えたからだ。

　……望むところだ。レプリカに負けていたんじゃ、赤龍帝の名が泣く。

　俺は力強くリアスに宣言する。

「──俺があの男をぶっ倒してサーゼクスさまとグレイフィアさんのところに突つきだします」

　赤龍帝への借りは赤龍帝が返す──。

「偽物には負けません。俺は本物の赤龍帝だから」

　握にぎりしめた拳こぶしを自身の胸に寄せて、俺はリアスにそう告げた。

「……イッセー」

　リアスの瞳ひとみが潤うるみ、こちらへ近寄ってきた──と思ったら！

　むにゅんと極上の感かん触しよくが俺の背中を襲おそう！

「うふふ、いまとても凜り々りしいお顔をしていましたわ。私、ときめいてしまいました。男の顔をしたイッセーくん。……感じてしまいました」

　朱乃さんが背中から抱きついてきたんだ！　ああ、吸い付くような朱乃さんの柔やわ肌はだ！

　一いつ瞬しゆん、朱乃さんに虚きよを突かれた格好のリアスだったが、すぐに抗こう議ぎする！

「ちょっと、朱乃！　せっかくイッセーが私のために宣言をしてくれていたところなのよ！　そこは私が抱きつく場面ではないのかしら!?」

「あらあら、隙すきを見つけたら食べてしまうのが浮うわ気きというものですわよ？　リアス、油断は禁物よ？　何も私だけじゃないのだから」

　朱乃さんがそう言うなり、リアスと俺が辺りを見み渡わたすと──。

　いつの間に近寄っていたのか、アーシア、ゼノヴィア、イリナ、小猫ちゃん、レイヴェル、オーフィスまでもが、俺たちを取り囲んで様子をうかがっていたんだ！

　ゼノヴィアが感かん銘めいを受けたように深くうなずいていた。

「なるほどな、たとえイッセーが誰かを口く説どいていたとしてもかまわず横取りをしてしまう。年上二人の攻こう防ぼうは他のどんな戦術よりもためになるぞ」

　変な学習をするなよ！　つーか、俺は口説いてもいない！　ただ、リアスに正面から宣言をしただけであってだな！

「……小猫さん、順位の壁かべを突とつ破ぱするには大だい胆たんな手が必要なのかもしれませんわね」

「……レイヴェル、私はおっきくなったら遠えん慮りよなしで攻こう勢せいに出る予定だよ」

　レイヴェルと小猫ちゃんが目を光らせて何かを話し合ってるし！

　ていうか、俺！　裸ら体たいの美少女たちに囲まれてるぅぅっ！　は、は、鼻血がドバドバ噴ふき出そうで怖こわい！　皆のおっぱいを至し近きん距きよ離りで順番になめ回すように拝見したいところだが、三巡じゆんめぐらいで失血死しそうで危険だぞ！　しかもただでさえ、現在至高の産物たる朱乃さんのおっぱいが背中にひっついているのだから！

　鼻を押さえる俺だったのだが、それでも一秒でも長くこの極楽を堪たん能のうしたいと懸けん命めいに気持ちを落ち着かせようと──。

　朱乃さんのおっぱいの感触を味わいつつ、大きく深呼吸を始めようとした俺のもとに誰かが近寄ってくる。

　バスタオルを巻いたロスヴァイセさんだった！

　ロスヴァイセさんが混浴するだなんて、めっちゃ珍めずらしい。この手のことにはあまり寛かん容ようではなく、むしろ厳しいぐらいなのに……。

　バスタオル越ごしでも見事なプロポーションが認識できる。

　ロスヴァイセさんは少々難しい表情をしていて、リアスに告げる。

「……リアスさん、お願いがあります」

「え？　ええ、あなたがお願いだなんて珍しいわね」

　確かに。リアスが言うように、ロスヴァイセさんが主あるじたるリアスにお願いをするところなんて、初めて見たかも。普ふ段だんから何でもそつなくこなすのがロスヴァイセさんだもんな。

　けど、ルーマニアから帰ってきてからか、考え事をしている様子をしばしば見るようになったように思える。

「どんなお願いでも聞いてくれるでしょうか？」

「どのようなお願いをするのかわからないけれど、私ができる範はん囲いでなら叶えてあげるわ。あなたも私の大切な眷けん属ぞくですもの」

　それを確認したロスヴァイセさんが息を大きくひとつ吐はいたあとで、俺に視線を向ける。

「……わかりました。イッセーくん」

「え？　は、はい。お、俺ですか？」

　自身に指を向ける俺。ふいに俺が呼ばれたものだから。

　疑ぎ問もん符ふを浮かべる俺にロスヴァイセさんが頬ほおを赤く染めながらも真っ直ぐに告げてきた。

「──わ、私の彼氏になってください」

　…………。

　その一言に、俺をはじめ、この場にいる全員（オーフィス以外）が、固まった──。







　Life.1　絶賛修行中です！







　激動の十一月が終わりを告げ、二学期の最終たる十二月に突とつ入にゆうしていた。

　突入したらしたで、二学期最後の学事──期末テストが待っていた。

　……ま、まあ、それもなんとか終えたのだが……。

　テストの結果を一通り知ったあとで、俺の席にバカ二人──松まつ田だと元もと浜はまがいやらしい顔つきで近寄ってくる。

「どうだった？　き・ま・つ・テ・ス・ト」

　そう訊きいてくる松田。俺は嘆なげくように息を吐はいて言う。

「どうだったもクソもあるかよ。ま、普ふ通つうだよ。国語は結構いい点取ったけどな」

　テストは平均点よりちょい上という結果だった。

　付つけ焼やき刃ばとはいえ、徹てつ夜やでリアスたちに勉強を見てもらったのが、功を奏した。あれがなかったら、正直厳きびしかっただろう。

　松田と元浜も結果は俺と同様だったようだ。

「まあな。俺たち、結局、こういうのも普通なんだよなぁ」

「赤点を取るよりはマシということで納得すればいいのだ」

　などと、松田と元浜は自身の能力をそう評価していた。

　俺のほうは……魔ま法ほう使つかいとの契けい約やくだったり、ルーマニア突入だったりで勉強をしているヒマなんてなかった。したところでどこまでやれたかは疑問ではあるんだが……。

　勉強を見てくれる優ゆう秀しゆうな仲間がたくさんいて幸いだった。つーか、オカ研の皆みんなも俺と同じ境きよう遇ぐうだったはずなのに、俺よりも頭の出来がいいんだから、恨うらめしくも感じてしまう！

　──と、教室の端はじっこから女子たちの姦かしましい声が聞こえてくる。

「ん？　女子たち、何かあったのかな？」

　俺が視線を投げかけると、アーシアが気づいたのか、こちらに駆かけ寄よってきた。

「イッセーさん！　ゼノヴィアさんがすごいんです！」

　続くようにイリナが言う。

「期末試験の結果なんだけど、ゼノヴィアったら全教科平均で九十点突破しているのよ！」

　……マ、マジか！　九十点台って、相当すごいぞ！　しかも外国からの転入というハンデもありながらその結果とは！　聞けば満点の教科もあったのだという。

　……ゼノヴィアって、パワープレイのせいでお馬ば鹿かに見られがちだが、やっぱり俺とは頭の出来が違ちがうんだろうな……。ちょっと、戦せん闘とうで張り切りすぎるだけなのだろう。

　ゼノヴィアは特に偉えらぶる様子も見せずに言う。

「自分がどれぐらいできるか試したくなっただけだよ。さすがに国語だけは一番点数が低かったけどね」

　気になったのでそれとなくアーシアにゼノヴィアの国語の点数を聞いてみたのだが、俺とほぼ同じぐらいの点数だった……っ！　今回のテスト、俺的に国語が一番良かっただけに衝しよう撃げきの度合いは凄すさまじい！……俺、日本人なのに、ゼノヴィアに抜ぬかれそうだ！

「私はゼノヴィアやアーシアさんよりもちょっと低かったけどね」

　恥はずかしそうにそう言うイリナだが、それでも平均点は八十点台！　俺なんかよりもずっと優秀だ！　アーシアも二学期の中間テストから平均八十点台後半をキープ！

　……同年代のオカ研メンバーで俺が一番の劣れつ等とう生か……っ！

　ショックを受ける俺にメガネ女子の桐生きりゆうが、

「あんたらの子供、父親に似たら悲劇よね」

　などとからかってきやがった！　いきなり、子供とか言うな！

　教会トリオが平然と受け止めて桐生に返す。

「なに、教育と環かん境きようしだいでどうにかできるさ」

「うんうん、その通り！」

「愛があれば良い子に育ちます！」

　ゼノヴィアもイリナもアーシアも自然とそんなことをこいつに返さなくていいんだよ！　えらいことを口走っているからね、キミたち！　ほらほら、またクラス中の皆が変な目を俺に向けてくるんだからさ！

「クソッ！　この裏切り者がっ！」

「アーシアちゃんたちのファンの前で断罪されろっ！」

　嫉しつ妬とした表情の松田と元浜が同時に俺にパンチを放ってきた！　痛いてぇっ！　クソ、なんだってんだよ！

　バカ二人にプロレス技を極きめられているなかで、ゼノヴィアが力強くひとつうなずいた。

「しかし、これで私の目標実現に弾はずみがついた。やはり、真しん剣けんに取り組んでみるべきだな」

　……ゼノヴィアのやつ、最近、妙みような行動が多い。勉強に真剣に向き合いはじめた点もそうだが、一人でリアスやソーナ会長のもとを訪れて俺たちに内ない緒しよの相談をしているようなんだ。

　たまに部活を休んで生徒会の仕事を手伝うようにもなっていた。別にオカ研が嫌いやになったとか、シトリー眷属のほうが居い心地ごこちが良くなったとかではなく、彼女が口にしたように『目標』とやらが生まれた影えい響きようだという。

　その『目標』を叶かなえるために、ゼノヴィアは真しん摯しに学業や普段の生活に取り組んでいる。

　……ゼノヴィアはいったいどんな『目標』を持ったのだろうか。訊いてみても、「まだ内緒だ」と教えてはくれなかった。

　この件はリアス、朱あけ乃のさん、アーシア、イリナ、そしてソーナ会長のみ知っているようだった。リアスたちに訊いても「ゼノヴィアが話すまでは教えられないわ」と返されるだけだ。リアス自身はとても楽しげだった。

　アーシアやイリナにしつこく訊けば秘密も割れるんだろうけど、そこまでして知るというのも失礼だ。というか、俺としてもそんなことしたくはない。ゼノヴィアから報告があるまで気長に待とうと思う。

　ようやく気が晴れた松田と元浜が俺に訊いてくる。

「そういや、イッセー。冬休みはどうするんだ？」

「そうだぞ。そろそろ予定を訊きたいところだ」

　……冬休み、か。そうだな。期末テストも終えたし、もうすぐ冬休みだ。

「それで、どうなんだ？　冬休み、どこか行けそうか？」

　元浜にそう訊かれるが──。

　俺はバツの悪そうな表情で謝った。

「いやー、わりぃ。すんげえ遊びたいんだけど、オカ研の部活動ありそうだし、まずはリアス部長に都合を訊いてみないことにはなんとも言えないよ。おそらく、高確率で休み返上の冬の部活動とかあるだろうし」

　悪あく魔ま稼か業ぎようもそうだが、俺は『Ｄ×Ｄ』の参加メンバーだ。もし、どこかで『クリフォト』が動けば、それに応じて出しゆつ撃げきせねばならなくなる。それはオカ研メンバーのほぼ全員に課せられた大事なお役目だ。

　松田がさらに訊いてくる。

「大おお晦日みそかと三が日もダメか？」

　今年の元がん旦たんは三人で「今年こそ、彼女ができますよーに！」って拝んだっけな。……いちおう、それは叶ったのかな俺。

「……うーん、さすがにそこは空きそうだけど、まだわからないな」

　俺は後頭部を手でさすりながら曖あい昧まいにそう返す。

　テロリスト対策チームのメンツとはいえ、正月ぐらいは休みたいところだけど……そもそも悪魔に三が日ってあるのかな？

　元浜が息を吐く。

「最近、忙いそがしそうだよな、おまえ。休日もろくに遊べないではないか」

　元浜が言うように、休日は休日でトレーニングがあるからな……。土日を有効活用しておかないと、いざというときに戦えないしね。

　そういう点では、俺は松田と元浜にとって付き合いにくい友人となっているだろう。

　付き合いが途と切ぎれてもおかしくないのに、こいつらはいまでも俺を友人として接してきてくれる。そこはとてもありがたかった。うれしかった。

　松田が指でカメラのシャッターを押すポーズを取りながら言う。

「俺も写真部入ろうかな。いまからじゃ、だいぶ遅おそいけど、ま、来年のコンクールとかにはギリギリで間に合うかもな」

　写真が趣しゆ味みの松田だ。写真部に入れば、いい成績を残せるかもな。

「そういや、話は変わるが、最近ロスヴァイセちゃんを図書室でよく見るって噂うわさ、知ってるか？」

　元浜が思いだすようにそう口にした。

　……ロスヴァイセさんを、図書室で？　怪け訝げんに感じる俺。同時に最近ロスヴァイセさんの様子がおかしい点と関連がありそうだなとも思えてしまった。

　松田が「おおっ、知ってる知ってる」と相づちを打つ。

「なんか、本を見てはため息を吐ついてるって話だろ？　えーと……聖書関連の本を読んでるって聞いたな。何か知ってるか、イッセー？」

　……聖書関連？　まあ、俺たちと聖書関連は縁えんが深い。でも、北ほく欧おう神話の世界出身とはいえ、ロスヴァイセさんは才女だし、聖書は既読のはずだ。旧約、新約のどちらも知っているだろう。

　今いま更さらどうして聖書……？　悪魔──あるいは『聖書の神』に関して再確認したいことでもあったのか？　それとも聖書に書かれた教えやら歴史やら予言やらに気になることがあったとか？

　うーんと首をひねる俺は「わからん」としか、こいつらに返せなかった。よく、悪魔が聖書関連の本に触ふれられたな。あー、その手のガード魔ま法ほうを習得してそうだし、それを唱えてから読んだのかな。聖せい剣けんを短時間だけ手にする魔法とかを持っていたもんな。しかし、ロスヴァイセさんも無茶するね。

　もしや、先日の風呂場の発言も関係しているのか……？

　松田が俺に言う。

「オカ研のおまえなら知っていると思ったんだが……ロスヴァイセちゃんのファンはけっこう心配しているから、解決できるならオカ研の皆で話してみてくれよ」

「おう、わかった」

　俺たちでロスヴァイセさんの悩なやみを解決できるならぜひともそうしたいところだが……。ロスヴァイセさんってそういうの俺たちに話してくれるだろうか……？　戦闘とか生活面でもお互たがいに支え合っているが、いままで悩みを相談されたことはないんだよな。

　難しい表情で首をひねりにひねっている俺へ、元浜がメガネをくいっとあげて訊きいてきた。

「オカ研繋つながりといえば、次は誰だれが新部長なんだ？　そろそろ決めておかないとリアス先せん輩ぱいも引退できないだろう？」

　──っ。

　元浜の言葉に俺は一いつ瞬しゆん反応が遅れた。……そっか、もうそんな時期か。部活動によっては二学期前に新しい部長を決めただろう。現に俺のクラスにも部長になった奴やつがいる。

　……当然のことだけど、オカ研も世代交代があってもいい頃ころだ。

　新部長、か。誰だ？　想像もつかない俺がいた。

　ロスヴァイセさんのことといい、年の瀬せを目の前に控ひかえた今、何かが起こりそうな予感がしてならなかった。




　　　　─○●○─




　オカ研の人事に思いを馳はせるのもいいが、それだけで済まないのが赤せき龍りゆう帝ていの辛つらいところだ。

　学業のない休日にも俺や仲間たちはやることが多々ある。

　そのなかでも優先しなければならないものは──己の強化。鍛たん錬れん、修行だ。

　グレモリー領の地下に用意してもらったおなじみの修行空間に俺たちは集つどっていた。

　各おの々おの、散らばって、あるいは組んで課題となっているものを練り上げていくなかで、俺はというと……赤龍帝の籠手ブーステツド・ギアを出現させて真っ白な物体と相あい対たいしていた。

　真っ白な物体というのは、初代孫そん悟ご空くうのじいさんが妖よう術じゆつで自身の毛を変化させた式神のようなものだ。人型をしており、俺の訓練相手となっていた。

　初代のじいさんに課せられた内容は、『一分間籠こ手てで増大させたものを相手にぶち込む』こと。ただし、一度ではなく、何度も増大させたものをぶち込む。

　そう言うと酷ひどく簡単なものに思えるが、実はそんなに容易ではない。増大して殴なぐるというのは、あくまで鍛錬の一部に過ぎない。

　一分間溜ため込んだものを、十回やって十回とも均一の威い力りよくで殴らないといけないんだ。

　……これがクソ難しい。俺にとって、超ちよう高難度。

　溜めて殴るだけならあまりにも簡単だ。だが、十回連続同じ威力で殴れと言われると、途と端たんに難易度は跳はね上がる。

　一回めが威力５だとしたら、十回とも５で殴って、合計50のダメージをあの白い人型の式神に与あたえなければならないことになる。

　……何度やってもこれが叶わないんだ。一回め二回めと順調に５で殴ったとしよう。でも、三回め、四回め、あるいは五回めは４や６で殴ってしまう。

　一度でも失敗すると、白い式神が「失敗です。一からリスタート」と告げてくる。この式神は初代によって、威力を計れるように作られたものだ。正確に俺からのダメージを計っている。

　……この修行をしているのは、初代から告げられた俺の弱点に起因していた。

　──禁手化バランス・ブレイク（または真しん紅くの鎧よろい）の状態が、長く持続できない。

　要は、俺の赤龍帝の力の使い方が雑だということだ。俺の鎧状態は、禁手化バランス・ブレイクした初期の頃に比べたら、持続時間もハイペースで向上している。けど、それでも限界時間はあるんだ。その限界がどれぐらいなのか、どれほどの力を何度使えば解除されてしまうのか、俺は詳しよう細さいに把は握あくしきれていないのが現状だった。

　……初代曰いわく、俺は己のパワーを、体力を、どんぶり勘かん定じようで放出していた。自分ではペース配分を計っていたつもりだが、その実、勢いに任せた調整だったと初代のじいさんに言われてしまった。

　……返す言葉も見つからないほどだ。心当たりがありすぎるからな。

　なので、俺の当面の目標は、自分の力を思い通りに放てるようになること。これを常に使えるようになれば、真紅の鎧の維い持じ時間も格段に上がるだろうと言われている。

　俺もそう思うんだ。力のペース配分が完かん璧ぺきになれば、どのような場面でも残りの体力と詳細に至るまで相談しながら戦える。バカスカ撃つようでは、今後の敵に通用しないだろう。特に、あのレプリカのブーステッド・ギアを持つユーグリットには──。

　アザゼル先生は初代の意見にこう付け加えていた。

『おそらく、初代の出した課題をある程度こなせるようになれば、イッセーのなかに渦うず巻まくグレートレッドとオーフィスの力も安定するかもしれん。いまはゼロと無限をいったりきたりしている生命力、それが安定性を得られれば……おまえは次のステージにいけるかもな』

　次のステージ──。

　俺はグレートレッドとオーフィスから力をもらった唯ゆい一いつの存在だと皆みんなは言う。けれど、いまだ俺はそれを使いこなすどころか、それに触れることすらできていない。

　この修行の果てにその力の解放があるのだとしたら……俺は入手したい！

　相手が相手だ、力を持たなければ、誰かが必ず犠ぎ牲せいになる。そんなのは嫌いやだ！　俺は……俺たちは生き抜ぬいて、平和な学園生活を送ってやる！

　気合いを入れながら初代の式神にパンチを放つ俺だが……。

「失敗です。いまの攻こう撃げきは８でした。一からリスタートです」

　あ……。あー、やっちまった。つい、気負って拳こぶしを放ってしまった。これがいけないんだ。俺は心で思うことをすぐに表に出してしまう。冷静さがちと足りない。

　心のなかで燃え上がっても、平静にいつものパンチを放たないといけないんだ。まあ、爆ばく発はつするときは豪ごう快かいな攻撃でいいんだろうけども。

　──と、ため息を吐く俺の上空で白い閃せん光こうがジグザグに動き回っていた。光翼を羽ばたかせる鎧姿のヴァーリだ。

　奴も俺たちの修練に時折参加しているのだが……模も擬ぎ戦の相手はあの初代孫悟空のじいさんだ。

　上うわ背ぜいのない白い猿さるのじいさんが、雲──觔きん斗と雲うんに乗りながら、最小限の動きだけでヴァーリをいなしていた。

　……ヴァーリの魔ま力りよく、魔ま法ほう攻こう撃げきを軽く如によ意い棒ぼうで打ち消してしまう光景はあきれ返ってものが言えないほどだ。

　あのヴァーリだ。歴代最強と称される白はく龍りゆう皇こうが……幼よう稚ち園えん児じほどの背せ丈たけしかないじいさんに翻ほん弄ろうされている！

　もっとも、どちらも本気ではない。本気でやりあえば、この広大なフィールドであろうと崩ほう壊かいしてしまうだろうから。だとしても、ヴァーリ相手に大して動きもせずに攻撃を防いでしまうなんてさ！

　……じいさんは如意棒の先にだけ必要最小限の闘気をまとわせてヴァーリの砲ほう撃げきを打ち消している。全身に闘気をまとわせることはしていない。

　数分の攻こう防ぼうの末にヴァーリが鎧を解除して下に降りてきた。それに伴ともなうように初代のじいさんもこちらに戻もどってくる。

　ヴァーリは肩かたをすくめた。

「……悔くやしいが、当たらないものだな」

　じいさんが煙管キセルを吹ふかしながら笑む。

「いやいや、おまえさんもさすがの白龍皇じゃて。おまえさんたち二に天てん龍りゆうの攻撃をまともに受ければ儂わしとて塵ちりと化すわい。攻撃の威力だけなら、儂よりもおまえさんたちのほうが上だぜぃ？」

　そうは言うものの、当たる気配すらないってのがおそろしいところだ。

　攻撃力では俺やヴァーリのほうが初代のじいさんよりも上ってのは事実なのだろう。でも、勝てる気すらしない。

　美び猴こうが言っていた通り、妖術と仙術を極めた伝説の妖よう怪かい──。それが初代孫悟空という存在だと思う。

　初代は俺とヴァーリに向けて言う。

「要は、攻防の際に必要なだけの力を瞬しゆん時じに高めて繰くり出せるかどうか。特に戦せん闘とうによるスタミナ消費が常人よりも逸いつ脱だつしておるおまえさんたち二人は、常に高エネルギーを全身から放出していたんじゃ、継けい戦せん能力に欠くぜぃ？　赤龍帝も白龍皇もそれぞれのチームの要かなめとなる戦闘力。それがここぞという時にガス欠じゃ、お話になりゃせん」

　……つまり、普ふ段だんでも禁手バランス・ブレイカーのときでも余計な消費を抑おさえて、攻防の決めるときに高めろってことね。俺もヴァーリも消費抑よく制せい、余計な負荷を減らせってことだ。

　…………いやいや、それがものすごく高難度ってことなんですよ！　敵の攻撃が当たる瞬間、こちらの攻撃を放つ瞬間、その刹せつ那なの際きわで判断して力を放出しろってとんでもなくシビアでハードな注文だっ！　相手だって、ただ当ててくるだけではないだろう。フェイントのひとつでも入れることもあるさ！　俺だって木き場ばと模擬戦しているときにそんなことをされて防ぼう御ぎよできずに一発受けることがある！

　現在、俺の課題とされている微び細さいな力のペース配分も、いま初代が語った戦闘中の瞬時の判断も、異能バトルをはじめて一年未満の俺にとって厳しすぎる……っ！

　でも、これを覚えれば己の特性、パワーを引き出せそうでもあるのだが……。

　ヴァーリのほうは、俺よりもステップアップした修練として、初代と手合わせをして要領を得ている。すでに野や郎ろうはペース配分を以前よりも習得しつつあった。傍はたから見ていても徐じよ々じよに余分な放出を避さけて、必要な分の攻撃を繰り出しているのがわかる。

　……あれは生まれもってのセンスだろう。俺が一いつ朝ちよう一いつ夕せきで覚えられるものではない。また単に奴が俺よりも戦闘の経験が豊富だという点もある。こいつは俺と違ちがって、物心ついた頃から力を振るっていただろうし。

　初代が加えて告げてくる。

「総合的なバランスでは白いほうが数段上かのぅ。だが、要所要所では赤いほうが上回る点もある。特に単純な攻撃力と直線での速度に関しては赤龍帝のほうが上じゃい」

　……バカ正直に突とつ貫かんする癖くせがあるから、その突とつ破ぱ力を評価してくれているのだろう。

　攻撃力もクリムゾンブラスター込みで褒ほめてくれていると思う。ただね、ヴァーリだって、極きよく覇は龍りゆうになれば俺の速度も攻撃力も一気に追い抜いていくだろうさ。

　俺が息を吐きながら言う。

「そうは言ってもヴァーリはあの白銀状態じゃないし、勝ってるイメージが全然わかないんですけどね」

　ヴァーリが自じ嘲ちよう気味の笑みを浮うかべる。

「知っての通り、俺の極覇龍はキミの紅くれないの鎧と比べたら使い勝手が悪すぎてね。トレーニングに真紅の形態を使えるだけで、キミのほうが要領がいい」

　ライバルがそう評してくれるのはこそばゆいながらもうれしいところだが……いざというときの決定力は、やはりこいつのほうが上だ。そこが悔しい。

　初代が煙管を吹かしたあとに言った。

「極覇龍とやらは、覇龍よりはマシじゃけどねぃ、潜せん在ざい能力を一時的にすべて解放する点では一いつ緒しよでのぅ。つまりは負担が異常なレベルなんじゃい。いくら覇龍ジヤガーノート・ドライブより危険を取り除いたとしても、おいそれと連発も維持もできたもんじゃないじゃろ。──白龍皇の課題は有り余るパワーを必要に応じて出力できるようになることだろうねぃ。ま、それは赤龍帝も同様」

　続けて初代は話す。

「赤龍帝の力は倍加と譲じよう渡と、白龍皇の力は相手の力を半減にした上でその力を自分のものにすること。──これが、古来より伝わる神滅具ロンギヌス『赤龍帝の籠手ブーステツド・ギア』と『白龍皇の光翼デイバイン・デイバイデイング』の能力とされておる。実際、過去の二天龍の宿やど主ぬしはこれらの力を発現して戦っておった。それらの力を利用して珍めずらしい使い方をしていた者はおったが……おまえさんらみたいにデタラメなパワーアップをした者は一人としていなかったはずだぜぃ？」

　──デタラメなパワーアップ、か。

　ヴァーリは才能によって白龍皇の力を引き上げようとしている。俺は……なんだか、おっぱいの力やオーフィス、グレートレッドの恩おん恵けいで特性を強化していた。

　……確かにデタラメなパワーアップだよな。俺も自身のこれまでの経けい緯いをそう思えてならない。

　初代が俺のほうに視線を向けて言った。

「力のペース配分の特訓は継けい続ぞくするとして、問題はデタラメついでにおまえさんが得ている白龍皇の力かねぃ。まだドライグもアルビオンも帰ってこんのじゃろい？」

　そう、初代の言うように現在ドライグとアルビオンは神器セイクリツド・ギアの深しん奥おうに出かけている。というのも、先日俺がルーマニアで発現させた『反射』の能力が起因していた。

　俺が発動させた『反射』は元々アルビオンの生前の能力だという。

　アルビオンは出かける前に言っていた。

『我ら二天龍は神によって神器セイクリツド・ギアに封ふうじられるときに生身であったときの能力をいくつか切り離はなされてしまったのだ。……失った力が再び現れるなど、いままで一度たりとも起こらなかった』

　肉体があった頃ころの能力──。

　……消失させた力が二天龍の和解によって発現か。この現象について、この場にいないアザゼル先生が先日こう話していた。

『……あくまで俺の想像だが、案外、聖書の神は二天龍を封じたときに消したという能力を完全には取り払はらわなかったのかもしれん。絶対に起こらないであろう二天龍の和解という要素をキーにすることで能力を封じていた──なんて想像をしてみた』

　……正直、わけがわからん。いや、『反射』がアルビオンの元々の力だというのはわかる。封じられていたのもわかった。だけど、和解でそれが戻った原因がまったくわからんのですよ。

　……和解がキーになっていたとしても、仮にそんな封ふう印いん解除方法を施ほどこした聖書の神さまの意図も不明だしな……。

　ま、ドライグもアルビオンも全部解除されたってわけではない。現時点で『反射』が戻っただけということ。しかも現状では、使えるのが俺だけだ。本来の現白龍皇であるヴァーリは、その力が発現していない。

　以前に白龍皇の力を己のものにしたとはいえ、俺だけが使えるというのもおかしな話なので、ドライグとアルビオンはお互たがいに神器セイクリツド・ギアの深奥を探り出している。もしかしたら、肉体があった頃の力を取り戻せるかもしれないと信じて──。

　──が、ドライグのほうは手て詰づまりだった。何せ、まず鍵かぎを握にぎってそうな歴代赤龍帝の残留思念は全員成仏しちまっていて、話を聞くことすらできない。さらに赤龍帝の籠手ブーステツド・ギアの奥へ潜もぐって、グレートレッドとオーフィスの力に関する謎なぞの領域を見つけたそうだが、現時点では踏ふみ入ることすら叶かなわないだろうとドライグは口にしていた。

　てなわけで、いまだ歴代の所有者の思念が残る白龍皇の神器セイクリツド・ギア深奥に潜ることになった二天龍。現在、ドライグとアルビオンは意識を繋つなげて、二体で白龍皇の光翼デイバイン・デイバイデイングの中にダイビングしていた。

　ヴァーリが言う。

「存外、アルビオンたちは苦戦しているようだ。……意見を問いたい歴代白龍皇の者たちが、ドライグ──赤龍帝を嫌けん悪おしているそうだからな。むろん、それは積年の恨うらみとは別に兵ひよう藤どう一いつ誠せいへの不快感を表している」

　……それを言われてしまうとさ……。歴代白龍皇の方々は、神器セイクリツド・ギアの内部で『赤龍帝被ひ害がい者しやの会』を設立してしまい、ドライグとアルビオンの和解後も断固として不快感を訴うつたえていた。

　……いや、もうなんとも言えない状じよう況きようなんだけど、俺が謝ったところで解決にもならないほどにその方々は涙なみだながらに俺を恨んでいるそうなんだ……。

　……尻しりか。尻が悪いのか……っ！　でもさ、ケツ龍皇って名付けたのはオーディンのじいさんだぜ!?　俺は……ちょっとは悪いとは思っているけど！

　うーん、オーディンのじいさんでも連れてきてごめんなさいしてもらうしかないのかね……？

　ドライグも白龍皇の神器セイクリツド・ギアに意識を移動させて、歴代の残留思念の話を聞きに行っているそうなんだが……アルビオンが間に入っても苦戦は必ひつ至しとなっている。

　なんとか、彼らを説とき伏ふせて失われた二天龍現げん役えき時代の能力を神器セイクリツド・ギアにも反映してもらいたいもんだぜ……。

　初代孫悟空のじいさんが紫し煙えんを吐はきながら笑む。

「ま、吉きつ報ぽうを待つしかないねぃ。それに二天龍が帰ってくれば、苦戦している現赤龍帝の兄ちゃんのペース配分も調整しやすくなるさね」

「マジですか？」

　俺が問うと初代は煙管キセルの灰を携けい帯たい灰皿に落として言う。

「なんとなく力の加減方法を察することができれば、あとはドライグのサポート込みで早めに実戦投入できるようになるだろうぜぃ？　要領を得て、日々基き礎そを高めておけばいざというときに同調しやすくなるってことさね。今いま更さら、おまえさん一人だけで赤龍帝のパワーを制せい御ぎよしろなんて言いやしないぜ。ドライグとコンビを組んでこそのおまえさんだろうよ。けども、おまえさんもある程度パワーの配分を覚えないと、ドライグの負担になる。だからこそ、今回の修行を課したわけだぜぃ？」

　あー、そういうことも含ふくんでの修行だったのか。……俺一人で神器セイクリツド・ギアの特性を覚えて全部やらないといけないと思い込んでしまっていた。

　そうだよな。ドライグ込みでの現赤龍帝だ。……ドライグが帰ってくるまで、あいつの負担を少しでも減らせるようにこの鍛たん錬れんを続けよう。

　気持ちを新たにする俺。──と、ヴァーリが魔ま方ほう陣じんを展開させる。

「俺は先に戻もどる。初代、また相手を頼たのみたい」

　それだけ告げられると、初代は「怖こわい怖い」と皮肉げに笑った。







　むろん、このフィールドで練習するのは俺やヴァーリだけじゃない。

「おっ、イッセーか」

「そっちは上がりなの？」

　ゼノヴィアとイリナが歩み寄る俺に気づいた。

　俺は初代を見送ったあと、少し離れた場所で修行をおこなっていた木場、ゼノヴィア、イリナの剣けん士し組と合流する。他にも魔ま力りよく魔ま法ほう組があり、そちらは主おもにリアス、朱乃さん、ロスヴァイセさん、アーシアが集つどう。あとは黒くろ歌かが付つき添そっている小こ猫ねこちゃんやギャー助すけの組み合わせ。基本、バラバラで己の課題をこなすのを主としているが、皆みんなで集まってチームとしてのミーティングもおこなう。

　今回、レイヴェルはここに来ていない。いま、俺の代わりにルフェイとの契けい約やくについて兵藤家で最終的な打ち合わせに入っているからだ。本来、俺も入って話を進めたほうがいいのだが、できるだけ特訓をしてほしいとレイヴェルに送り出されてしまった。

「私に任せてください！　本当に必要なときにお呼び致いたしますわ！」

　敏びん腕わんマネージャーにそう言われてしまっては、厚意に甘えるしかない。

　さて、俺たちは決まってここでの特訓時間をジャージで過ごしているのだが、戦せん闘とうでの前線を担になうメンバーは身に着けているものがすぐボロボロになってしまう。

　すでにゼノヴィアとイリナはジャージをボロボロにさせていた。それだけ特訓に集中しているってことだろう。

　イリナが天使の羽はねを羽ばたかせて俺のもとに近寄る。

「見て見てイッセーくん！」

　そう声を弾はずませながらイリナは空中でくるりと軽やかに飛び回ると、特とく撮さつヒーローのごとく、宙でポーズを決めてみせた。

　あ、イリナの変化に気づく俺。──天使の翼つばさが四枚になっている！

「イリナ、天使の羽が増えてないか？」

　俺がそう言うと、イリナはえっへんと胸を張って自じ慢まんげに口を開く。

「うふふ、今朝、私の天使としてのレベルが上がったという天てん啓けいが降りたの！　いざ、翼を出してみたら、この通り！　ああ、これも日ひ頃ごろの私のおこないを見守ってくださったミカエルさまからの恩おん恵けいなんだわ！」

　イリナったら、お目々をキラキラと輝かがやかせながらお祈いのりポーズしてら。

　そっか、イリナの天使としての格が上がりましたか。ま、考えてみれば、激戦続きだったもんな。実際、それを踏まえれば上がっても文句は言われないだろう。現時点でそれだけの実績は残しているだろうし、仮にもミカエルさんのＡエースだからな。

　ゼノヴィアが感心するようにうなずいた。

「これで天使として扱あつかえる力の領域が広がったんじゃないか？」

　イリナがこくりと首を縦に振ふる。

「ええ、ゼノヴィア。天界で保管している聖なる武器なんかも使用許可が容易になったわ。いままでは申しん請せいが通るまでいくつかの審しん査さが必要だったけれど、いまならそれらを省略して扱えるの！」

　へー、そんなことが可能になったのか。じゃあ、今後はイリナが天界のアイテムを呼び寄せたりもできるってことかな。

　ゼノヴィアが目元を手で覆おおう。

「……自じ称しよう天使などと言われていた友人がようやく羽ばたきはじめたか……っ！　友としてこれほど誇ほこらしいこともないぞ……っ！」

　声を震ふるわせてそう言うゼノヴィアだが……いやいや、自称天使っておまえも言っていたからね!?

「もう、ゼノヴィアったら、泣かないでよ！　照れるじゃないの！」

　イリナもその辺突つっ込こまずに受け入れているし！

　二人の熱き友情を横目で見つつ、俺は木場のほうに視線を移した。

　不ふ吉きつな魔まのオーラを解き放ち続けるグラムを前にして、木場は周辺一帯に聖せい魔ま剣けんを幾いく重えにも展開させていた。グラムを前に考え込む木場。

「よ、調子はどうよ？」

　俺が話しかけると、木場は視線をグラムから外さずに言う。

「グラムを聖魔剣で制御しようと思っているんだよ。エクスカリバーの力でデュランダルを制したようにね」

　ほう、それはおもしろい試みをしようとしているな。

　木場は続ける。

「まず、聖魔剣の魔の力で、グラムの呪のろい、負の面を肯こう定ていする」

「肯定するとどうなる？」

「魔の力──呪いとかが増すね。けれど、その代わりにそっち方面が安定するんだ。まあ、悪い力が増強して安定するっていうのは怖いことなんだけどさ」

　魔の力を安定させる、か。言うは易やすくおこなうは難かたし、ってところじゃないか？

　木場は聖魔剣を手で握りながら言う。

「魔の力を上げて安定させたところで、丸ごと聖魔剣の聖の力で覆う。例えるなら、鍋なべに蓋ふたをするって感じかな。鍋のなかは適度な火加減でぐつぐつと煮にえている。あとは、溢あふれないように注意しながら、なかの具を好きな量だけ取り出すのさ」

「……例は簡単だけど、でもそれって調節がものすごく難しいんじゃないか？」

　俺がそう言うと、木場は皮肉げに笑んだ。

「その通り。聖と魔、その配分を少しでも間ま違ちがえれば、呪いは僕にすべて降りかかるだろうね。ううん、失敗すれば仲間にも被害が及およぶかもしれない」

　木場がおこなう己の課題がそれなのか。グラムを聖魔剣の『魔』で安定させた上で、『聖』で丸ごと覆う。力は内部で渦うず巻まき、暴発しないよう注意しながらパワーを抽ちゆう出しゆつさせて使う。

　説明するだけなら、本当に簡単だ。けど、それを実際におこなうには相当な技術と、覚かく悟ごと、才能が必要になるだろう。

　俺は口元を笑ませながら木場に訊く。

「でも、失敗はしないんだろう？」

　奴やつも不敵な笑みを作ってくれた。

「ああ、そのつもりさ。うまくいけば刀身に属性も付ふ与よできるかもしれないしね。そうなればまた新しい戦い方を広げられる」

「属性攻こう撃げきできたり、剣を足場にしたり、騎き士し団に自分を混ぜたり、おまえは神器セイクリツド・ギアをいろんなふうに使うよな」

　おそらく、俺の周囲で自分の神器セイクリツド・ギア能力を最も巧たくみに扱えているのは、こいつだ。匙さじもかなりの使い手になってきているけど、それでも木場の技術に比べると何段か落ちるように思える。

　木場は自身をこう評す。

「僕は眷けん属ぞくのなかでも派手さがないからね。手数を増やして相手の隙すきを突かないと生き残れないんだよ」

　よく言うぜ、その手数でここまで戦って生き残った男がさ。

　木場が俺に訊いてくる。

「それで、そっちの特訓はどうなんだい？」

「ま、ぼちぼちだな。要領をつかんでいくしかねぇけど、まずはドライグが帰ってこないことには再開できないものもある」

　それはユーグリット戦で生まれ変わった「白はく龍りゆう皇こうの力」だ。宝ほう玉ぎよくから飛び出していった白い小型のドラゴン。『反射』と『半減』の能力を発動できる俺の新たな力。

　あれについて本格的にトレーニングを開始したのだが、ドライグがアルビオンと共に神器セイクリツド・ギアの深しん奥おうに潜もぐってしまったため、いいところで中断となっていた。

　……あの力、相当おもしろいぞ。俺の発想も実現できてきていたところだし、真『女王クイーン』の特性と併あわせれば……。

　ちなみにあの能力を『白龍皇のデイバイデイング・妖精達ワイバーン・フエアリー』と名付けることにした。命名者はリアスだったりする。この現象を見たリアスが、

「どんどん新しい力を得るイッセーって、まるでフェアリーチェスよね」

　と言ったことに起因している。フェアリーチェスってのはチェス用語のひとつで、変則ルールでするチェスのことを指すらしい。俺の成長がまさに変則ルールのようなので、そう思えてならないとリアスは口にしたんだ。そこで、その「フェアリー」ってのと、飛龍ワイバーンっぽい容姿を合わせて名付けてみた。

　──と、視界に眩まばゆい光が入り込んでくる。顔をそちらに向ければ、上空に輝く天使さまが一人。十枚にも及ぶ純白の羽を広げ、右手に巨きよ大だいな炎ほのおの塊かたまりと、左手に極ごく太ぶとの氷の槍やりを出現させていた。その頭上には雷らい雲うんが生じており、雷鳴を轟とどろかせていた。

　──ジョーカー・デュリオ。

　……この地下のフィールドに作りだした人工的な雷雲。デュリオが神器セイクリツド・ギア能力で生み出した代しろ物ものだ。

　彼の神器セイクリツド・ギアは、天候を操り、自然に存在する火、風、水、土、いかなる属性をも支配できる。ああやって、空がないところでも人工的に雲まで作り出せてしまう。先ほどの眩い光もあの雲から雷いかずちを落としたのだろう。

　デュリオの眼下にいるのは──黒いジャージ姿の匙だ。全身に黒い炎をまとい、デュリオと相対している。

　匙は最近俺たちの修行空間に姿を現して、あんなふうにデュリオの相手や俺の模も擬ぎ戦に参加していた。

　理由は──禁手バランス・ブレイカーに至るためだ。

　神滅具ロンギヌス所有者の相手、もしくはグレモリー眷属の皆と修行をすれば、禁手バランス・ブレイカーに至れるのではないかとソーナ会長は提案して、皆も応じて協力している。

　チームを組んだ以上、仲間の強化は望ましいところだ。特に龍王の力を持つ匙の禁手化バランス・ブレイクは待たれる。

　しばらく、匙とデュリオの手合わせを木場と解説しあいながら見守っていたのだが、ついにデュリオの容よう赦しやない炎、氷、水、風、雷、各種属性による連続攻撃で匙の黒い炎が打ち消されてしまい、匙はくずおれてしまった。

　デュリオの勝利だ。匙は途と中ちゆうから為なす術すべもなく、防戦一方となっていた。

　……匙の能力は、ラインによる各種様々な付加能力に始まり、黒い炎による直接攻撃や、炎の壁かべによる封ふう殺さつと多た彩さいだ。それらをかわし、あるいは払はらいながら、デュリオは匙の動きを制してしまった。

　どちらも禁手バランス・ブレイカー状態ではないとはいえ、力量差は明確だった。

　……俺も何回かデュリオと模擬戦をしたが……足場や手元を氷で固められたり、突とつ風ぷうで空中での直進を妨ぼう害がいされたり、攻撃をすべて回かい避ひされてしまっている。

　イリナが言うには、

「ジョーカーは、性格的にあまり自分から攻撃を繰くり出すタイプではないと聞いているわ。やろうと思えば大おお掛がかりな攻撃もできるでしょうけど……」

　だそうだ。

　それは俺も感じているし、仲間たちも感づいていることだろう。

　修行空間でのジョーカーは、回避しながら相手の虚きよを突く難易度高めの戦法を選んでいるように思える。

　木場が隣となりで言う。

「たぶん、あれがジョーカーなりのトレーニングなんじゃないかな。わざと自らに制限をかけて、己を試しているんだと思う。広域での攻撃が得意で接近戦が不得手だとも聞いているから、そこを克こく服ふくしたいんだろうね」

　神器セイクリツド・ギアの特性上、天候変化による広域攻撃が得意とされるジョーカー・デュリオ。接近戦で俺やゼノヴィアに殴なぐりかかられたら一巻の終わりだと自じ嘲ちようしていたな。

　……近接行動力を高める。それがデュリオの修行か。

　──と、匙が戦せん闘とう後のストレッチで体をほぐしたあとに俺たちのもとにやってくる。

「やー、負けた負けた。まだまだ俺じゃ『御使いブレイブ・セイント』最強のジョーカーに一泡あわ吹ふかせられないぜ！」

　悔くやしそうではあるが、ルーマニア前に会った悲観的な匙ではなかった。

　ルーマニアに旅立つ前にあいつと話したが、あのときの匙は禁手バランス・ブレイカーに至れない自分に悩なやんでいる様子だった。

　俺があちらでひと悶もん着ちやくに巻き込まれている間に、何か心の変化があったのだろう。

　匙が俺たちのほうに向けて言う。

「今日も特訓にここを使わせてもらってありがとな。じゃあ、俺、『学校』に行くからさ！」

　匙の言う『学校』とは、ソーナ会長がようやく建てることができた誰だれもが通かよえるレーティングゲームの学まなび舎や第一号だ。まだ生徒募ぼ集しゆうはしていないが、オープンスクールを実じつ施ししており、冥めい界かいの全土から興味を抱いだいた子連れの親おや御ごさんたちが訪れていると聞く。

　連日、ヒトも入っているようで、生徒会の仕事と共にシトリー眷属は忙いそがしそうだった。

　俺が匙に言う。

「うちのリアス部長も今度の休日、手伝いに行こうと言っていたから、俺たちも行くぜ」

　そう、リアスがソーナ会長たちのお手伝いをしようと提案し、俺たちグレモリー眷属＋イリナ、レイヴェルもこれに快こころよく同意したんだ。

　それを聞いて匙は微笑ほほえむ。

「ああ、それは助かる。いやー、初心者の俺たちだけじゃ、全部に対応できなくてさ。いちおう、サイラオーグの旦だん那なも今日から駆かけつけてくれるし、講演する講師の方も呼んだんだ」

　そっか、盛せい況きようで何よりだ。けど、それだけ、その手の学校に通えない子供たちがいて、将来レーティングゲームに参加したいのだろう。

　一いつ般ぱんの悪あく魔またちは将来の選せん択たく肢しの幅はばが酷ひどく狭せまい──。

　それが、冥界の御お家いえ事情、現実だ。一定以上の位を持つ者のみ、運良く上級悪魔に拾われた者のみが、慈じ悲ひを与あたえられる世界となっている。

「じゃ、また今度頼たのむぜ！」

　匙は別れの言葉を残して、転移の魔ま方ほう陣じんへ消えていった。

　空から降りてきたデュリオ。懐ふところからドーナツを取り出してパクついていた。そういや、趣しゆ味みが食べ歩きだっけ。世界を跨またいだグルメ旅。

「俺って、スイーツ補給がないと生きていけないんだよね」

　ジョーカーは、自由だな……。

　でも、こんな彼ですが、チーム『Ｄ×Ｄ』の若きリーダーだったりします。







　皆みんなの特訓も一段落して、家に戻もどる前の最後のミーティングタイムとなっていた。

「──以上が、私たちウィザード組からの報告。つまり、私の必殺技はいまだ溜ための時間が省略できずじまい。朱乃のほうは腕うで輪わなしでも堕天使化が可能になりつつあるということよ」

　お姉さま方からの報告を受けて、今回のミーティングも終わりとなる。

「…………」

　リーダーたるデュリオは……半分寝ねていた。

　毎度、特訓に顔を出すものの、ミーティングタイムとなるとうっつらうっつら眠ねむ気けに支配されてしまう。

　イリナが謝りポーズをしながら訴うつたえる。

「……ジョーカーがこの手のものに毎回参加するだけ、奇き跡せきだってシスター・グリゼルダもおっしゃっているから、許してあげて！」

　リアスも息をついて、うんうんと苦笑しながらうなずくばかり。

「いいわよ、イリナ。実力は本物でしょうから、今いま更さら疑うつもりもないし、注意もしないわ」

　リアスはイリナのことを「イリナさん」と呼んでいたのだが、つい先日「さん」づけがなくなった。二人の間に何があったのかはわからないけど、今更他た人にん行ぎよう儀ぎもないだろう。

　リアスが俺たちを見み渡わたしながら話題を切り替かえた。

「ソーナの建てた学校でおこなわれているオープンスクールを手伝うってことは、皆もすでに知っているでしょうけれど、実は今夜、兵藤家にお客さまがいらっしゃるの。その学校で生徒や親御さんに向けて特別授業をおこなう講師の方よ。急きゆう遽きよ、兵藤家への訪問を決めたと連れん絡らくを受けているわ」

　へー、匙が言っていた講師のことかな。そのヒトが俺の家に来ると？　なぜに？

　疑問に思う俺だったが、ふと誰かの視線に気づく。顔を向ければ──ロスヴァイセさんが俺のほうに目線を送っていたんだ。

　あちらもそれに気づいて、さっと視線を外してしまう。

　……な、なんだ？　もしかして、この間、俺に言ってきたことが原因……だよな、やっぱり。

　──わ、私の彼氏になってください。

　なんて言われてしまった！　しかもお風ふ呂ろ場ばで、皆が見ているなかで！

　あれから特にこれといった進展はないのだが……。

「…………」

　リアスが複雑そうな顔を俺に向けていた。

「…………」

　朱乃さんも切なそうな表情で俺とロスヴァイセさん、リアスに目を配らせていた。

　……な、何、この状じよう況きよう……？　年上のお姉さんたちが、あまりよろしくない顔つきで黙だまりこんでしまう！

　教会トリオのひそひそ声が聞こえてくる。

「……見ろ、アーシア、イリナ。年上組に動きがあったぞ」

「これって、ロスヴァイセさんも参戦してきたってことよね？」

「……普ふ段だんなら余よ裕ゆうのあるリアスお姉さまと朱乃さんが……」

「アーシア、年上には年上の事情があるんだ。あの朱乃副部長があれほど当とう惑わくしている様子から、予想外の攻こう撃げきを受けたと推測できる。……チャンスかもしれないぞ」

「え!?　ど、どうするつもりなの、ゼノヴィア……？」

「イリナ、アーシア、決して届きそうになかった天上の世界に私たちが殴り込みをかけられる好機が来たということだよ」

「で、でも、リアスお姉さまの手前もありますし……」

「いいや！　攻せめ込むべきだ！　連れ出して囲ってしまう隙すきがあるかもしれない！」

「そ、そんな、拉ら致ちだなんて！　て、天使の私がそこまでのことを……」

「すでにエロ天使と化しているイリナがそんなことを言っても説得力の欠片かけらもない。イッセーの部屋に行くときは常にノーブラだというじゃないか。戦意満々だね、イリナ」

「そ、それは……ノーブラ健康法だもん！」

「そんなふうに情けなく目を泳がすぐらいなら、腹を決めるんだ。よし、耳を貸せ、アーシア、イリナ。円えん陣じんを組むぞ。いいか、こういうときは──」

　何やら教会トリオは円陣を組みだして、さらに深いひそひそ話を始めてしまったようだ。

　……しかし、ノー、ノーブラだったのか、イリナ！　なんだか、妙みように弾はずみと動きのあるおっぱいだなって思ったら、つけるものをつけてなきゃそりゃぷるぷる動くよな！

　……反応に困る俺だったが、黒歌と小猫ちゃんの会話まで聞こえてきた。

「これってあれよね。横から子種かっ攫さらうチャンスじゃないかにゃ？」

「……姉さま、破は廉れん恥ちすぎます」

「なに悠ゆう長ちようなこと言ってるの、白しろ音ね。あんたも攻こう勢せいに出なさいよ。そんなんじゃ、いつまで経たってもお子さま扱いのままよ。ソフトににゃんにゃんなことぐらいは、いまのあんたでもいけるかもしれにゃいんだからさ♪」

「……………………ダ、ダメです！」

「あ、いまちょっとだけ考えたでしょ？　エロエロにゃ。エロエロにゃ」

「エロエロじゃありません！　は、反応に困っていただけです！」

「もう猫ねこ又またはエロくてなんぼよ？　あんたもちっこいときにしかできないことをやってあげればいいのよ♪」

「もう、姉さまなんて知りません！　ギャーくん、あっち行こう！」

「……え？　う、うん」

　あーあ、なんか、姉妹喧げん嘩かして小猫ちゃんがギャスパー連れて距きよ離りを取っちゃったよ。とうの黒歌は心底楽しげだ。

　木場が苦笑いしながら、俺の肩かたに手を置く。

「がんばってね」

　……うん、なんだかよくわからないけど、俺がんばる。

「……むにゃ、天界モンブラン食べ放題……」

　寝ね言ごとを放つデュリオ。……幸せそうでいいですね、リーダー！




　　　　─○●○─




　特訓を終えた俺たちは兵藤家に戻って、講師の方を迎むかえる準備を始めていた。

　とりあえず、いつものＶＩＰルームにお茶の用意をしておく。家に住んでる俺たちだけで十分だったため、木場とギャスパーには自宅で休んでもらっている。

　修行後で汗あせもかいたので、手の空いた者から順番に素早く入浴。俺も先に入らせてもらった。さっぱりとしたあとで、ゼノヴィアとイリナと共にＶＩＰルームのお掃そう除じも完かん了りよう。

　お菓か子しの準備はアーシア、レイヴェルの領域。手作りのクッキーを手早く焼き始めていた。

「うまうま」

　出来上がったクッキーをつまみ食いするのは我らがマスコット──オーフィス。アーシアとレイヴェルの焼いたクッキーをもごもごとおいしそうに食べていた。

　お客を迎え入れる準備も大おお雑ざつ把ぱにではあるが済んだので、俺とゼノヴィア、イリナは一階の居間でひと休みしようとした。

「──お客さまがいらっしゃいましたわ。地下の転移室まで行きましょう」

　と、朱乃さんが呼びに来てくれた。俺たちはお客さんを迎えるために地下へ──。







　地下の転移室に移動した俺たち。

　黒歌とルフェイは自室で待機。黒歌が粗そ相そうをするかもしれないためという理由でだ。黒歌だけ仲間外れも悪いとルフェイも自主的に席を外した。当然、オーフィスも出さない。兵藤家に住むグレモリー眷けん属ぞく＋イリナ、レイヴェルでお客さんを迎える。

　転移室の床ゆかが、北ほく欧おうの術式で光り輝かがやいて魔方陣を形作っていく。

　ジャンプの光が濃こくなるのを見守っていると、リアスが言う。

「伝えるのが最後になってしまったけれど、今回、ここに来られるお客さまは、ロスヴァイセのお祖ば母あさまなの。魔ま法ほうの使い手として、北欧の世界──アースガルズでも有名だと聞くわ」

　──っ！

　その報告に皆が驚おどろき、ロスヴァイセさんのほうに視線を向ける。とうのロスヴァイセさんは複雑極きわまりない表情になっていた。

　転移の光が強まり、一気に弾はじけていった──。

　ジャンプの光が止やんだ先に姿を現したのは、紺こん色いろのローブを着た初老の女性だった。精せい悍かんな顔つきをされていて、上うわ背ぜいも孫のロスヴァイセさんと同じぐらい。姿勢もよく、全体的にすらりとしていて、顔を見ないとご年配のヒトだとわからないだろう。

　ロスヴァイセさんのお祖母さんは俺たちを視線に捉とらえると、一言告げる。

「はじめまして、日本の皆みなさん。そこの孫がお世話になっているようで」

　目線を孫に向けるお祖母さん。ロスヴァイセさんは──視線を外さないまでも、口元を若じやつ干かんへの字に曲げていた。喜んで歓かん迎げいはしないが、強く拒きよ否ひするほどでもないといったところだろうか。

　ロスヴァイセさんのお祖母さんが改めて自己紹しよう介かいをされる。

「私はゲンドゥル。ロスヴァイセの祖母です。以後、お見知りおきを」

　そこではじめて微び笑しようを見せてくれた。

　ピリッとした立ち振ふる舞まいは、お歳を感じさせないものだし、どことなく初対面時のロスヴァイセさんを彷ほう彿ふつとさせるものだった。







　俺たちは、ロスヴァイセさんのお祖母さん──ゲンドゥルさんをＶＩＰルームへと案内した。お茶とお菓子を振る舞い、互たがいにあいさつを済ませた。

「というわけで、ゲンドゥルさんは、今度冥めい界かいのアガレス領でおこなわれる魔法使いの集会に参加予定なのよ」

　──と、リアスが説明してくれた。

　なんでも、名うての魔法使い達がアガレス領のとある町で魔法について話し合いの席を設けるらしい。悪あく魔までもない者が冥界の町に行けるってだけで、相当な使い手が集まることを意味している。俺たちは悪魔だし、堕天使の元総そう督とくやら天界からの恩おん恵けいがあるから、比ひ較かく的てき自由にいろんなところへ足を運べるが、それは異例中の異例だ。ただの人間、並の魔法使いでは、悪魔の世界や堕天使の世界、天界に行けるはずもないんだ。常人にとって、そこは知覚できる範はん囲いを逸いつ脱だつする異界──超ちよう常じよう的な領域なのだから。

　んで、その名うての魔法使い達が話し合う内容だが、なんでも珍めずらしい術式、古代の魔法、禁術とされるものについてばかりだそうで、悪魔側の研究機関からも研究員が派は遣けんされるほどのシンポジウムとなっているようだ。

　リアスが付け加える。

「これはオフレコなのだけれど、現在、各勢力で古代の魔法、または禁術と称しようされる魔法を識しる術者たちが行方ゆくえ不明になる事案が急増しているそうなの」

　──っ。

　そんなことが起きているのか。それってもしかして、リゼヴィムの野や郎ろうが関わっているんじゃないか？

「テロに巻き込まれているんですかね？」

　俺がそう問うと、リアスは明確な肯こう定ていはせずも、否定もしなかった。

「……はぐれ魔法使いが独断で動いているか、それとも裏で『禍の団カオス・ブリゲード』が手を引いているか……。どちらにしても、術者達が一度顔を合わせて意見交こう換かんをしたいという意識が高まったそうなのよ」

　静かに口を閉ざしていたロスヴァイセさんのお祖母さん──ゲンドゥルさんがゆっくりと話し始める。

「これも外に出ていない情報なのだけれど、実は今回の集会で、一度お互いの研究テーマ──得意としている術を一時的に封ふうじる方向で話は進む予定なのです」

「術を……魔法を封印するということですか？」

　レイヴェルの問いにゲンドゥルさんはうなずく。

「己の生しよう涯がいをかけて高めてきたものを誰だれとも知らない悪あく辣らつな者に利用されるぐらいならば、一連の事件が治まるまで封じてしまったほうがマシということです」

　まあ、自分の力を悪用されるのはたまったもんじゃないよな。しかも他人に迷めい惑わくをかけるとなっちゃ責任問題にもなりかねない。禁術とか危険な響ひびきがあるし、外に出したらヤバいものもあるだろう。

　ゲンドゥルさんは続ける。

「堕天使の組織──グリゴリはアンチマジックについても研究が盛んだと聞き及およんでいます。今回の件で、私たちの術の封印を堕天使に一任させていただくつもりなのです」

　……グリゴリのアンチマジックというと、あのいかつい特とく撮さつ幹部が脳のう裏りを過よぎるけど……。いや、さすがに研究しているだろうし、その辺は安心したいところだ。

　ゲンドゥルさんは手を組み直しながら言う。

「己で封印をしたところで、拉致され催さい眠みんをかけられては破られかねませんし、他の術者に施ほどこしてもらったところで、盗ぬすまれてしまう懸け念ねんもあるでしょう。それならば、現状、異い形ぎよう世界で信しん頼らいを高めている堕天使の研究機関ならば良い妥だ協きよう点となります」

　へー、アザゼル先生のところって、そっち方面の評判が上がっているのか。ま、確かに三大勢力同盟以前は悪の組織のイメージが強かったんだろうけど、いまじゃ、いろんな勢力に和議を唱え、自分たちの技術を提供しているからな。この間の吸きゆう血けつ鬼きたちにも神器セイクリツド・ギアでの研究について協力を約束していたほどだ。そういうのをひとつひとつ積み重ねて、信頼を深めていったんだと思う。この短期間ですごいことだよな。

　ゲンドゥルさんは言う。

「──と、その封印をする前に、意見交換をしようということになったのです。集会への参加を拒否した術者もいますが……それでも貴重な話し合いとなるでしょう。私も参加を表明したのです。それに、ソーナ・シトリーさんからも招待を受けておりますし」

　あー、ここで例の冥界に建てた学校の講師って件に繋つながるのか。

　リアスがそれを受けて続く。

「そうなの。ゲンドゥルさんは、魔法使いの集会と、ソーナの建てた学校での講演をおこなうために私たちのもとに来られたのよ」

　その後、軽く今後の日程について説明を受けた。

　ゲンドゥルさんはこのままこの町で数日過ごし、俺たちの休日に合わせて冥界入りすることになる。今回のスケジュールは偶ぐう然ぜんにも俺たちの休日と、冥界でおこなわれる魔法使いの集会の日付が重なったため、実現できたことだ。

　この場にいるメンバー全員が理由を理解した。あとで木場やギャスパーにも伝えておかないとな。

　そこから、お互いに会話も砕くだけた内容となった。

　リアスが言う。

「ロスヴァイセのお祖母さまは、ヴァルキリーの一人としても数えられていたのよ」

　おおっ、そうなのか！　じゃあ、ロスヴァイセさんがヴァルキリーを目指したのもお祖母さんの影えい響きようなんだろうな。

「要領が悪いのだから、向いていないと散々言ったのですよ」

　ゲンドゥルさんは辛から口くちにそう言う。とうのロスヴァイセさんも頬ほおを赤く染めて、目を伏ふせがちだった。

　ティーカップをテーブルに置いたゲンドゥルさんはロスヴァイセさんに改めて問う。

「ロセ、私がここに来た理由のひとつ。おまえならわかるね？」

　……ロスヴァイセさんって、『ロセ』って呼ばれているのか。

「ここには、男性が一人しかいません。彼が──そうだと思っていいんだね？」

　俺に視線を向けるゲンドゥルさん。

　ロスヴァイセさんが立ち上がり、大きく息を吸って吐はいたあとに言った。

「そうです。彼が私の彼氏、兵藤一誠くんです」

　…………。

　……そ、そうきたかぁ……。先日の風ふ呂ろ場ばの告白は、ここに繋つながるわけね！

　これ、あれか？　故郷にいるお祖母さんにはこっちで彼氏作ったとか言ってあったとか、そういうことか!?

　ゲンドゥルさんが言う。

「ロセ、おまえは勝手に家を出て、勝手に悪魔に転生し、勝手にこちらで人間界の教員などをはじめた……私に心配ばかりかける悪い孫まご娘むすめです」

「うっ……それは……」

　お祖母さんの言い分にロスヴァイセさんは言い返せないでいた。

　リアスが弁明する。

「お祖母さま、それは私が勧かん誘ゆうしたことも起因しておりますわ。ロスヴァイセばかりをお責めにならないでください」

　しかし、ゲンドゥルさんは言葉を止めない。

「いいえ、グレモリーのお姫ひめさま。それに関しては特に問題ではないのです。いえ、厳密に言えば問題は問題ですが、それよりも相談もなく、勢いで生き方を変える孫に私は一言言いたいのですよ」

「……耳が痛いな」

　クッキーをポリポリ食べているゼノヴィアがそうつぶやいた。うん、おまえはよーくお祖母さんの話を聞いておいたほうがいいぞ。

　自身の語気が徐じよ々じよに強まっていることに気づいたゲンドゥルさんは、おほんと咳せき払ばらいをひとつする。

「まあ、それもいいでしょう。オーディンさまがおまえを忘れてきたことに関しても、私は意見を申し上げておいたので、不問とします」

　あ、オーディンのじいさん、怒おこられたんだな。まあ、自分のお付きを日本に置いて帰き還かんするなんてボケ老人にしてもやることが酷ひどすぎだもんな。しかも次に会ったときは、新しいお付きのヴァルキリーを従えていたしさ。北ほく欧おうの主神は反省したほうがいいです！

　ゲンドゥルさんはロスヴァイセさんに言う。

「私は心配なのですよ。勉強や魔ま法ほうができても要領が悪くて大いに抜ぬけているおまえが遠い極東の地で他人に迷惑をかけずに教職が勤つとめられるのかが……。そこで私は孫に彼氏でもできれば安心できると常々伝えていたのです。そうしたら、いると言うものですから……」

　……そういうことだったのか。お祖母さんに心配をかけないために、彼氏がいると伝えていたと……。そ、それが俺なの……？　いや、お祖母さんの来日が決まって、勢いで俺を仮かり初そめの彼氏役に決めたんだろう!?　ああ、やっぱり、冷静そうに見えてその場の勢いで生きてるな、ロスヴァイセさん！　グレモリー眷けん属ぞくらしいといえばその通りだが……。もしかして、リアスって必然的に勢いの強い者ばかりを眷属に集めてしまった……？

　ロスヴァイセさんは俺の隣となりに寄り、腕うでにつかまってきた。

「イッセーくんは頼たよりになる男性です。で、伝説の赤せき龍りゆう帝ていで、もう中級悪魔の将来性豊かなヒトなのですから！」

　そ、そう言ってくれるのはうれしいけどさ……。

　ちらりとリアスのほうに視線を向けると──。

「…………」

　笑顔で凍こおり付いたままだったーっ！　ショック受けてる！　というか、この状じよう況きように耐たえきれず、理解できず、思考停止して固まったという体ていだ！

「……ごめんなさい！　お茶を取り替かえてきますわ！」

　朱乃さんもなんだか辛つらそうな表情で退室してしまったし！

「わ、私、朱乃さまをお手伝いしてきます！」

　レイヴェルが気を利きかせて朱乃さんを追っていってしまった！

　しかし、ロスヴァイセさんたちは俺を間に挟はさんで話を進めていく。

「付き合ってどれぐらいだい？」

「……さ、三か月です！」

「──ということは、すでに男女の関係も結んでいると思ってもいいんだね？」

　直球すぎるよ、このお祖ば母あさん！　ロスヴァイセさんも表情を最大にまで固めてしまったじゃないか！　しかし、なんとか持もち堪こたえてお顔を真っ赤にして声を震ふるわせる。

「……そ、それは……まだ結けつ婚こんをしているわけでもないし……。だ、だいたい！　私の貞てい操そう観念は、ばあちゃ……お祖母さんが私に植え付けたものです！」

「私は別に嫁とつぐ前に関係を持つなとは言ってない。変な男に引っかかって無む駄だに体を許すんじゃないと言ったんだよ」

　俺の腕をつかむロスヴァイセさんは、方言丸出しで叫さけんだ！

「わ、わたすだって、男の子とエッチなことしてぇさっ！」

「そっだら、さっさと身さ固めちまえばいいって言ってんでしょが！」

　おっと、お祖母さんもついに方言が出たぞ！

　この場の空気があらぬ方向に行っていることに気づいたゲンドゥルさんは、再び咳払いする。

「──交際を許可します」

　その一言に一いつ瞬しゆんロスヴァイセさんは反応できず、間の抜けた声を出す。

「…………へ？」

「へ？　じゃない。私は良しと言ったのです。これで好きな男性と想いを遂とげられるのだろう？　ほら、今度逢あい引びきでもしてみんさい」

「い、いや、で、でも！」

　途と端たんに慌あわてるロスヴァイセさん。

　しかし、ゲンドゥルさんは強い瞳ひとみで告げる。

「──今度会うときに改めてその辺のことを訊くからね。おまえと──彼氏さんからも、ね。今日はありがとうございました。私はこれで失礼します」

　それだけ告げると、ゲンドゥルさんはソーナ会長が用意しているという宿しゆく泊はく施し設せつに向かうため、この場をあとにする。

　お祖母さんが去ったあと、えらい空気となっているＶＩＰルーム。

　リアスはいまだ固まったままだ。アーシアたちもハラハラとしながらこの状況を見守っていた。

　ロスヴァイセさんが俺の手をつかみ、紅潮した表情で懇こん願がんしてくる。

「…………すみません。ちょ、ちょっとだけでいいので、ご協力ください……。……もう、後に引くことができないんです……っ！」

　……俺とロスヴァイセさんはデートをすることが決定した。







　Life.2　冥めい界かいの学校です！







　ロスヴァイセさんのお祖ば母あさんが兵ひよう藤どう家を訪れた次の日、俺は上階にある空いてる部屋でルフェイとの最終的な契けい約やくの手続きをしていた。

　間に俺のマネージャーたるレイヴェルが入り、書類やら専用の魔ま方ほう陣じんやらをせっせと用意してくれる。そのてきぱきとした動きに対して俺は、感謝の言葉しか出ない。

「本当、レイヴェルのおかげでスムーズに契約が進んでいるよな」

　俺がそう言うとレイヴェルは儀ぎ式しきの形式上使う動物の血（小料理屋から取り寄せたすっぽんの血だそうだ）やろうそくを準備しながら言う。

「いいえ、良い契約相手に恵めぐまれたからこそ、これほどまでにスムーズに事が進んでいるのです」

　そう評されて、ルフェイももじもじと気き恥はずかしそうにしていた。

　契約書となる書面。悪あく魔ま文字が書かれている。内容をざっくばらんに説明すると、「私はこのヒトと契約します。契約後、あんなことができます。こんなことはできません」という人間界の契約書でも見られることが書かれている。

　ナイフで手のひらを軽く切って血を滲にじませる。最後にその血を使い、自身の名を悪魔文字で書き連ねていく。ルフェイも同様に自身の血で名前を魔ま術じゆつ文字で書いていった。

　こうして書類の面では完かん了りよう。あとは正式な儀式だ。俺とルフェイが動物の血で描えがいた契約用魔方陣のなかに入り、契約のための呪じゆ文もんをお互たがいに口にしていく。

　魔方陣が怪あやしい輝かがやきを放ち始めた。

「我、ルフェイ・ペンドラゴンの名において、グレモリー眷けん属ぞくが『兵士ポーン』兵藤一いつ誠せいに願う。我と盟約を結びて、盟友となれ」

　かなり簡略化した呪文内容だ。場合によっては、契約に至るまでの経けい緯い、内容に触ふれる呪文も詠えい唱しようしなければならないようだが、俺とルフェイは互いの信しん頼らい関係を結んだあとでの契約なので、省けるところは省いた。

　俺も暗記した呪文を口にする。

「リアス・グレモリーが眷属『兵士ポーン』兵藤一誠の名において、汝なんじ、ルフェイ・ペンドラゴンと盟約を結ぶことをここに誓ちかう。えーと、今後ともよろしく」

　最後にぺこりと頭を下げる日本人的な俺！　ルフェイもくすりと小さく笑って、頭を下げる。

「はい、よろしくお願い致いたします」

　俺とルフェイの額にグレモリーの紋もん様ようが浮うかび、役目を終えた魔方陣の輝きと共に消えていく。

　……ものすごーく、簡素に終えてしまったのだが、これで本当に良かったのだろうか？

　ちらりと視線をレイヴェルに移せば、うんうんとうなずいていた。どうやら、成功らしい。先ほど、サインを書いた書面の文字も力を得たのか、赤い輝きを放っていた。

「……これで、終わりでいいのかな？」

　いちおう、レイヴェルに確認を取る。

「はい、よろしいですわ。これでイッセーさまとルフェイさんはお仕事のパートナーです」

　レイヴェルからそう告げられた。

　これでいいのか。なんだか、いろいろな書類審しん査さなどもしてきたが、決まるときは一気に済んでしまうものだ。

　さて、契約を結んだのはいいんだが……。

「で、これから俺とルフェイは何をすればいいんだ？」

　契約を結んだし、さっそくパートナーらしく何か魔ま法ほうの研究でもする？

　レイヴェルはおほんと咳せき払ばらいをして言った。

「それはルフェイさんしだいですわ。いまから魔法の実験をされるのでしたら、イッセーさまをこのあと呼べばいいわけですし、あるいは明日あした実験をおこなうなら、明日呼べばいいだけのことです」

　ルフェイしだいってことか。

　レイヴェルは付け加える。

「五年契約です。五年の間に良い成果を見せてくだされば、イッセーさま側としては万ばん々ばん歳ざいとなりましょう」

「つまり、いますぐどうこうってわけじゃないのか」

　俺がそう漏もらし、レイヴェルもうなずいていた。

　まあ、とりあえず、契約を結びましたってことでいいのかな。五年の間、ルフェイと共に成果を出せればいいんだけど……。ま、気長にいこうかな。

　レイヴェルは契約が無事済んだのを確認して、お茶の準備をし始める。折りたたみテーブルを組み立てて、そこにカップを置いて紅茶の用意。

「成功をお祝いして、紅茶でもいただきましょう」

　契約後のお茶会か。悪魔との契約って、世間的におどろおどろしいものってイメージがあるんだろうけど、案外平和なんだよね。グレモリーが例外的にのほほんとした気き質しつを持っているからだろうけど……。俺も怖こわい雰ふん囲い気きを出して契約しようなんて、微み塵じんも思わなかったしな。古くからの上級悪魔は御お家いえによってカラーが異なるというが、グレモリーは本当に穏おだやかだ。

　契約後は、俺とレイヴェル、ルフェイで紅茶を楽しんでの会話となった。

　いくつか、話しているうちにルフェイがこう述べた。

「しかし、ロスヴァイセさんのお祖母さまがかの高名なゲンドゥルさまだとは思いも寄りませんでした」

「有名なんだよな？」

　俺が訊きくとルフェイはうなずいた。

「北ほく欧おうに伝わる魔術──ルーン式、精せい霊れい魔術ガンドル式、降こう霊れい魔術セイズ式の使い手として有名です」

　レイヴェルが続く。

「ロスヴァイセさんはルーン式に『ヴァルキリー』が独自に生み出したという術式系統を組み込んだものを使っていましたわね。そこにご自身で考案した簡略術式を取り入れて使用しているとおっしゃってましたわ」

　ルフェイが懐ふところから手帳を取り出して、とあるページを開く。魔方陣がいくつも描かれていた。その紋様には覚えがあった。──ロスヴァイセさんがよく使うものだ。

　ルフェイが言う。

「珍めずらしい陣じんを描くので、ついメモしたのを思いだしたんです。ロスヴァイセさんの魔法は独学のものですよね。おそらく、見たもの、聞いたものをご自身の方程式で組み込まれてます」

「それは珍しいことなのか？」

　俺が訊くとルフェイは首を横に振ふる。

「いえ、独自の式を考案する魔法使いは珍しいものではありません。自分にあった式というのは魔法使いならば誰だれしもひとつはあるものですし。ただ、ロスヴァイセさんが魔方陣に組み込む魔術文字はとても高度な代しろ物ものです。ロスヴァイセさん自身が構築されたこの式は、一見北欧でよく使用される形式を思わせるのですが、よく見ると計算し尽つくされた魔方陣だとわかるんです」

　ルフェイが手帳の魔方陣を指し示してそう言ってくれるが……魔法に明るくない俺にはよくわからなかった。レイヴェルとルフェイのおかげで属性を司つかさどる魔術文字はなんとなくわかってきたんだけどね。専門的な知識となると途端にからっきしだ。

　レイヴェルがルフェイの言葉に続く。

「黒くろ歌かさんも言ってましたわ。ロスヴァイセさんの術式は魔法力の燃費を極限まで抑おさえ、それでいて効率の良い攻こう防ぼう力向上を追求したものだと。人間界のテレビゲームで例えるなら、消費ＭＰ10で威い力りよく50の魔法を、独自の式で消費ＭＰ５に抑えて威力はそのままに放っている──と。それは簡単なように思えてかなりの使い手でないと実現できないそうですわ」

　ルフェイもレイヴェルの言葉にうなずいていた。

　なるほど、わかりやすい。威力が同じでも燃費を抑えているのか。……ロスヴァイセさん、バカスカと各種魔法攻撃を放っていたが、あれのひとつひとつが燃費まで考えられて撃うたれていたんだな……。

　つーか、ＲＰＧで例えるとは、黒歌のやつめ……。あいつ、俺の部屋に潜もぐり込んではゲーム機いじってるもんな。目を離はなすとずーっとゲームで遊んでるんだ。

　それに小こ猫ねこちゃんとレイヴェルも付き合いだして、いつの間にか兵藤家の皆みんなでゲーム大会開催というのも珍しくない。まあ、それはいま置いておこう。

　……しかし、そうなると俺はロスヴァイセさんに関してひとつの疑問が生じる。

「……ロスヴァイセさんが相当な実力者ってのは同じ眷属として、よくわかる。でもさ、なんでロスヴァイセさんはお祖母さんと同じ魔法を習得しなかったんだろう？　俺、ルーン式やガンドル式はともかく、セイズ式ってあんま見てないように思うんだ」

　ルーン文字や精霊についてはロスヴァイセさんに習ったこともあるし、魔方陣に組み込まれていたように思う。ただ、降霊術だとかをロスヴァイセさんが使った覚えが俺にないというか……。召しよう喚かんとはまた違ちがうだろうしな。あのヒトが得意と口にした記き憶おくは絶対にない。

　お祖母さんがそれだけの使い手であるのなら、孫まご娘むすめであるロスヴァイセさんがルーン、ガンドル、セイズのすべてを扱あつかえてもなんら不思議ではないと思う。

　この俺の意見にはレイヴェルもルフェイもお互いに顔を見合わせるだけで、答えらしいものは口にしてくれなかった。彼女たちも不思議だなと感じた証しよう拠こなんだろう。

　うーん、首をひねる俺。なんだか、最近、ロスヴァイセさんのことで首をひねってること多い？　ま、まあ、「彼氏になってくれ」なんて言われたら嫌いやでも意識しちゃうしな。

　ふと、レイヴェルが咳払いしたあとに言い放つ。

「ところでイッセーさま、このあとロスヴァイセさんとお出かけをされるそうですわね」

　──っ！

　……そう、俺はこの契約が済んだあと、ロスヴァイセさんと出かけることになっていた。お祖母さんに啖たん呵かを切ったロスヴァイセさんは退ひくに退けなくなり、俺とデートをすることを決意。それは昨日の今日という急ぎのものになってしまったんだ。

　お祖母さんがこの町にいる間に、成果を見せつけてやりたいという思いと、破れかぶれで俺にお願いをしてきたんだ。

　……ロスヴァイセさんにお願いされたんじゃ、断れるわけもないし、今日は夜のトレーニングまで特に用もなかったので、デートを受けることに。

　このことを知っているレイヴェルはぷんぷんとかわいく怒おこり顔だった。

「ロスヴァイセさんとお出かけするのはグレモリー眷属としての交流を深めるためにも必要かもしれません。けれど、リアスさまと朱あけ乃のさまのこともきちんと見てあげないとダメです！　ダメなんです！」

　ずずいっと顔を近づけて、俺にそう言い聞かせてくるレイヴェル。

「……今度、リアスさまと朱乃さまともお出かけしてあげないといけないと思いますわ」

　そ、そうですね。まったくもって、レイヴェルさんの言う通りです……。昨夜、ＶＩＰルームを飛び出していってしまった朱乃さんをレイヴェルが落ち着かせてくれたんだ。

　レイヴェルが途と端たんに顔を赤らめて言う。

「…………わ、私もイッセーさまとお買い物行きたいですし……」

　遠えん慮りよがちにそうつぶやくマネージャーにときめいてしまいそうになる！

「今度、レイヴェルとも買い物一いつ緒しよに行くよ。もちろん、リアスに朱乃さんとも──」

　そこまで俺が言いかけていると、隣となりでそれとなく挙手するルフェイもいたりしたので、

「ルフェイとも。この際、下宿してる皆と買い物行くさ。どちらにしても各人年末の買い出しって必要だろうし、年始にどこかに出かけるってのもいいよな」

　そう告げる。女の子は男以上に年末年始の物の入り用が発生するだろう。特に兵藤家はかつてない人数で年とし越こしをすることになるのだから。

　レイヴェルもルフェイも俺の言葉にうれしそうに「「やった♪」」と同時に発した。

「我も買い物行く」

　クローゼットから飛び出してくる龍りゆう神じんさま！　オーフィス、いつの間にこの部屋のクローゼットに入っていましたか!?

　あー、こりゃ、松まつ田だや元もと浜はまと遊ぶ時間はなさそうだな……。いや、一日ぐらいあいつらと遊びたいんだけど……そうなると木き場ばやギャスパーも出てきそうだ。

　…………。

　俺は悩なやんだ末にレイヴェルに告げた。

「……レイヴェル、悪いんだけど、年末年始、トレーニングも含ふくめた時間単位でのスケジュール表を作ってくれない？　なんか、詳しよう細さいにまで決めておかないと俺動けそうもないんだけど……」

　まったくもって、赤せき龍りゆう帝ていってのは過密スケジュールだ。歴代最高レベルの忙いそがしい赤龍帝なんじゃないかと最近思い始めていた。




　　　　─○●○─




　ルフェイとの契けい約やくが済んだ俺は、部屋で外行きように着き替がえて玄げん関かんで待っていた。

　すでに玄関にはロングブーツが準備されているのだが……これってもしかしてロスヴァイセさんの？　いやー、イメージないから最初リアスか朱乃さんのかと思ってしまった。

　ほどなくして、階段から降りてくる気配を感じる。振り向くとそこには──、

　タッチコートに短いフレアスカートという出で立ちのロスヴァイセさんがいた！

　…………。今時の十代女子っぽい格好のロスヴァイセさんが目の前にいる。いつも家で見るジャージ姿のロスヴァイセさんじゃない！

　長い銀ぎん髪ぱつもキレイに整え、唇くちびるもリップクリームが塗ぬってあるのか、つやがあった。

　そう、いつもの芋いもっぽいお姉さんがそこにいなかったんだ！　同い年の女の子がする身なりなもんだから……ひと目でドキドキしちゃったよ！

「……あ、あの」

　言葉もない俺。それに気づいたのか、ロスヴァイセさんも途端に頬ほおを赤くした。

「……いきなり、きょどらないでください。こちらまでやりにくくなります。私だって、たまにはこんな格好しますよ」

　若じやつ干かん、遺い憾かんに感じている様子のロスヴァイセさん。

　ああ、これは失敬失敬。でもさ！　いつものロスヴァイセさんを見ているからか、今時の女子スタイルになると驚おどろくなんてもんじゃないよ！　革命だよ！　俺のなかで革命が起きたよ！

「すみません、じゃ、じゃあ、行きますか？」

　俺がそう言ったときだった。視界の隅すみに人ひと影かげを捉とらえる。

　ちらりと視線を動かすと──廊ろう下かの端はしから現れるリアスと朱乃さん。いつもと変わらぬ様子のリアスと若干悲しげな表情の朱乃さん。

　リアスが言う。

「夜までには帰ってきなさい。冥めい界かいに行く前のミーティングもあるし」

「「はい」」

　返事をする俺とロスヴァイセさん。途端にリアスは苦笑いする。

「ゼノヴィアたちには二人の邪じや魔まをしないよう言って聞かせておくわ」

　あー、追ってきそうだな……。朱乃さんとのデートのとき、皆で追つい跡せきしてきたもんな。リアスもそのときに参加していたのだが……。思い至っていた俺に気づいたのか、リアスが息を吐はく。

「追わないわよ。何があろうと、私は自分の選んだ男性を信じるし、仮に何かがあっても私は揺ゆるがないわ。ロスヴァイセの動向が気になったり、いきなりの彼氏になってください発言で驚いたところはあったけれど、イッセーを信じないでリアス・グレモリーはやっていられないわよね」

　そう微笑ほほえむ彼女。……なんていい女だ。俺を、眷属を、心底信じてる。

「けれど、私と朱乃ともまたデートしてちょうだいね」

　ウインクでそう言うリアス。

「それはもちろんです。俺でよければ」

「──今度イッセーくんとデート！」

　俺の言葉を受けて、朱乃さんが明るい表情に戻もどってくれた。俺でよければ、お付き合いしますよ。……ただし、スケジュールが過密そうでどうなるかわかったもんじゃないんだけどね！

　こうして、俺とロスヴァイセさんは共に家をあとにする──。




　ロスヴァイセさんとのお出かけといっても、この町で過ごすわけではない。なんでも、ロスヴァイセさん的に東京に行きたいらしく、移動することに。

　最寄りの駅から、東京まで電車で揺られること一時間ほど、新宿駅に到とう着ちやくする。

　さらにそこから電車を乗のり換かえて、目的の駅まで──。

「……外国のモデルさんかな」

「すっげえ美人……」

　車内では、ロスヴァイセさんに好こう奇きの視線が注がれていた。当然だ。こんなにも美少女してたら、誰だれだって注目しちゃうよ。ただ、ヒトを寄せ付けないほどの美女オーラも放っているため、声をかける者は誰だれ一人としていなかった。

　とうのロスヴァイセさんは視線が集まるためか、若干恥はずかしげにしており、気まずそうにしていた。

「……ジャージやスーツ姿だったら、こんなに目立たなかったのでしょうか……」

　ぼそりとそうつぶやくロスヴァイセさん。

「そんなことないですよ。どんな格好だろうとかわいいから目立ちますって」

　率直な感想を述べたのだが、ロスヴァイセさんはというと、

「…………」

　頬を赤く染めてしまった！

　おいおいおいおい、いつものロスヴァイセさんならクールに息を吐きながら「いちおう、褒ほめ言葉だと受け取っておきます」とか返すだろう!?

　朱乃さんのときもそうだったけど、二人っきりで一緒にお出かけすると反応がここまでかわいくなっちゃうなんて卑ひ怯きようだよっ！　俺も会話の続きに困っちゃうよ！

　車中、それ以上の会話もなく、十五分ほど揺られて目的の駅に到着した。

　着いたのは、都心からちょっと離はなれたところの駅だった。その駅ビルに用事があるというので、ついていくとフロアひとつ丸ごと百円均一のお店という場所にたどり着く。

　着いた途端、ロスヴァイセさんが歓かん喜きの表情を浮うかべていた。

　顔を輝かがやかせて震ふるえながら話し始める。

「……こ、ここが夢にまで見た、女性向け百円均一の大型店……『ベラ』っ！　イタリア語で美しい、美女を意味するのですが、このブランドはまさに女性向けのオシャレなアイテムばかりをラインナップしているんです！　一見、百円とは思えない高機能で実用性の高い商品を取りそろえていることで有名でして……ああ、ほら！　あのお皿なんてとってもオシャレ！　ああ、そっちのペン立てなんて見れば見るほど無む駄だのない美しいフォルムをしています！　いえ、こちらのほうもこの大きさでこの収納力……っ！」

　……お、俺を置いて、商品を手に取り始めてしまった。普ふ段だん目にしないほどにお顔が明るい。こうして遠目で見ていると、俺と歳の変わらない女の子なんだって改めて思い知らされる。

　……ただ、ちょっと趣しゆ味みがね……。今日もまさか東京まで来て百均のお店に突とつ入にゆうするなんて予想もしてなかった。この身なりだから、華はなやかな場所のオシャレなお店にでも行くのかなって思ってたんだけど……。

「見てください、イッセーくん！　これもそれもあれも全部百円です！　二百円とか三百円なんて商品はひとつもないんですよぉっ！」

　大興奮のロスヴァイセさん。なんていうか、やっぱり残念な部分までは変えられないんだなって思ってしまった。

　でも、こっちのほうがロスヴァイセさんらしいよな。




「ついつい一万円分も買ってしまいました……。さすが東京の『ベラ』です。恐るべし……」

　お財布の中身を見ながら唸うなるロスヴァイセさん。

　買い物も一段落ついて、俺とロスヴァイセさんは近くのカフェのテラス席で休きゆう憩けいしていた。

　百円のものを一万円分。つまり、約百アイテムも購こう入にゆうしたロスヴァイセさんは、さすがに買いすぎたと思ったのか、近場にあった配送業者で荷物送ってきた。明日あしたには俺の家に届くだろう。どっさりと。

　……それでも一万円か。東京まで買い物に来て、百均商品を一万円分購入。……本人は満足そうだし、いいんだろうけど、若い娘むすめさんがわざわざ東京まで来てこの買い物でいいんだろうか？

　ロスヴァイセさんのこの先が少しだけ心配になってきた俺だったが、ふいに話しかけられる。

「……つ、つまらなかったですか？　す、すみません、一人だけハイテンションで買い物を済ませてしまって……」

　俺が難しい顔をしていたためか、ロスヴァイセさんが気まずそうな様子でそう漏もらした。

「いえ、別に。俺はロスヴァイセさんと東京まで来ただけでも楽しいですから」

　俺の本心だ。ロスヴァイセさんと二人っきりで遠出なんて初めてだし、新しん鮮せんだ。いまもこうして普段は見られそうにないところを見させてもらっているし、つまらないことなんてあるはずもなかった。

　ロスヴァイセさんはカップのコーヒーに口をつけたあとに言う。

「……思えば、男性とのデートなんてこれが初めてです」

　──っ！

　そんな衝しよう撃げき的な告白をされてしまい、言葉もない俺。恐きよう縮しゆくするぐらいだ。大切な初デートの相手が俺でよかったのかとさえ思えてしまう。

「俺でよかったんですか？」

　なんとなく訊きいてしまう俺。木場なら俺以上のエスコートをしてくれただろうし、アザゼル先生ならご自じ慢まんのスポーツカーで東京まで連れてきてくれただろう。二人と比べると、俺のデート作法なんて普ふ通つうがいいところだ。

　ロスヴァイセさんは照れくさそうに続ける。

「も、もし、周囲の男性でデートの相手を一人選べと言われたら、イッセーくんを選ぶでしょうし……。か、勘かん違ちがいしないでくださいね！　『もし』です！　『もし』！　想定のお話です！」

　ロスヴァイセさんは顔を紅潮させ、再びコーヒーを口にする。──が、途と端たんに息を吐いて表情を曇くもらせた。

「……私は故郷でずっと勉強ばかりしていましたから……。周囲の戦いくさ乙女おとめ──ヴァルキリー候補生たちは、ヴァルハラの戦士と化したカッコイイ英えい霊れいたちの話で盛り上がっていましたが……。私は同期生が異性にうつつを抜ぬかしている間に、一歩でも前進しようとただひたすらに机に向かっていました」

　……なんとも想像に難かたくない昔話だ。きっと、「不潔です！　下品です！　勉強しなきゃ負け組になっちゃうのにぃ！」とか無理に自分に言い聞かせて机に向かっていたんじゃないかな……。

　遠い目をするロスヴァイセさん。

「……青春を勉強に費やしたおかげでヴァルキリーになることはできましたけど、いま思えばもう少しだけ遊んでおけばよかったかななんて振ふり返ることもあります」

「なに言ってんですか。まだ若いっスよ。俺とひとつかふたつしか違ちがわないし、これから、いや、いま青春を送ったってまったく変じゃないです」

　本当、若すぎるって！　教職やっているから、周囲も本人もたまにロスヴァイセさんの年ねん齢れいを忘れてしまうけど、まだまだ青春を謳おう歌かできる十代なんだし、老ふけ込んだ言葉なんて早いと思うんだよね。

「それにオーディンのじいさん──主神のお付きだなんてすごいことじゃないですか。本当、神話の主神のそばでお仕事していたとか、えらい経歴ですって」

　残念な面が目立つロスヴァイセさんだけど、改めて考えてみれば──いや、改めて考えてみなくてもその経歴と持っている能力は物もの凄すごい。俺なんかが何回生まれ変わったところで、主神のお付きなんて重責を担になうことは叶かなわないだろう。

「……置いていかれましたけどね」

　ロスヴァイセさんはちょっと落ち込み気味になってしまう。

　……それを言われてしまうと、返す言葉も見つからない。まあ、そのおかげで俺たちの仲間になってくれたという縁えんはあるんだけども……。

　ロスヴァイセさんが憂うれいのある表情を浮かべる。

「……それに私は……イッセーくんたちが言うほど、大した者でもありません」

　ロスヴァイセさんはそう言うなり、懐ふところからひとつのワッペンを取り出した。複雑な紋もん様ようが刻まれている。……幾いく重えものルーン文字を円形に列つらねた独特の形。初見……いや、昨夜これを見たぞ。……そう、ロスヴァイセさんのお祖ば母あさんであるゲンドゥルさんが転移してくるときに発動していた魔ま方ほう陣じんにこの紋様が描えがかれていた。

　ロスヴァイセさんは続けてこう漏らす。

「これは、私の家に伝わる固有の……家か紋もんみたいなものです。家の長ちよう子したる者は、これを代々受け継つぎ心と体に刻んで後世に繋つなげていきます。……私は、長子──長女でしたが、この紋様を……」

　ロスヴァイセさんはそこで一度言葉を止め、トーンをさらに落としてぼそりと漏らす。

「……受け継げなかったんです」

　ロスヴァイセさんは語る。

　北ほく欧おう──アースガルズに住まう半神の一族は、それぞれの家で独自の魔ま法ほう、技術、伝統を作り、研けん磨まして、後こう継けいに継けい承しようしていくことを何よりとしていた。そして、代だい替がわりをしていくときに家の跡あと目めを継ぐ証あかしとして、独自の紋様──紋もん章しようを心と体に刻ませる。

　ロスヴァイセさんの家も例外ではなく、代々跡目を引き継がせる際に紋様を次の代に継承させる。ロスヴァイセさんのお母さんも家の紋章を受け継ぎ、その長女たるロスヴァイセさんも受け継ぐ予定だった。

　──けれど、ロスヴァイセさんは紋章を引き継げなかった。

　どんなに継承の儀ぎ式しきをおこなっても、ロスヴァイセさんの心身、魔法の術式に紋章は宿らなかったという。

　ロスヴァイセさんはワッペンを手に持ちながら言う。

「……私には兄弟がいませんでしたから、結局、紋章は遠とお縁えんの子が引き継ぐことになりました。すんなりとその子の継承儀式が済んでしまって、周囲も私もなんとも言えない空気になったのが印象的でしたね。……元々、私は代々家の術者が得意だった魔法が苦手なところもありまして……相あい性しようが悪いというか、特に降こう霊れい術じゆつのセイズ式がいまだに馴な染じめないんですよね。ルーン式とガンドル式は覚えられたのですが、何よりも自分でも驚おどろくぐらいに戦乙女の間で使われていた戦せん闘とう用の攻こう撃げき魔法ばかり習得できてしまって……。いまでは一族でも屈くつ指しの攻撃魔法の使い手になってしまいました……。ルーン、ガンドル、セイズをバランスよく使いこなしてきた私の家系からしたら、私だけが異い端たん児じなんです。一族があまり使っていなかったものとばかり相性が合ってしまったんですから……。幸い、ヴァルキリーにはなれたのですが……成績は現げん役えき時代の祖母と比べて散々なものでした……」

　落ち込み気味にロスヴァイセさんはそう告白してくれた。

　……御お家いえに代々伝わるものと相あい容いれず、他の分野に才能が開花してしまった。似たケースとしてサイラオーグさんが脳のう裏りを過よぎるが、あっちは大王家っていう冥めい界かいの政治が絡からむ重要な一族だから背負うものもロスヴァイセさんとはまた違うんだろうけど……。一いつ般ぱん家庭に生まれた俺からすると、継承問題というのは捉とらえきれないほどに難しい。

　ヴァルキリー時代も勇者の魂たましいを集めることが苦手だったと聞く。そしてオーディンのじいさんに呼ばれるまで不ふ遇ぐうな時代を過ごすことになる。

　しかし、運命は感じてしまった。やっぱり、このヒトが火力重視のグレモリー眷けん属ぞくに来るのは運命だったのかも。攻撃魔法ばかりバンバン覚えてしまうヴァルキリー！　リアスの巡めぐり合わせはそっちに一点集中しているとしか思えない。

　ロスヴァイセさんは頬ほおを赤く染めながら言う。

「……我が家の代々の術者は、精せい霊れいとの交信、または降霊術を得意としてきました。しかし、私だけ突とつ出しゆつして攻撃魔法をスポンジのように吸収してしまいまして……あげく、効率化や燃費の見直しもできるほどに明るくなってしまいました。父も母も褒ほめるを通り越こして、呆あきれてしまったようです」

　俺は頬をかきながら言った。

「で、でも、一時帰郷の際に防ぼう御ぎよ魔法も覚えて帰ってきたじゃないですか」

「ええ、そうですけど……。ようするに家系とは違う方面に行ってしまったわけです。……漠ばく然ぜんと子供の頃ころは一族が引き継いでいたものを継承し、祖母と同じヴァルキリーになると当たり前のように思っていました。周囲もそれを期待していた。でも、叶わなかった。当然のことが、つるりと目の前からこぼれていってしまった。……いまだに私は何になるのか、何がしたいのか、よくわかりません。将来に不安があるからこそ、与あたえられた仕事はきちんとして、お金を大切にしようと思ってはいるんですが」

　才能はあった。けど、周囲のヒトたちから望まれた才能ではなかった。でも、能力に恵めぐまれていたため、仕事には就つけた。しかし、自分が本当は何がしたかったのか、まだ答えが出ない──。

　ロスヴァイセさんの悩なやみは「持っているけど、持てなかった者」の悩みなんだな。さっき、サイラオーグさんと似ていると思ったけど、根底は違うか。

　ロスヴァイセさんはワッペンをしまいながら続ける。

「……両親も祖母も一族の者たちも、継承できなかった私を特に責めることはしませんでしたし、いまだ普通に接してくれます。……家の者は、『まあ、一族でたまにこういう子供が出ることもあるだろう』程度で早々に割り切ってしまって、それはそれでうれしいのですが……非難の言葉をひとつかけてくれれば私も強く反発して生き方を極きよく端たんなほうに進めたのかもしれません。……いえ、いまのこの状態も極端といえば極端ではありますが……」

　悪あく魔まになったのも吹ふっ切りたい気持ちがあったからかもしれない。

「オーディンさまのお付きに選ばれたときは、本当にうれしかったんです。……とても困ったお方でしたが、それでもやりがいを強く感じていました。……置いていかれましたけどね」

　あのオーディンのじいさんのお付きにはこのヒトぐらいしか適任者がいなかった──というのをあとになってから人づてで耳にした。というか、いまのところヴァルキリー内でお付きをした期間の最長記録ホルダーがロスヴァイセさんだったりする。そのためか、後任のヴァルキリーは苦労していると聞いた。

　ロスヴァイセさんは空を見上げ、ため息を吐ついたあとに己の半生を振り返る。

「……故郷で青春を謳歌しないまま飛び級で卒業して、ヴァルキリーになれたものの、家の紋章を継承することはできなかった。ヴァルキリー時代は特に目立った成績も出せずにいたものの、オーディンさまのお付きになれた。……オーディンさまの付き添そいで日本に来たら、悪魔に転生して人間界の教員になってしまった。……改めて振り返ってみると、私が何になれて、何ができるのか、転々としていてよくわかりませんね」

　自じ嘲ちようするロスヴァイセさん。確かに転々としている。他のグレモリー眷属のメンバーも波は瀾らん万ばん丈じようだし、わけありの者が本当によく集つどうチームだ。

「……祖母に申し訳ない気持ちがあるのは確かなんですけどね。期待に応こたえられていたとは思っていませんし……」

　ロスヴァイセさんは伏ふし目がちにそう口にした。

　……家の紋章を継げなかったこと、本当に申し訳なく思っているようだ。

　ロスヴァイセさんは俺の顔を見て、ハッと気づいたように謝りだした。

「……ごめんなさい。イッセーくんに私の半生を長々と話してしまって……。あまり、この手の話は親しいヒトにも話さないようにしているのですが……。……祖母が来日したので、誰だれかに話したい気持ちが噴ふきだしてしまったのかもしれません」

「いえ、俺は全然かまいませんよ。むしろ、ロスヴァイセさんのことがよくわかったように感じるのでうれしいぐらいです」

　ロスヴァイセさんはあまり自分を語らない。百均好きでお酒に弱いところは見せてくれたけど、自分のことを話したがらないからね。今日のお出かけは貴重なものになりそうだ。

　ロスヴァイセさんは若干照れながら続ける。

「悪魔になって後こう悔かいはしていませんよ？　福利厚生もきちんとしていますし、お給金もとても良いです。将来の見通しも北欧時代に比べたら幅はば広ひろく、明るいものになりました。グレモリー眷属の皆みなさんはいいヒトばかりですし、環かん境きようも良好です。……まあ、グレモリー眷属はただでさえいろいろなことが起こって大変ですが……。けれど、駒く王おう学園での教員生活は思っていた以上にやりがいを感じています」

「先生、楽しいですか？」

「ええ、ヒトにモノを教えるということが、あんなにも楽しいとは思ってもいなくて」

　生徒からのロスヴァイセさんの評価は高い。公民科教師であるロスヴァイセさんは、教え方がうまく、要点を絞しぼって伝えるために担当のクラスはテストの点も高かった。何よりも生徒とあまり歳が変わらず、美人の外国人先生ということで男女共に好評を得ている。注意は細かく、厳きびしい意見も出すけど、すんなり受け入れられて逆らう者は滅めつ多たにいない。

　先せん輩ぱい教員の方にもかわいがられているようで、破は天てん荒こうなアザゼル先生に一言もの申せる存在としても一目置かれているようだ。

　そういや、教員といえば……。俺は脳裏に過ぎったことを口にした。

「ソーナ会長からのオファーは受けるんですか？」

　そう、ロスヴァイセさんはソーナ会長が建設した学校の将来の先生候補として、オファーが届いているんだ。魔法の教師として、会長は欲しがっていた。

「まだ考え中です。もちろん、一、二年でどうにかしろということではないようなのですが……。とりあえず、今度その学校に行きますし、見学しながら考えてみようかなと」

　まあ、それはそうか。安やす請うけ合いしておいてあとで何かあったんじゃ失礼だ。きちんと自分の目で見て判断したほうがいいに決まってる。でも、サイラオーグさんからも魔法の教師になってほしいって乞こわれていたし、相当腕うでを買われている証しよう拠こだ。

「私に何ができるか、まだわかりませんが、教えるということは、好きです。いえ、好きになりました。ですから、今度のお手伝いも楽しみにしているんですよ」

　微笑ほほえみながらそう言うロスヴァイセさん。

　いろいろなことが起こっている半生だけど、自分なりのいまを見み出いだそうとしているんだろう。

「俺も何かありましたら、相談受けますんで。愚ぐ痴ちでもいいんで、話してください」

「では、また買い物にお付き合いしてもらいましょうか。イッセーくんとの百均巡りは悪くありません。祖母への言い訳にもなりますし」

　あははは……、また百均ですか……。いえ、いいんですけどね。映画とか、どこかに観光でもいいんじゃないかって俺でも思うわけですよ。けど、本人は楽しそうだし、これはこれでいいのかな？

「──あなたはお祖母さまと比べてひとつも劣おとってなんていませんよ」

　──ッ！

　……第三者の声が聞こえてくる。目を配って声の主ぬしを探ってみると、俺の背後の席に座る者の気配に気づく。……知らぬ間にうしろを取られていた。明らかに安心できる者の気配ではない。

　ロスヴァイセさんも途と端たんに警けい戒かいの構えを取っていた。

　俺が振ふり向くと、そこには──銀ぎん髪ぱつの青年の姿があった。背広を着た端たん整せいな顔立ちの男性。見覚えがあった。何せ、先日のルーマニアで殴なぐり合った仲だからな。

　男は──ユーグリット・ルキフグスは笑みを浮うかべて俺たちにあいさつをする。

「ごきげんよう、赤せき龍りゆう帝ていの兵藤一誠、それに元ヴァルキリーのロスヴァイセ」

　……なんで、ここにこいつがいるんだよッ!?　白昼堂々と東京に姿を現すなんて！

　神器セイクリツド・ギアを出そうにも、周囲は無関係な人々ばかりだ。ここで争うわけにはいかない。

　警戒を解かずに睨にらむ俺。奴やつはフッと小さく笑う。

「今日はあなたに会いに来たのではありませんよ。兵藤一誠。そちらの方に用事があるのです」

　ユーグリットはロスヴァイセさんのほうに視線を向けていた。

　やつは手を差し出して言った。

「単刀直入に言います。──ロスヴァイセ、私たちのもとに来ませんか？」

　──ッ！

　な、なんだそりゃ……っ！　勧かん誘ゆうってことかよ!?　こんなところで!?　どうしてロスヴァイセさんを!?　いまになってなんでロスヴァイセさんだけを勧誘する？　疑問の尽つきない俺だったが──ロスヴァイセさんは顔面蒼そう白はくとなっていた。

　……勧誘を受けるだけの理由を持ち得ているということか？

　ユーグリットが目を閉じて、謳うたうように口を開く。

「──ここに知ち恵えがいる。思し慮りよある者はその獣けものの数字を数えよ。その数字は人間を表している。その数字とは『６６６スリーシツクス』である」

　…………６６６スリーシツクスだと？　ユーグリットは額を押さえながら言う。

「黙もく示し録ろくの一節ですよ。……あまり、聖書に記されているものを口にするのは悪魔として頭痛のもとなのですがね……」

　……こっちもそれを聞かされて頭痛がしたぜ。急にんなもんを悪魔が口にするな！

　黙示録……。グレートレッドも記されているっていう、ヨハネの黙示録のことか。そういや、６６６トライヘキサもそこに記き載さいされているんだっけな。

　奴はロスヴァイセさんに視線を合わせたまま続ける。

「アースガルズでの学生時代、あなたはひとつの論文を書いたそうですね。論文のタイトルは『黙示録の獣について』──」

　……マジか。ロスヴァイセさん、あっちでの学生時代にそんなものを書いていたのか。

　──っ！

　途端に得心する。松田や元浜たちが言っていた図書室でのロスヴァイセさん目もく撃げき例と繋つながる。ロスヴァイセさんは図書室で聖書関連の本を読んでいた。……それが原因か。おそらく、６６６トライヘキサの話をルーマニアで聞いて、論文のことを思いだしたに違ちがいない。

　ロスヴァイセさんは声を震ふるわせながら言う。

「あ、あれは結論がまとまらなかったために破は棄きしました。提出したのは、違う論文でしたよ。……でも、なぜ、それをあなたたちが知り得ているのです……？」

　ロスヴァイセさんの問いに奴は嫌いや味みな笑みを浮かべる。

「６６６トライヘキサに関する情報をつぶさに集めているのが我々ですから。たとえ、過去に破棄した論文であろうと、それが私たちの望むものに繋がるのであれば、世界の果てにあろうと拾ってきますよ」

　その言葉を聞いてロスヴァイセさんは戦せん慄りつする。

「……あの論文の内容を少しだけ当時のルームメイトに話しました。あなたたち、まさか……っ！」

　ロスヴァイセさんの問いに奴は肩かたをすくめる。

「記き憶おくを探らせていただきましたが、断片しか拾えませんでした。ゆえに直接あなたの勧誘という手に打って出たわけです」

　それを聞いてロスヴァイセさんは右手を奴に突つきだす。目にはすでに戦意が灯ともっていた。

「……あの子を襲おそったのですね？　外げ道どうの極きわみ、ここであなたを──」

　ユーグリットは鼻で笑い、目で周囲を見み渡わたして見せる。騒さわぎを目にして、こちらに奇き異いな視線を送る客が多かった。……ここでやらかすのはまずい。

　渋しぶ々しぶ、手を下ろすロスヴァイセさん。ああ、それで正解なんだ。ここで俺たちから手を出せば、こいつは躊ちゆう躇ちよなくこの場にいる人々を巻き込んで反はん撃げきに出る。

　ユーグリットは席を立ち、周囲のヒトたちに頭を下げた。

「お騒がせして申し訳ございません。もう去りますので」

　俺たちの横を通り過ぎていくなか、奴はぼそりと口にする。

「……彼女は無事です。特に人ひと質じちにもしてませんよ。ただ──」

　ユーグリットはロスヴァイセさんの髪かみを手ですくう。

「私はあなたの能力が欲しい。あなたは優ゆう秀しゆうですよ。あなた自身が思っているよりも。──それにこの銀の髪は美しい。まるで……」

　──っ。

　無意識に俺は奴に手を出そうとしていた。ユーグリットはそれを軽やかに躱かわしていく。

「ごきげんよう、赤龍帝、ロスヴァイセ。また会いましょう。それまでに答えを決めておいてください」

　それだけを言い残して、ユーグリット・ルキフグスは人込みのなかに消えていく。

　俺は……息を整えたあと、すぐにリアスへ連れん絡らくを取った──。




　　　　─○●○─




　家に戻もどった俺とロスヴァイセさん。夕暮れ時、俺の部屋に集つどうオカ研メンバー。

「……東京に現れるなんてね。うかつだったわ」

　ユーグリットとの遭そう遇ぐうを聞いたリアスは、自身の注意不足を悔くやんでいた。

　……この町は一度襲しゆう撃げきを受けているし、元々三大勢力の協力圏けん内ないということで警備も強固なものになっていた。むろん、日本の首都である東京も各勢力が協力して（主に日本のお偉えらいさんが組織している異能者の集団が中心になって警備に当たっているそうだ）警けい戒かい網もうを敷しいていた。

　それなのに、奴は……白昼堂々と潜もぐり込んで俺たちの前に現れやがった！

　イリナが眉まゆ根ねを寄せながら言う。

「……いままでにテロをおこなった超ちよう常じよう的な存在とは、一線を画すわね。彼らクリフォトは人間界に影えい響きようを及およぼすこと、被ひ害がいを出すことになんら躊躇ためらいを持っていそうにないもの」
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　イリナの言う通りなのだろう。あいつらはいままでの連中とは違う。これまでに俺たちと戦ってきた奴らは、あくまで目標を定め、そこを集中的に狙ねらってきた。旧魔ま王おう派であるのなら、三大勢力を中心に攻こう撃げきをしかけ、英えい雄ゆう派は俺たち異い形ぎようの存在にのみ挑ちよう戦せんしてきた。

　奴ら──クリフォトは違う。目的を成し遂とげるためなら、人間界に、人間に、いや、あらゆる種族に悪意を向ける。それも、己らの欲よつ求きゆうを満たすためだけに──。

　その結果、吸きゆう血けつ鬼きの世界は壊かい滅めつ的打だ撃げきを受けた。

　もし、あの場で戦せん闘とうとなり、邪じや龍りゆうでも呼び出されたとしたら……。大惨さん事じなんてもんじゃすまない。あれだけヒトが集まってた場所だ。被ひ害がい者しやは百や二百じゃ収まらないだろう……。

　……俺とロスヴァイセさんの行動はうかつだった……？

　リアスがうなだれる俺に言った。

「イッセー、気にしてはダメよ。力を持ったテロリストだもの、極きよく端たんな話、その気になればどこに現れてもおかしくはないのでしょうけれど、プライベートのそのタイミングで接せつ触しよくされるなんて、想定外でも仕方のないことだわ」

　朱乃さんが続く。

「そうね、かなりのリスクをあちらも負うでしょうし。いくら、その気になれば各主要都市に侵しん入にゆうできるとしても何度もできることではないわ。一度してしまえば、警戒が強まり、二度目の機会を失う結果に繋がるのだから、あちらとしてもよほどのことがない限り、行動は起こせないでしょう」

　朱乃さんの言うように、今回の件で東京のクリフォトに対する警戒レベルは跳はね上がった。いや、元々高かったんだろうけど、さらに過か敏びんになったと聞いている。

　レイヴェルがロスヴァイセさんに視線を配った。

「……それだけのリスクを負いながらもロスヴァイセさんに接触してきた……。それだけ、ロスヴァイセさんが学生時代に書かれた論文が彼らにとって相当な代しろ物ものだということですよね？」

　リアスが続く。

「口ぶりから察する限り、それだけの価値がある可能性の高いもの、と考えるのが自然よね。ちょうど、アザゼルからの定期連絡が来る時間だから、合わせて訊きいてみましょう。ロスヴァイセ、アザゼルに話してみてちょうだい」

「はい」

　リアスの指示にロスヴァイセさんはうなずいた。……ロスヴァイセさんは、ユーグリットと出会ってからずっと考え事をしているような難しい表情のままだった。

　数分後、俺たちはアザゼル先生からの定期連絡を受ける。実は、現在、アザゼル先生はこの町にいない。冥めい界かいに戻り、神器セイクリツド・ギアのことや、異世界のこと、クリフォトの動向について、グリゴリの研究者たちと連日に亘わたる話し合いを続けているんだ。

　連絡用の魔ま方ほう陣じんに映し出されるアザゼル先生。俺たちは事情を一通り話した。

『……なるほど、ロスヴァイセが狙われたか』

　あごに手をやりながら目を細める先生。

『名うての魔ま法ほう使つかいが行方ゆくえ不明になってる事案は知っているか？』

　うなずく俺たち。それは先日リアスやゲンドゥルさんから聞いた。

『ひとつだけ共通点があってな。──全員、「獣の数字」６６６スリーシツクスに関する研究をしていた者たちばかりだ。特に一いつ般ぱん的なモノの見方とは違う方面から攻めたって研究者さ。集会に集う者たちもそれの研究もしているそうだ』

　──っ。

　……先生の報告に言葉もない俺。……一気に繋がっちまった。ユーグリット曰いわく、ロスヴァイセさんはその６６６スリーシツクスに関して論文を書いた。そして、行方不明になっている魔法使いたちの共通点も６６６スリーシツクスを研究していたから──。

「つまり、彼らは『獣の数字』──６６６トライヘキサに関する情報を握にぎる術者を手当たり次第にさらっているというわけね」

　リアスの言葉に先生もうなずいた。

『黙示録の内容と「聖書の神」のことを知っていれば、ある程度「聖書の神」が使用したであろう封ふう印いんの術が特定できる。いちおう、クリフォトの連中も解除するのに手間取っているであろう強力な封印術式は二十三まで想定が立てられてな。そこから逆算して、６６６トライヘキサの復活までどれぐらいの猶ゆう予よが残されているか、こっちで協議しているところだ。復活させる気はさらさらないが、最悪のケースも念頭に置いておかないといけないからな』

　……６６６トライヘキサが復活してグレートレッドとケンカし始めたら、この世界はどうなっちまうんだか……。

　不安げな表情の俺たちに先生はカラカラと笑う。

『まだ深刻になるには早はえぇよ、若造ども。いちおう、おまえら以外にも「保険」は作る予定だ。今度、それに関しても詰つめていかないといけないんだが、まあ、それはおいおい話そう』

　先生に何か秘策でもあるのか？　このヒトのことだ、正道とは違う方向で「保険」を手に入れそうだ。

『ま、こっちの協議の末に出た答えもどこまで信用できるか見当もつかん。捕とらえられた術者の持っていた情報がどれほど封印術式に影響を及ぼすかわかったもんじゃないからな』

　捕らわれたヒトたちは、いったいどうなっているのか。あいつらのことだ、まともな方法で言うことを聞かせているようにも思えない。

　先生がロスヴァイセさんに問う。

『ひとつだけ簡単に訊く。ロスヴァイセ、おまえは「６６６スリーシツクス」の数字をどう読み解こうとした？』

　ロスヴァイセさんは、重い口を開く。

「……私は異説である『６１６』のほうで研究していたんです。そちらの数字で各種関連書物、歴史上の出来事と照らし合わせながら数式、術式を組み立てていきました」

『──っ。…………そうか、やはりな』

　先生はロスヴァイセさんの言葉をある程度予想していたようだ。

　……なんだ、６１６って。６６６スリーシツクスじゃないのか？

　疑問に感じる俺に先生が言う。

『数ある黙示録の研究者たちが、「６６６スリーシツクス」という数字に焦しよう点てんを合わすなか、一部の術者が、異説である「６１６」からのアプローチをはじめたという。今回、拉ら致ちされた魔法使いのすべてが「６１６」から「獣けものの数字」を調べていた者たちばかりだ』

　異説！　そんなものがあるのか……。その異説を調べていた一人が、ロスヴァイセさん。

　先生があごをさすりながら続ける。

『多くの研究者は「６１６」が本来の解かい釈しやくとは見ない。俺たちグリゴリもそうだと信じていたほどだ。……それでも奴やつらがこう動いたということは、「聖書の神」は「６１６」で６６６トライヘキサの封印術式を編んだというのか……？』

　独りごちるように先生はそう漏もらす。俺たちに説明するというよりは、自分の仮説に驚おどろきながらもぶつぶつと独り言を言っているようだった。

　声に出していたことにハッと気づいたのか、先生は咳せき払ばらいをしたのち、ロスヴァイセさんに言う。

『よし、とりあえず、ロスヴァイセ。おまえが学生時代に書いたという論文を、覚えている限り、紙に書いてこちらに回せ。その論文がどこまで６６６トライヘキサに関して触ふれているのか、こちらで調査してみよう』

「……少し前から、書き起こしてありました」

　ロスヴァイセさんは難しい魔ま術じゆつ文字、術式が書かれたレポート用紙の束を小型転移型魔方陣の上にのせて、ジャンプさせる。すると、連絡用魔方陣から映写されているアザゼル先生の手元にレポートが光と共に現れた。転移は成功したようだ。

　レポートを受け取りながら、先生はロスヴァイセさんに言う。

『しかし、おまえも大したもんだ。自然と祖母と同じものを調べていたなんてな。血は争えないというやつなんだろう』

　──っ。

　俺は先生の言葉で初めてロスヴァイセさんが複雑な表情をしている理由のひとつに気づく。

　今回、狙われている魔法使いの共通点は──６６６スリーシツクスの研究をしていること。冥界でおこなわれる集会に集つどうメンバーも同様だ。それはつまりロスヴァイセさんのお祖ば母あさんも……６６６スリーシツクスを調べていたということになる。

「…………」

　その夜、ロスヴァイセさんは複雑な表情を浮うかべたまま、それ以上何も話すことはなかった。




　　　　─○●○─




　シトリー眷けん属ぞく──ソーナ会長の宿願であった「誰だれでも通かよえるレーティングゲームの学校」は、意外にもアガレス領にあった。

　本来、それを望むシトリー家次期当主のもと、シトリー領に建設されてもおかしくないのだが、ここにも政治は絡からむ。というよりも、かなり複雑な事情となっていた。

　ソーナ会長がその学校を建設するということは、姉であるセラフォルー・レヴィアタンさまの意思が少なからず絡むのではないか？──と邪じや推すいする者が出てくるからだという。むろん、ソーナ会長のことを全面的に支し援えんしているレヴィアタンさまは、学校の建設に好意的だった。

　けど、それは古くから血筋を重んじる政治家──貴族の上うわ役やくたちを刺し激げきする。そのヒトたちから見れば「階級に関係なく誰でも通えるレーティングゲームの学校」というのは、決しておもしろい代しろ物ものではない。当然、反対意見、圧力というものが降りかかってくる。ここでレヴィアタンさまが意固地になって異を唱えればそれは「レヴィアタンの政治目的」と判断されてもおかしくないことになる。

　リアスが──グレモリーがおいそれと介かい入にゆうし、援えん助じよできなかったのもここに理由があった。グレモリー、すなわちサーゼクス・ルシファーさまの意思まで絡むと上役に思われてしまえば、四大魔ま王おうの各派は閥ばつ争いはヒートアップしてしまう可能性を孕はらんでいたからだ。

　結局、リアスは……目立たない程度の協力しかできなかった。

　ソーナ会長はこの夢を破は棄きすることも真しん剣けんに検討したという。姉の政治に影えい響きようを及およぼすのは、シトリー次期当主がしてはならない愚ぐ行こうだと。

　しかし、救世主は現れる。

「では、間を取って我が領土で建設して、上役のご機き嫌げんを見ながら慎しん重ちように運営してみましょう」

　──と、声をかけてくれたのが、アガレス家現当主だったんだ。さすがは中間管理職。各魔王の派は閥ばつに属する政治家からの大公アガレスへの信しん頼らいは大きい。血筋としては最上位に位置する大王家の支持すらも勝ち取った上で、「誰でも通えるレーティングゲームの学校」第一号が建設された。

　そんなわけで俺たちオカ研メンバー（グレモリー眷属＋イリナ、レイヴェル）は、土日を利用して体験入学のお手伝いをするため、冥界へジャンプ。グレモリーの城からさらに転移すること数回を経へて、アガレス領に足を踏ふみ入れた。今日と明日あしたと泊とまりがけのスケジュールとなる。

　学校が建てられた場所は、グレモリーとバアルがレーティングゲームをおこなった空中都市アグレアスから目と鼻の先にある町だ。

　アウロス──それがその町の名前だ。冥界でも農産業随ずい一いちと称しようされるアガレス領を体現する町のひとつと聞く。

　主おもに農耕で生計を立てる住民が多いが、人口自体は多くはない。レーティングゲームの聖地たる空中都市アグレアスから近いため、アグレアス観光目的の旅行客が立ち寄る町として発展してもおかしくないかなと思うのだが、残念ながら観光用の町はアグレアスを挟はさんで反対側にあるそうだ。もっとも、アグレアス目的の観光客はアグレアスで娯ご楽らくの限りを楽しむだろうから、滅めつ多たなことで近隣の町に立ち寄ることはないという。

　つまり、有名な空中都市の近くにありながらも、穏やかで静かな町なのだという。

　俺たちが転移した先は、町の中心にある監かん視し塔とうの最上階。塔の窓から広大な町の風景、遠くに望める空中都市アグレアスを視認した俺たち。作物を育てる様々な畑が町の周囲一面に広がり、風車小屋も多く目立つ。派手さはないが、のどかで静かなところだ。

　学校を建てる場所としては、環かん境きようのいい町なんじゃないかな。

　転移魔ま方ほう陣じんの前で待っていてくれた町の役員さんに連れられて、俺たちは監視塔を降りていく。下で待っていたのは──。

「よう、兵藤」

　匙さじだった。

　グレモリーの姫ひめ君ぎみたるリアスがこの町を訪れるとすれば、町長さんが出てきそうだが、あいにくそちらは例の魔法使いの集会へ顔を出しているそうで、対応できなかったようだ。リアス自身も公務で訪れるわけではないので、事前に「大おお仰ぎような出で迎むかえは無用です」と伝えている。

　出迎えてくれた役員から匙にバトンタッチして、俺たちは町を進んだ。

　畑と風車小屋、ヨーロッパ風の住宅に似た石造りの家々、都市部の喧けん噪そうめいたものは一切聞こえてこない本当にのどかな町だった。

　匙が言う。

「いいところだろ？　冥めい界かいの田舎いなか町！　けど、無名ってほどじゃない。今回の魔法使いの集会が開かれるように、いろんなシンポジウム、プレゼンテーションがこの町で開かい催さいされるんだってさ。なんでもこの町の初代町長が、そういう集まりをおこなうのが好きだったみたいで、いまじゃ知るヒトぞ知る町になってる。それに、近くにレーティングゲームの大おお舞ぶ台たいアグレアスも一望できるし、環境は最適とさえ言える」

　匙の声は弾はずんでいた。この町のことが気に入っているのだろう。確かに、いい町だ。平和で、争いごとが起こりそうもない。

「私、将来こういうところで畑をやってみたいです」

　アーシアは目をキラキラと輝かがやかせて町を見み渡わたしていた。アーシアは田舎に住むことを夢のひとつにしている。俺も将来一度ぐらいはこういう田舎でアーシアと畑いじりしながら住んでみようかなって思いはじめてもいた。

　ゼノヴィアが続く。

「私もアーシアと畑作りをするというのもいいな。永ながい悪あく魔まの生だ。たまには剣けん士し生活を忘れて農耕に従事するのもいいだろう。どうせ、イッセーもアーシアと暮らすとか言いだすだろうから、ついていって損はないさ」

　俺がアーシアについていくって前提か！　ま、アーシアと田舎で住みたいけどさ！

　イリナも空を見上げながら言った。

「私も将来田舎生活してみようかしら。でも、冥界に天使が住むというのは難しそうだし、冥界に出張がてらイッセーくんやアーシアさんの畑を手伝うのもいいのかな」

　教会トリオはすっかり田舎に魅み了りようされてしまったようだ。

　リアスと朱乃さんが小さく笑っていた。

「あなたたち、隠いん居きよ生活を相談しあうにはさすがにまだ早いわよ」

　本当、その通りだ。どのぐらい先の話になるかわからないものをいきなり話し合いはじめても仕方ない。きっと、この田舎風景に目を奪うばわれたからそんな心境になってしまったんだろう。

　他愛もない会話を続けながら匙についていくこと十数分、町の南端に新造の建築物が現れる。

　俺たちはその建築物を見て驚いた。──駒王学園に似た外観を持つ学舎がそこにあったからだ。

　規模は駒王学園と比べると若干小さめだが、体育館とおぼしき建物や運動場の位置といい、敷しき地ち内は我が母校に倣ならった配置となっていた。

　校門の表札には悪魔の文字で「アウロス学園」と記されている。この町の名前を学校名にしたのか。名前としては無難かもな。シトリーやバアルの名前を出してしまえば、小うるさいヒトたちがなんやかんやと口を挟んできそうだし。

　校門を潜くぐり、本館へと近づいていく。

　運動場で、さっそく子供たちが走ったり、魔ま力りよくの競い合いをしているようだった。よく見ればシトリーやバアルの眷属たちが子供たちに付つき添そっている。あの子たちは体験入学に参加しているのだろう。

　本館に入ると、玄げん関かんでソーナ会長が出迎えてくれた。

　匙が会長に伝える。

「会長、オカルト研究部の皆みなさんをお連れしました」

「サジ、ご苦労さまでした。担当のところへ戻もどってくれてかまいません」

　それを受けて匙は「あとでまたな」と手を振ふって、足早に消えていった。

　俺たちはぐるりと建物内を見渡す。新築のにおいがする。建造されたばかりという証しよう拠こだ。それにこの玄関や内部の造りにも、駒王学園を踏とう襲しゆうしているところが多く見受けられた。俺たちにとっては、新しん鮮せんだけど見慣れた景色のようにも思えてしまう。

　リアスは手を差し出し笑顔で一言告げる。

「改めて、おめでとう、ソーナ」

　リアスと握あく手しゆをしながら会長も微笑ほほえんだ。

「ありがとう、リアス。まだ第一号で、開校は大分先だけれど、体験入学を実じつ施しするまでには形にできました」

　ソーナ会長は手を校内に差さし伸のべて、言う。

「さあ、なかを案内しましょう」

　俺たちは会長先導のもと、校内を歩くことになった。

　廊ろう下かを子連れの親おや御ごさんたちが行き交い、バアル眷属の方かたが講師となって子供たちに何かを教えている様子が教室の外からも見学できた。子供たちは──とても興味深そうに真剣に講師の話に耳を傾かたむけていた。それを教室のうしろから見守る親御さんたちの表情も真剣そのもの。教える側はバアル眷属の者か、ソーナ会長が呼び寄せた特別講師が中心で、そこにシトリー眷属の皆みんながサポートとして入っているようだった。ま、生徒会の皆はまだ学生だもんな。大手を振って教える側には回れない。あと、会長がボランティアで募つのったスタッフたちも校内で忙いそがしく動き回っている。

　ここに来ている子供たちの年ねん齢れいは十歳前後が多い。人間界なら小学校に通っている年齢だ。なかには十代半ばの少年少女もいるが、小学生ぐらいの子供たちが目立った。

「どのぐらい来ているの？」

　リアスが会長に問う。

「口コミで噂うわさが広がってからの体験入学ですから、思っていたよりもヒトが集まりました。おそらく、今日だけでも子供は百五十名ぐらいは来ているでしょう。父兄も含ふくめると校内に存在する者の数は四百を超こえるでしょうね」

　おおっ、大盛せい況きようじゃん！　そっか、今日だけで子供の数が百名超えか。正式な入学生募ぼ集しゆうをしているわけでもないのにこの数とは……。悪魔の子供って貴重だっていうし、そこから考えればこの数はすごい。学校に通いたいのに通えない子って、予想以上に多いんだな……。悪魔世界の裏側がちょっと見えてしまう光景だ。

　たまに俺やリアスの正体（おっぱいドラゴンとスイッチ姫ひめ）に気づいて驚おどろく子連れの方がいるけど、いまは手を振る程度に抑おさえておく。ここで握手会、サイン会になったら校内の見学どころじゃない。でも、今日の俺たちがする手伝いは、その辺の意味合いも強い。つまり、冥界でも有名なリアス・グレモリー眷属の電でん撃げき訪問といいますか、ソーナ会長が用意したサプライズといいますか、特別ゲストというのが正しいかもしれない。もちろん、それはソーナ会長からすればうれしい協力だし、親友を手助けしたいリアスからしてみても願ってもない好機だ。

　渡わたり廊下を越こえて、体育館に入っていくと一気に活気のある声が聞こえてくる。

「いいか！　パンチというのは腰こしをおとして、体全体から打ち出すように一直線に前へ突つき出すのだ！」

「「「「「「「「「「はいっ！」」」」」」」」」」

　体育館で子供たちに正せい拳けん突づきを教えていたのは、サイラオーグさんだった！

　子供たちもサイラオーグさんの突きに合わせて、たどたどしくも元気にパンチを繰くり出していた。

「ハッ！　ハッ！　ハッ！」

　正拳突きを子供たちと共に打ち出すサイラオーグさんが俺たちに気づく。構えを解いて、朗ほがらかな笑みを見せてくれた。

「おおっ、リアスたちも来てくれたか」

　サイラオーグさんが子供たちに言う。

「見ろ、おっぱいドラゴンたちだ」

　子供たちがその一言を聞いて一いつ斉せいにこちらへ興味を注いだ。

「すっげえええっ！　おっぱいドラゴンだぁぁっ！」

「スイッチ姫もいる！」

「あっ！　ダークナイト・ファングもいるよ！　戦うのかな！」

　子供たちが俺たちのもとに集まりだした。

　さっそく講習がおっぱいドラゴンのイベントと化してしまった！

「おっぱいドラゴン！　スイッチ押してスイッチ押して！」

「変身して変身して！」

　群がる子供たちは一様にテンション高めとなっていた。ソーナ会長は「押さないように、順番ですよ」と落ち着かせようとするが、一度スイッチの入った子供たちを止められるはずもなく……。

「ここは私にお任せを！」

　俺と子供たちの間に入るのは敏びん腕わんマネージャーのレイヴェルだった！　おおっ、俺のマネージャーさん！　きっと、この場を静めてくれるに違ちがいない！──と思ったのだが。

「握手とサインは順番に並んでくださいね！　椅い子すとテーブルを用意してください！　順番ですよ！　おっぱいドラゴンは逃にげませんから！　リアスさま──スイッチ姫の列も作ってください！　はい、イッセーさま、リアスさま、これサインペンですわ！」

　レイヴェルは素早く懐ふところからサインペンを取り出しながら、子供たちを並ばせ、仲間たちに指示を出し始めた！

　デキルマネージャーことレイヴェル指導のもと、即そく時じイベント会場と化した体育館であった──。







　急きゆう遽きよ開かい催さいした「おっぱいドラゴン」のイベントを終えて、人ひと気けのない中庭の一角で休む俺。……あのあと、結局変身するはめになり、禁手化バランス・ブレイクして一通りショーみたいなものを披ひ露ろうすることになった。木場が相手役として乗っかってきてくれたので、突とつ発ぱつのイベントとしちゃ上出来だっただろう。まあ、これも俺たちに求められた仕事のひとつってことだよな。子供たちも喜んでくれたし、結果はオーライだ。

　中庭から見える学校の風景。グラウンドでは子供たちがまだまだ講師の教えを受けて、元気よく、真しん剣けんに体を動かしていた。

　ここへ来る途と中ちゆう見かけた限りでは、教室で魔力や魔ま法ほうの基き礎そ理論を教えているところもあった。魔力に乏とぼしい子供たちが正面から異能に向き合う姿は悪魔に成り立ての頃ころの俺やアーシアを思い起こさせる。

　俺は休きゆう憩けい中だが、他の皆はそれぞれ分かれて授業のサポートに入っている。俺も休憩が済みしだい、どこかに配置してもらう予定だ。

「兵藤一誠」

　俺に話しかけてくるのは──サイラオーグさんだった。タオルを首から下げての登場だ。ソーナ会長と真しん羅ら副会長も付き添っていた。三人で話し合いついでに散歩をしていたのだろうか？

　三人が俺の隣となりに立つ。会長が学校を見み渡わたしながら訊きいてくる。

「イッセーくん、先ほどはありがとうございました。それで、どうですか？　改めて、この学校は？」

「いいところですね。見学に来ている子供たちは、やる気に満ちてますし、何よりも周りの環かん境きようがのどかで穏おだやかで抜ばつ群ぐんかなって」

　子供たちは、本当に真剣だ。時に笑い声も聞こえてくるけど、終始講師の言うことを素直に聞いている姿が目に飛び込んでくる。

　真羅副会長が言う。

「……レーティングゲームの授業を受けたい子供たちの他にも、すべての教育機関から入学を拒きよ否ひされた子供たちも来ています。能力が足りず、魔力が不得手というだけで……身分が低いというだけで、未来を閉ざされた子供たちもなかにはいるのです。家の階級はあれど、魔力が乏しく周囲に追おい詰つめられて退学した者もいれば、才能はあれど、家の階級が低く入学できなかった者もいます」

　……ここにいる子供たちは複雑な事情を抱かかえて、わらにもすがる気持ちで来たのだろう。

　悪あく魔まの純血を重んじる上役の貴族たちにとって、「下級」であり、「才能の無い」悪魔たちの育成など、決しておもしろいものではない。

　なかには能力に開花し、上級悪魔よりも強い悪魔が育ってしまうことがあるかもしれない。そうなると、実力主義の面もある現悪魔世界では、その者たちの台頭が貴族の立ち位置を危うくするかもしれないんだ。

　だから、こういう誰だれでも通かよえる学校を建てるのには反対意見も根強い。

　ソーナ会長がぼそりと漏もらす。

「……日本はいい国です。誰にでも学ぶ権利があります。イッセーくんや椿つば姫きたちが育った国は、冥めい界かいよりもずっと教育が行き届いた場所なのですよ」

　……そうなんだろうな。俺は、いままで学校に通えないとか、勉強をしたくてもできないなんて環境にはいなかった。当たり前のように学校があって、当たり前のように勉強を教えてくれるヒトたちがいた。

　ここに来た子供たちは、そんな俺が当然のように与あたえられたものを、与えてもらえずに生きてきた。

　サイラオーグさんが学校を見上げる。

「この学舎の建造という事例の意義は大きい。いずれ、各領土にも波は及きゆうしてくれることを願う。いや、そうさせなければならないだろう」

　ソーナ会長とサイラオーグさんの目は──強い輝かがやきに満ちていた。本気で学校を増やしたいと思っているんだろう。このヒトたちはやると決めたことは必ず成し遂とげるヒトたちだと思う。いや、そう信じている。一歩でも確実に前進させていくんだろうな。

　サイラオーグさんがふいに笑み、拳こぶしを握にぎった。

「──体術をな、教えているのだ」

　先ほど、体育館で正拳突きを教えていたサイラオーグさんの姿が脳裏に蘇よみがえる。

「才能が足りなければ、他で補えばいい。知ち恵えでもいい。腕わん力りよくでもいい。……俺は腕力担当だ。いま、体験入学に来ている子供たちに体術を教えている。教職の真ま似ね事ごとなど、初めてだがな。本を読みながら見み様よう見真似だ」

　その笑みは楽しそうだった。心底、子供たちに体術を教えるのが楽しいのだろう。

「一いつ生しよう懸けん命めいだ。どの子供も。拳を真剣に打ち出してくれる」

「ええ、それは見ていて俺も感じました」

　サイラオーグさんが自身の拳を見ながら言う。

「この大きくごつごつした不格好な拳は、ここにたどり着くためにいじめ抜ぬいてきた殴なぐるだけの代しろ物ものだった。……だがな、子供たちに体術を教えているなかで、ようやく少しだけ理解したのだ。──ああ、滅ほろびの力を宿さずに生まれた俺はこれを教えるために生まれてきたのかもしれない、と。大げさかもしれないが、この手に価値を見出せることが、俺は幸せだと思えた」

　……このヒトの半生は言葉では語り尽つくせぬほど、壮そう絶ぜつなものだ。そのサイラオーグさんが微笑ほほえみながらそう語るのだから、今回の体験入学に大きなやりがいを感じているのだろう。

　ソーナ会長がもう一度学校を見渡す。それはどこか誇ほこらしげだった。

「がんばりましょう。まだスタートもしていないのですから。これからもひとつひとつ壁かべを突とつ破ぱしていきます」

　まるでリアスのようなことをこのヒトが口にするなんて……。それだけ、この学校の設立に意気込みを注いでいるということだ。

　俺も立ち上がって会長に言った。

「俺もいっちょう盛り上げていきます！」

　今日は、とことんまでこの学校に付き合うぜ！

　──と、異様な叫きよう声せいが耳に飛び込んでくる。俺たちが視線を送ると、子供たちが一点に群がり始めていた。授業を受けていた子供ですら、そこに集まっていく。

　なんだ？　何事だ？　訝いぶかしげに視線を投げる俺だったが、会長、真羅副会長、サイラオーグさんはこの現象に心覚えがあるようで、「お越こしになられたみたいですね」「ああ」とうなずきあっていた。

　会長とサイラオーグさんがそちらへ足を進めるので、俺もついていくと、子供たちが群がった理由を理解する。

　子供の中心にいたのは端たん整せいな顔立ちに、灰色の髪かみと瞳ひとみをした男性。見覚えがあった。というか、その姿はまぶたの裏に焼き付いている。

　──目標の一人として。

「やあ、見学しに来たよ」

　俺たちに気づき、手をあげる男性。爽さわやかに微笑むそのヒトは──皇帝エンペラーベリアル。レーティングゲーム現王者！　ディハウザー・ベリアル氏だ！

　マジかよっ！　現げん役えき王者のご登場だなんて予想外もいいところだ！　俺、一切聞いてないぞ！　俺まで興奮してきた！　あとでサインが欲しいぐらいだ！

　サイラオーグさん、会長が王者と握あく手しゆを交わす。

「ディハウザーさま、今回はお越しいただき、まことにありがとうございます」

　礼を口にするサイラオーグさん。王者は微笑み、校舎を見渡す。

「いい学校だ。それにいい生徒も集つどいそうだ」

「「「「「エンペラー！　エンペラー！」」」」」

　大興奮の子供たち。当然だ。レーティングゲームについて学びたい子供たちが多く来ているこの学校で、現役王者が登場すれば夢中になってしまうさ！

「……しかし、王者が訪問してくれるなんてすごいな」

　ぼそりとつぶやく俺に真羅副会長が耳打ちしてくる。

「実は、明日あした空中都市アグレアスでディハウザー・ベリアル氏主演映画の撮さつ影えいがあるそうです。その足で見学に来られたのです」

　へー、王者の映画！　さすがにレーティングゲームのチャンピオンとなると、やること、求められることが多いんだろうな。映画にも出られるなんて、さっすがスターだ！

　俺も王者になれば、いろんなことができるのかな。って、映画に出演したことはあったか……。でも、主演はないな。映画の主演っていい響ひびきだぜ！

　王者は真っ直ぐな瞳で俺たちにこう言った。

「私も出来うる限り支し援えんしよう。未来あるゲームプレイヤーが誕生するのは、素晴らしいことだからね」

　俺や真羅副会長にも握手をしてくれる皇帝エンペラーベリアル！　ああ、いいヒトっぽいな！　やっぱ、王者になると華はながあるね！

　現役レーティングゲーム王者の電でん撃げき訪問もあったが、俺は授業サポートに取り組むためにいっそう気合いを入れた。




　屋外での授業──。

「──と、まあ、これが俺の『兵士ポーン』による実演です」

　俺は変身したのち、プロモーションを交まじえて子供たちに『兵士ポーン』の特性を見せていった。

『騎士ナイト』になって、素早く動き回り、『僧侶ビシヨツプ』となって炎ほのおの息を吐はき、『戦車ルーク』となって巨きよ岩がんを粉ふん砕さいしてみせた。

　子供たちは大興奮で拍はく手しゆ喝かつ采さいに大だい声せい援えんまでつけて注目してくれた。

　俺の実演が終わったあとに、講師の方が話し始める。

「──おっぱいドラゴンさん、実演ありがとうございました。このように『兵士ポーン』の特性とは、プロモーションによる──」

　講師の方が講義を再開されたので、役目の終わった俺は変身を解いて子供たちに静かに手を振ふってからその場をあとにする。

　さて、またひとつ授業のサポートを終えた。まあ、俺がやれるのは講師の方から頼たのまれる実演ぐらいだ。主に禁手化バランス・ブレイクして、動き回るのが仕事。キャラクターを交えながらの授業は子供たちもすんなりと受け入れやすく、講義もしやすいという。実際、俺が動きながら講師の方が説明をつけると子供たちも楽しみながら聞き入ってくれる。

　さあ、俺の次の役目はと……。手て渡わたされた授業のスケジュールメモを見ながら移動する俺の視界にあいつが映る。

「わかったかな、皆みんな？　人間や人間とのハーフには、こういう神器セイクリツド・ギアっていう悪魔とは違ちがう特とく殊しゆな能力を持った者がいるんだ」

「「「「「はいっ！」」」」」

　グラウンドの端はじっこで子供たちとやり取りをしているのは匙だ。右みぎ腕うでに神器セイクリツド・ギアである黒い蛇へびを幾いく重えにも出現させて説明をしているようだ。

　匙の神器セイクリツド・ギア実演が終わると、あちらも講師の方（バアル眷けん属ぞくの神器セイクリツド・ギア所有者兼けん魔ま法ほう剣けん士しリーバン・クロセルさん）が話をし始める。ここでの授業に関する匙のサポートは、神器セイクリツド・ギアの実演だろうか。

　役目を終えた匙の視線が俺を捉とらえる。手をあげ、こちらに走り寄ってきた。

「よっ、お疲つかれ」

　俺がそう言うと、「ああ、そっちも」と楽しげに返してくれた。

　二人でそのまま校舎のほうへ歩きながら話す。

　匙は学校を誇らしそうに見上げながらつぶやく。

「…………なあ、兵藤」

「ん？」

　恥はずかしがりながら後頭部を手でさすりつつ奴やつは言った。

「……子供たちがさ、俺を『先生』って呼ぶんだよ。……笑顔で俺を『先生』ってよ。俺なんて……まだまだなのにな」

　そんなことを言いながらも匙はうれしそうだった。

　こいつの夢はレーティングゲームの学校で先生になること。まだ教員の免めん許きよを取得していないけど、いつか必ず手に入れたいと匙はいつも意気込んでいる。

　けど、今回の体験入学の手伝いで匙は手て応ごたえ──いや、改めて自分の夢を確認できたんだと思う。だって、こいつのいまの双そう眸ぼうは夢に充みち満ちていたからだ。

「兵藤、俺、何回もここで子供たちの対応をしていて再認識できた。俺は絶対に『先生』になる。まずは中級悪あく魔まに昇しよう格かくしなきゃいけないけどよ。でも、絶対だ。何年かかろうと俺はなってみせる」

「ああ、おまえならできるさ」

　俺が心の底からそう言うと、匙は気恥ずかしそうに頬ほおをかいた。

　──と、俺の耳に賑にぎやかな声が聞こえてくる。視線を注ぐと、そこにいたのは群がる子供たちと教会トリオという構成だ。

「きんいろドラゴン出して！　きんいろドラゴン！」

　そう口々に言う子供たち。

「はい、いいですよ」

　アーシアが召しよう喚かんの呪じゆ文もんを唱えると黄金の輝きを放ちながら、あの龍王は姿を現す。金色の鱗うろこを持つ巨きよ大だいなドラゴン。大きなドラゴンの登場に子供たちの興奮はさらに高まる。

　アーシアはそのドラゴン、ファーブニルに言う。

「ファーブニルさん、子供たちと遊んでくれますか？」

　でかい口を開きながら変態はこう言い放つ。

『いいよ。けど、俺様、ＰＰパンツポイントが足りない』

　……最近、新たに野や郎ろうが設定した『ＰＰ』ことパンツポイントってのは、あいつのなかで働くというエネルギー数値だという。アーシアのパンツ成分で構築されており、足りなくなると途と端たんに力が抜けるそうだ。いやー、ふざけてますね！

　アーシアはファーブニルの訴うつたえに当とう惑わくする。

「Ｐパ、ＰＰパンツポイントですか……」

　赤面しながらもアーシアはポシェットを探り出した。いかんいかん！　俺もさすがに恥ち辱じよくプレイはかわいそうだと思ったので、走り寄って止めようとしたが、アーシアはポシェットからパンツを取り出してファーブニルに与あたえてしまった！

　これも子供たちのためと、意を決しての行動だったのだろう。

　ファーブニルはパンツを──頬ほお張ばり始めた。

　それを見て子供たちはどっと爆ばく笑しようする。

「すっげえ、このドラゴン！　パンツ食ってる！」

「あはははは、おパンツ食べてる！」

　ああああっ！　アーシアがふらふらと倒たおれ込みそうだ！　それをゼノヴィアとイリナがキャッチして抱だき寄せる！

「……うふふ、なんだか、最近、ひどく疲れるんです」

　消え入りそうな声のアーシアの手を取り、ゼノヴィアとイリナが叫さけんだ。

「アーシア！　キミはよくやっているぞ！　気にすることなんてない！」

「そ、そうよ！　パンティーが大好きなドラゴンで体験学習というのも子供たちのいいお勉強になるわ！」

　とうの子供たちはドラゴンに乗っかり、すごく楽しそうだ。ファーブニルも変態な部分以外は割とおとなしい気き質しつなので子供たちの相手に最適かもしれない。……その分、アーシアは気苦労が絶えないのだが……。

「……ヴリトラがファーブニルは変わったってよく言うんだよな」

　匙が隣となりで半眼になってそう漏もらしていた。……うん、うちのドライグさんもそんなこと言ってました。

　ま、まあ、アーシアのことはゼノヴィアとイリナに任せるとして、俺と匙は校舎に入っていく。とある教室の前を通りかかったとき、子供たちが廊ろう下かにあふれるほど大だい盛せい況きような授業があった。親おや御ごさんたちまで立ち見で見学しているほどだ。

　匙がつぶやく。

「ああ、魔法の学科だよ。体験授業のなかでもレーティングゲームの授業と並んで人気のある科目なんだ。体験入学のたびに希望者が多いから、そのふたつだけ回数と講師を増やしたりして対応するほどさ。初歩の魔ま術じゆつ講座が大好評なんだよ」

　へぇ、魔法の授業か。俺も気になって、人の隙すき間まから覗のぞき見してみた。

「ロスヴァイセ先生！」

「先生、もっと魔法を教えて！」

　子供たちに囲まれるロスヴァイセさんの姿があった。

「火が出たの！　火が出たの！　ちっちゃいけど、火が出たの！」

　子供たちも簡単な魔法を覚えて実際に放てているようだ。

　ふいに脳のう裏りをかすめるものがあった。それは、『Ｄ×Ｄ』結成時のことだ。結成直後、サイラオーグさんがロスヴァイセさんを前にしてこう言った。

『リアスの「戦車ルーク」ロスヴァイセ、改めて貴き殿でんに一考してもらいたいのだが──冥めい界かいに建てた学まなび舎やの教員となってもらえないだろうか？』

　そう、サイラオーグさんからのお誘さそいだった。すでにソーナ会長からも同様のお誘いを受けていたロスヴァイセさんは、サイラオーグさんからも口く説どかれていた。

『いますぐにというわけではない。将来的に力を貸してもらえるとありがたい』

『……悪魔に魔法を、ですか？』

　考え込むロスヴァイセさんにサイラオーグさんは続ける。

『おかしな話かもしれんな。魔法の大元たる悪魔が、魔法を習うなどと。しかし、魔ま力りよくを使うのが不得手な悪魔がいるのも事実。俺のようにまったく魔力の素養がない子供も現に存在する。その子たちに魔法の礎いしずえを教えたいのだ。たとえ、魔力が使えずとも魔法ならばあるいは、ということもあるだろう。仮に魔法も習得できなかったとしても、知識は大きな武器になる。何年先でもいい。教きよう鞭べんをふるってもらえないだろうか？』

　それに関して、ロスヴァイセさんはすぐに答えを出せなかった。

『いま答えを出さなくてもいい。よく考えておいてもらえるとありがたい』

　そのときはそれ以上何も言わず去っていったサイラオーグさん。ロスヴァイセさんも拒否せずにいた。急ぎの返答というわけでもないとのことで、まずは駒王学園で数年勤めてからどうするか考えたいのだろう。

　はしゃぐ子供たちの陰かげで、一人離はなれて必死に手を突つきだして念じている男の子がいた。どうにかして魔法を出したいようだが……発現する気配は微み塵じんもなかった。俺はその子に見覚えがあった。以前、冥界で「おっぱいドラゴン」のイベントがあったときに、会場に入れず泣いていた子供だ。そう、確か名前はリレンクス。……そっか、あの子もこの学校に来ていたんだな。見た感じ、魔法の発現に大苦戦している様子だ。目にうっすら悔くやし涙なみだが浮うかぶほどだった。

「おや、奇き遇ぐうですね」

　──と、俺に話しかける誰だれか。振り返ると──銀ぎん髪ぱつの淑しゆく女じよゲンドゥルさん！　ロスヴァイセさんのお祖ば母あさんが背後に立っていた。音もなく背後を取られてしまった。さすがロスヴァイセさんのお祖母さんだ。

　なんとなく、気配を察したのか、ロスヴァイセさんがこちらに視線を配る。途端に驚おどろきの声を上げた。

「ば、ばあちゃ……お祖母さん、来ていたのですか」

　ゲンドゥルさんが教室に入りながら言う。

「ここで特別講師をする約束だからね。明日あしたの集会前にいい気分転てん換かんにもなります」

　なるほど、明日は例の魔法使いの集会か。その前にここで講義をおこなうってことなんだろうな。

　──と、教室内に緑色のオーラに包まれた小さな妖よう精せいのようなものが出現し始める。妖精は羽ばたきながら、子供たちの間を軽やかに飛び回って教きよう壇だんの隅すみに降りていく。

　その教壇にはゲンドゥルさんが立ち、妖精をやさしくなでた。一いつ瞬しゆんで、子供たちの視線を集めてしまった。ゲンドゥルさんはやさしい笑みを浮かべながら静かに口を開く。

「魔法の起源──魔法とはどういう風にして生まれたか？　皆みなさんはご存じかしら？」

　ゲンドゥルさんの問いに一人の子供が元気よく挙手して答える。

「占うらないや呪じゆ術じゆつだって聞きました！」

　ゲンドゥルさんはその答えに笑顔でうなずく。子供たちにやさしく語りかけながら続けた。

「そう、その通りです。魔法は、占いやおまじないから誕生したのです。こんなことが知りたい、あんなことになったらいいな、あのヒトのために、他の誰かのために……たくさんのヒトを助けられる方法が欲しいと願った術者たちが作り上げたものなのです」

　子供たちも、大人たちも、俺たちもついつい聞き入ってしまうほどに、ゲンドゥルさんの語り口は耳にすんなり入ってきてしまう。

「現代の魔法には、確かに優ゆう劣れつがあり、明らかな差があります。ですが、これだけはまず最初に覚えておいてほしいのです。──どのような魔法でも必ず術者と他の誰かの役に立ちます。この世に意味のない魔法なんてないのですから」

　そのにっこりとした慈じ愛あいに溢あふれた笑顔は、それまでの厳きびしそうだったゲンドゥルさんからは想像もできないものだった。

　……この世に意味のない魔法なんてない、か。いい言葉だな。

　ふとロスヴァイセさんのほうに視線を向ければ──かすかに微笑ほほえんでいるように見えた。……いまのゲンドゥルさんの話を、ロスヴァイセさんはどう捉えたのか。気になってしまうが、ゲンドゥルさんの講義は続く。

「さて、このお話はここまでにしておきましょう。では、突とつ然ぜんですけれど、妖精と仲良くなりたいって思うヒトはどれぐらいいるでしょうか？」

「「「「「はいはいはいはい！」」」」」

　一いつ斉せいに手を挙げる子供たち。俺もついつい手を挙げそうになるが、匙が肩かたを叩たたく。

「兵藤、俺も聞きたいところだけど、そろそろ他の場所に行かないと」

　おおっ、そうだったそうだった。

　なんか、すっごい聞きたいけど、俺たちはまだやるべき仕事が残っている。俺と匙は名な残ごり惜おしそうにしながらも、次の授業へ赴おもむくため、その場をあとにした。




　　　　─○●○─




　その日の深夜──。

　最終プログラムを終えて、グレモリー、シトリー、講師の方々とで夕食タイムとなり、ひと息ついたあとに個別の自由時間となった。最後に明日の日程確認を皆みんなで済ませたあとで、入浴の時間となったんだ。

　俺たちが泊とまっているのは、学校の敷しき地ち内にある学生寮となる予定の建物だ。すでに内部は結構設備が整っていて、共同の大きな風ふ呂ろ場ばもある。

「あー、なんとか、終わったなぁ……」

　俺は男子寮の大浴場に浸つかっていた。

　一日仕事となった授業のサポート。何度も変身して解いて移動してと繰くり返していたら、案外疲つかれが溜たまった。戦せん闘とうとは違ちがうところで労力を割さくため、いつもの慣れた禁手バランス・ブレイカーでも疲つかれが出てしまった。

　スケジュールを確認する限り、明日も忙いそがしそうだ。それでも、夢中になって授業を受ける子供たちを見ていると、俺もがんばらなきゃって気持ちになるよな。俺は少なくとも恵めぐまれた環かん境きようにいるしさ。

　人間として一度は終わってしまったけど、幸運にも俺を拾ってくれたのがグレモリー家の次期当主でやさしい主あるじさまでもある──我が愛いとしのリアス。大変なことばかりで、死線を何度も潜くぐってきたが、待たい遇ぐうとしては本当に恵まれたものだと思っている。血筋を重んじる貴族の意思にも触ふれたことがある。その血統重視の貴族社会が根底にあるために煽あおりを受けていまだに格差が埋うまらない現状──。

　レーティングゲームに参加したくても、参加できない者たちが多くいる。基本的に上級悪あく魔ま（旧七十二柱、もしくは昇しよう格かくしてそこから独立した転生悪魔）しか参加できない。悪魔の駒イーヴィル・ピースを得て眷けん属ぞくを作るのが大前提だからだ。

　この学校は一名でも多くその世界に送り込めるようにするためのもの。主おもに学校で学んだ生徒を眷属候補として上級悪魔に紹しよう介かいしていく。下級悪魔の台頭を嫌きらう貴族もいれば、優ゆう秀しゆうな駒を求める上流階級の者がいるのも事実。実際、そちらの意見を持つ信頼できる上級悪魔からは、この学校は支持を受けているそうだ（体験入学希望者に対して、現地までの移動費、宿しゆく泊はく施し設せつの手配をしてくれた上級悪魔もいる）。まあ、悪魔もいろいろってことだ。

　だからこそ、この学校には意味がある。需じゆ要ようが生まれる。上級に昇格した転生悪魔は特にその手のこだわりを持たない。強ければいい。有用であれば問題なし。ここで育ち、才能を開花させた生徒を競技の世界に送り込める余地は十分にある──とソーナ会長、サイラオーグさんは確信を得たように語っていた。

　むろん、レーティングゲームプレイヤー育成だけじゃなく、冥界の役に立てる者を育てる意味でもこの学校は存在意義がある。この学校で育った生徒たちが望むいろんな職種、業界に行けたのなら、それはとても素敵なことだ。

　夢をつかむための学舎──。

　……俺も少しでも手伝えれば幸いかな。

　そんなふうに思っていると、浴場の扉とびらを開ける音が聞こえてくる。

　おっ、木場か？　ギャー助すけか？　それとも匙か、はたまたルガールさんだったりして？

　誰か確認するために視線を送るとそこには──。

「…………イッセーくん、ですか？」

　ロスヴァイセさんだったぁぁぁぁっ!?

　な、な、な、なぜにロスヴァイセさんが男子風ぶ呂ろに!?　女子の風呂は女子寮にあったはずだ！　わざわざ男子風呂に入ってくるなんて……っ！

　驚きながらついつい肢し体たいに目が行ってしまう！　細いイメージのロスヴァイセさんだが、服の下にはボリューミーなものが隠かくされていた！　スレンダーな外見なのに、豊かすぎる乳ち房ぶさ！　細すぎるということもなく、ラインが整いすぎた美び脚きやく！

　リアスも芸術品のようなプロポーションだったが、ロスヴァイセさんのお体は神秘的な様相を見せる。そっか、元は半神でヴァルキリー。神さま的な神こう々ごうしいお体でもおかしくないんだっ！

　ああ、ついつい拝みたくなってしまうが……そうじゃない！　俺は慌あわててうしろを向いて言った。

「こ、ここ、男子用の風呂ですよ？　女子用のは女子寮にあるのでは？」

「そ、そのはずだったのですが……女子寮のお風呂のお湯が出なくなったとのことで、一時的に男子寮のお風呂に行ってくれと言われまして……。いまなら誰も入っていないと聞いたのですが……」

　女子寮の風呂が壊こわれた！　んで、こっちに誰もいないだろうから、入って来いと？

　いやいや、もろに入ってます！　俺が入浴中でした！　情報伝達がおろそかになってますよ、皆さん！

　出ていくかなと思ったのだが──シャワーの音が聞こえてきた。見れば、体を洗いだしているロスヴァイセさんの姿があった！　いいのかよ、俺と一いつ緒しよで!?

「……時間もありませんから、素早く入ってしまおうと思います。あまり、じろじろ見ないでくださいね」

　と、ロスヴァイセさんは恥はずかしそうにしながらもシャワーを浴びていく！

　手早く体を洗い終わったロスヴァイセさんは、そのまま上がるのかなと思ったのだが──ちゃぷんとお湯に入る音が聞こえてきてしまう！

　ちらりと視線を送ると浴よく槽そうの離れた位置にロスヴァイセさんの姿が！

「め、冥めい界かいのお風呂も悪くないですね」

　そう訊きかれたので、

「え、ええ……そうですね」

　俺は上ずった声こわ音ねで返してしまった！

「魔ま法ほうの授業、盛せい況きようでしたね」

「そ、そうですね。人手が足りなくて、私も休めませんでした」

「で、でも、子供たちは皆楽しそうでしたよ？」

「……一人だけ、初歩の魔法が発現できない子がいまして、それが気になってしまいましたが……」

　リレンクスのことか。……うーん、魔ま力りよくと魔法は似ているけど、発動条件は違うからな。コツをつかめないと苦労してしまうとも聞いた。俺も苦手だし。

「…………」

「…………」

　そこからしばし無言タイム！

　……ロスヴァイセさんと二人っきりで入浴なんて、予想もしてなかったから、ドキドキしてしまって会話も続かんわ！

　けど、お互たがいどちらか出るまで無言も気まずいし、いい機会だとも思ったので、はっきりと訊いてしまう。

「ひとつだけ、訊かせてください。どうして、６６６スリーシツクスのことを調べていたんですか？」

　俺の問いに顔を伏ふせながらもロスヴァイセさんは語り出す。

「……イッセーくんもご存じでしょうけれど、６６６トライヘキサは伝承のみで発見に至っていませんでした。けれど、同じ黙もく示し録ろくに記されたグレートレッドは存在します。だから、調べてみたくなったんです。見つけることは到とう底てい無理なことでした。各神話体系の神々でも居場所を特定できなかったのですから、私なんかでは叶かなわぬものです。でも、６６６トライヘキサがどんな存在なのか、それぐらいは知りたくて６６６スリーシツクスや６１６という数字と、それに関連した書物から調べ始めたんです」

　そう、ロスヴァイセさんの言うように６６６トライヘキサは各勢力から「いるかもしれない」程度の認識で存在を捉とらえられていたが、どこにいるのかまでは誰だれも把は握あくできなかった。

　ロスヴァイセさんは苦笑する。

「……答えなんて出なかったんですけどね。……ですが、解答できなかったあの計算、術式の組み方に彼らの欲ほつする答えが隠されていたのかもしれません」




　俺はそれとなくオーフィスにも６６６トライヘキサのことを訊いてみた。黙示録では、グレートレッドに関連する存在だ。グレートレッドを求めるオーフィスなら、何か知っていることがあるかもしれないと思ったからだ。

　けど、龍りゆう神じんさまは、

「我、６６６トライヘキサのこと、よく知らない。会ったこともない」

　首を横に振ふるばかりだった。

　……そうだな。オーフィスがグレートレッドの倒たおし方や６６６トライヘキサの居所を知っていれば、とっくに旧魔ま王おう派や英えい雄ゆう派が聞き出して自分たちの武器にしていただろう。オーフィスは６６６トライヘキサと本当に会ったことがないんだ。

　ロスヴァイセさんはぽつりと漏もらした。

「ねぇ、イッセーくん。もし、私が彼らに利用されそうになったら……私を殺してくれますか？」

　──っ！

　……その告白に俺はショックと共に悲しくなり……怒いかりすらも感じた。

　俺は遠えん慮りよなしにロスヴァイセさんに近づきながら、ぼそりと口にする。

「……何を言っているんですか？」

「……彼らに利用されて、仲間に、世界に迷めい惑わくをかけるぐらいなら、私は死を選びます。私なんかのせいで、皆が死ぬなんて耐たえられませんから……」

　悲ひ哀あいに満ちた表情ながらも──意思も固かたそうな瞳ひとみ。それが逆に俺は……切なくて、許せなかった。

　俺は真っ正面からロスヴァイセさんに言う。

「……んなこと、言わないでくださいよ。私なんかって、死を選ぶとかって、そんなこと！　軽々しく口にしないでくださいよっ！　ロスヴァイセさんが死ぬ必要なんてないです！」

「ですが、私があのユーグリット・ルキフグスに捕とらえられたとしたら、きっと利用されて──」

　ロスヴァイセさんのきれいな銀ぎん髪ぱつを片手ですくったあいつの姿が脳のう裏りを過よぎった。

　途と端たんに俺は奥歯を激しく噛かみ、ロスヴァイセさんに強く宣言する。

「渡わたしません」

　お湯のなかのロスヴァイセさんの手を取り、俺は続ける。

「あいつにあなたを渡しません。あいつがまたロスヴァイセさんの前に来たら、俺が必ず倒します」

「──っ」

　驚おどろきながらも顔を赤くするロスヴァイセさんに気づいて、俺は手を放した！

　お、俺としたことが、全ぜん裸らでなんてことをしているんだ！　迫せまって、「渡しません」だなんて告白めいたことを口にしたぞ！　うわーうわーうわー！　恥ずかしい！

　自分のいましたおこないに小こっ恥ぱずかしくなる！

　ロスヴァイセさんは不安げな表情を若じやつ干かん和やわらげた。

「ありがとう、イッセーくん。でも、私は──」

　言いかけたところで、再び浴室の扉を開く音が聞こえてくる。

「風呂だ、風呂」

「へー、男子の風呂も悪くないかも！」

「誰もいませんか？」

「……イッセー先せん輩ぱいがいて、スケベな視線を送ってきたらとりあえずパンチしたあとに背中を洗ってあげれば問題ありません」

「わ、私がイッセーさまのお背中を洗いますし！」

　教会トリオと小猫ちゃん、レイヴェルが入ってきたーっ！

　彼女たちの視線が一いつ斉せいに俺とロスヴァイセさんを捉える。二人で身を寄せながら、浴槽に入っている──という構図を彼女たちは目にしているだろう。

　五人は驚きよう愕がくしたあと、頬ほおを膨ふくらませて駆かけ込んでくる！

「「「「「私も一緒に入る！」」」」」

　どぼんと勢いよく浴槽に飛び込んできたアーシア、ゼノヴィア、イリナ、小猫ちゃん、レイヴェル！　お風呂場ではお静かにぃぃっ！

　とりあえず、体験入学のお手伝い一日めは、風呂のなかまで忙いそがしかったです！







　LIfe.3　悪意の矛ほこ先さき







　アウロス学園で迎むかえる二日め。

　昨夜はそのまま用意された男子寮りようの一室で寝ねることとなった。まだ設備が完かん璧ぺきではないためか、二段ベッドぐらいしかないのだが、寝る分には特に問題はなかった。

　男子寮に泊とまったのはオカ研、生徒会の男子、男性スタッフだ。男性陣じんは女性陣より人数が少ない。部屋の割わり振りは基本的に二人で一部屋。くじ引きで決めたのだが、うまい具合に木き場ば＋ギャー助すけ、匙さじ＋ルガールさんとなり、俺だけが余った。一人で部屋を使えるぜ！　と喜んだものの、ベッドしかないし、部屋では寝る以外特にやることもなかった。

　そんなわけで俺は部屋で一人寝ていたのだが……朝起きると、確かな重みを両サイドから感じてしまう。

　視線を送れば──右にはレイヴェル！　左にはアーシア！　というダブル金きん髪ぱつ美少女が俺と共に川の字を作っていた！　こ、こんな広くもない二段ベッドの、しかも上側でなぜにこのような状じよう況きようになってますか!?　深夜に何か起こった!?　いや、俺全然気づかなかったんだけど!?

「……うにゅ」

　いまだ眠ねむりの世界にいるレイヴェル。……俺の腕うでを抱だき枕まくらにして、気持ちよさげに寝ていた。

　……右腕から伝わってくる胸と太もものやわらかな感かん触しよく！　俺の体に足まで絡からませて、なんてこったよ！　しかも寝ね間ま着きはワイシャツだけというありがたい状態に！　このワイシャツはサイズが合わなくなった俺のお古だ。レイヴェルが以前に──、

「イッセーさま、サイズが合わなくなったむかしのワイシャツはありますか？」

　と訊くので「あるよ」と答えたら、「よろしければいただけませんか？」なんて言うものだから一枚あげたんだ。そうしたら……こんな反則的な寝間着となって俺の前に復活したのですよ！

　……ワイシャツの下は……パンツのみか！　着き崩くずれた胸元から存在感のある丸い物体がこぼれそうだった。

　対する左側のアーシアちゃんは──最近リアスにもらったという官能的なネグリジェ姿！　アーシアはリアスと朱あけ乃のさんの立ち振る舞まいに尊敬の念を抱いているから、とにかく参考にして生活に活いかそうとしている。エレガントさを学ぶのはいいだろう。お化け粧しようや美意識を高めるのも女性として素晴らしい！

　けど、エロエロなものまでそっくりそのまま活かすのは……。……アリかな！　うん！　エロいアーシアちゃんもアリだよアリ！

「……イッセーさま、朝から泣いてますの？」

　眠ねむ気けまなこをこすりながらレイヴェルが身を起こす。ぶるんとワイシャツの隙すき間まから真っ白いおっぱいが飛び出そうとしているよ！

「お、おはよう、レイヴェル。俺の寝ね床どこにいて驚いたよ」

　乳に視線が行きながらも俺はそう言った。レイヴェルはけだるそうに俺へ寄っかかりながら話す。

「……はい、昨夜、ゼノヴィアさまとイリナさまがアーシアさまを連れて何やら怪あやしげな話をしていたので、気になってあとをつけたのです。そうしたら、男子寮のこの部屋に入ろうとしていました。イッセーさまの寝込みを襲おそうつもりなのだろうとすぐに察しましたわ」

　ゼノヴィアとイリナめ！　俺の寝込みを狙ねらうようになってきたか！　う、うーん、それはそれで一度は体験したいが！　あいつらのその手の襲しゆう来らいはろくなことが起きないんだよな！　強引すぎて俺のほうがたじろぐことばかりだ！　しかし、エロイベントはどんどん来てくださいと願いたい俺もいる！

　しかし、ここで疑問も浮うかぶ。なぜ、レイヴェルがここで寝ているんだろうか？　訝いぶかしげにしていた俺にレイヴェルはかわいく舌をぺろりと出した。

「ゼノヴィアさまとイリナさまと勝負となってしまいまして、勝ったヒトがイッセーさまと寝られるということで……じゃんけんをしたんです。三本先取で私が勝っちゃいました」

　あー、それでレイヴェルがゼノヴィアとイリナを下してここに寝ていたのか……。

「じゃあ、アーシアは？」

　隣となりで寝ているアーシアに視線を向ける俺。レイヴェルが言う。

「はい、アーシアさまももちろん勝負に参加して、私同様勝ってここにいるのですわ」

　勝ち抜ぬけは二人まで、なのね。まあ、両りよう脇わき空いてるけどさ！

　途端にレイヴェルはもじもじしながら申し訳なさそうな表情となる。

「……もしかして、ご迷惑でしたか？……すみません。私もたまには……イッセーさまと一いつ緒しよに居たかったので。マネージャーですし……」

　あ、あああああああっ！　まったく、かわいいマネージャーさんですこと！　寝床にまでついてくるマネージャーというのは、敏びん腕わんかどうかわからないけど、かわいいので問題ないです！

　俺はレイヴェルの頭をなでながら言った。

「今日もよろしくな。俺のマネージャー」

「はい！　もちろんですわ！」

　元気で健けな気げな返事に俺も朝から気合いが入ってしまった。──と、アーシアの寝ね言ごとが聞こえてくる。

「……むにゃ、そのパンツは……イッセーさんにあげますからダメです……食べちゃダメですよ……」

　……もしかして、ファーブニルが夢に出てきている？　ったく、あいつめ、アーシアの夢にまで出るなんてさ！　アーシアの頭をなでてあげると、安心したような表情となった。

　朝から驚いてしまったが、よし、今日も一日がんばろう！







　朝食後、朝のミーティング前（女子寮の食堂に集合した）に俺はアーシア、匙とあることについて話していた。

「……じゃあ、ファーブニルもアルビオンの神器セイクリツド・ギアに潜もぐっちまったのか」

「はい、なんでも歴代白はく龍りゆう皇こうさんの残留思念を説得するのに苦戦しているそうでして、ドライグさんとアルビオンさんが呼んでいるから意識を飛ばして行ってくると昨夜ファーブニルさんが夢に出てきたんです」

　んで、実際起きてから呼んでみてもファーブニルの反応がなかったため、夢ではなく、本当に手伝いに行ってしまったんだと理解したんだな。……あのうなされているようなアーシアは、その夢を見ていたのだろうか？

　匙も困こん惑わくした顔つきで言う。

「……俺んところも夢でヴリトラが現れてさ、『二に天てん龍りゆうから珍めずらしく助勢を頼たのまれたから行ってくる』って告げていきやがった。朝起きてから呼びかけても出てこないから、マジなんだなーって。神器セイクリツド・ギアはいつも通りに使えるみたいだけど、あいつがいないと制せい御ぎよで困る面もあるんだけどよ」

　あー、匙も俺と似たような困りどころがあるみたいだな。俺もドライグがいない今は、各能力の細かな制御が厳きびしいね。特に真『女王クイーン』は影えい響きようが出やすい。現状、駒く王おう学園にはぐれ魔ま法ほう使つかいどもが襲しゆう撃げきしてきたときと同じような状況だ。発現したばかりの『白龍皇のデイバイデイング・妖精達ワイバーン・フエアリー』も発動できない。いい使い方を覚えてきていたところなんだけどなぁ……。しかし、龍王二体が神器セイクリツド・ギアの深しん奥おうにまで赴おもむくことになるなんて、どんだけ『赤せき龍りゆう帝てい被ひ害がい者しやの会』は手て強ごわいのだろうか。……うん、俺が原因となると、途と端たんに申し訳なくなってきてしまうのだが……。ここは伝説のドラゴンたちを信じるしかない。

　俺が匙に訊きく。

「そういや、今日はバアル眷けん属ぞくいないのか？」

「午前だけな。正午過ぎからこっちに参加予定だ」

「何かあるのか？」

　俺が問うと、匙が食堂の窓を指さす。その先の風景には例の空中都市アグレアスが望める。

「ほら、皇帝エンペラーベリアルがあそこで映画の撮さつ影えいするって話あるだろう？　サイラオーグの旦だん那なとそのご眷属は友情出演で撮影に協力するんだってさ。ちなみにアガレス家の次期当主さまもアグレアスにいるそうだ。バアル眷属と共に撮影だと」

　へー、サイラオーグさんたちも王者主演の映画に出るのか。王者とサイラオーグさんってレーティングゲームで繋つながりがあったよな。サイラオーグさんは王者から何度もアドバイスをもらっているそうだし。つーか、シーグヴァイラ・アガレスさんも空中都市にいるのね。この地域に若手四王ルーキーズ・フオーが集結しちゃってんじゃん！

　あと、今日はこの町で例の魔法使いの集会も始まるんだよな。お互たがいの研究についてとか、６６６トライヘキサについてとか、その辺りを話し合うのかね。ロスヴァイセさんのお祖ば母あさんであるゲンドゥルさんも参加するようだし、いったいどんな話し合いになるのやら。

　──と、リアス、朱乃さん、ソーナ会長、真しん羅ら副会長という三年生四人組が食堂に入ってくる。

　シトリー眷属が書類──スケジュール表を皆みんなに配り終わったあとに、ソーナ会長が言う。

「では、二日めの日程を伝えます」

　こうして、二日めのアウロス学園体験入学が始まる！







　オカ研メンバーは散会して各自担当の授業をサポートしていく。ここからは後で聞いた話となるが、ざっと皆の活かつ躍やくを紹しよう介かいする。

　たとえば、ゼノヴィアと木場組。

　グラウンドにて、『騎士ナイト』についての授業（実演込み）に参加していた。

　ゼノヴィアは刀とう剣けんを片手に子供たちへ力説する。

「いいか？　剣は己を表す鏡のようなものだ。自身の迷いがあれば、それが刃やいばにも出てしまう。常に平常心を保って剣を構えなければならない。それとやられる前にやる。特に敵が話しかけてきた瞬しゆん間かんに問答無用で剣をぶつけるんだ！」

　木場は違ちがう側面から『騎士ナイト』を語った。

「でも、力に頼たより切って剣を振ふるうのは危険だからね。『騎士ナイト』は何よりも技能を求められる。そして、特性である『速度』。戦場を誰だれよりも駆かけ回って相手を翻ほん弄ろうする。隙すきを見つけて、的確に突つく」

　対照的な二人の話に子供たちも関心を寄せたようだ。

　イリナが担当したのは、特別講義『天使』について。

　冥めい界かいで天使はレア中のレアだろう。天使など見たこともない子供ばかりだった。

　天使の真っ白な翼つばさと頭上の輪っかは悪あく魔まの子供たちにとって、不思議で新しん鮮せんなもの。

「すっげえ！　本物の天使だ！」

「お父さんが言ってた！　悪い子は天使に連れて行かれちゃうぞって！」

　興きよう味み津しん々しんの子供もいれば、若干怖こわがる子もいる。同盟を結んだとはいえ、まだまだ一いつ般ぱんの悪魔にとって天使は恐きよう怖ふの対象といえた。

　イリナは力強く語る。目をキラキラと輝かがやかせながら。

「そんなことはしないわ！　天使は天に仕つかえる皆の味方なの！　さあ、皆も一緒にお祈いのりしましょう！　アーメン！　さあさあ、手作り自家製パンも配っちゃうわ！　食べると信しん仰こうが深まるの！」

　自じ称しようパン屋天使による布教が始まったので、親おや御ごさんからのＮＧも飛び出してしまい、特別講座『天使』編はなかなかのカオスぶりを見せたとあとで耳にした。

　アーシアは教会で得たエクソシストの知識を主おもに担当し、ギャスパーは吸きゆう血けつ鬼きとして、小こ猫ねこちゃんは妖よう怪かいとしての、それぞれの立場での特別講座をおこなっていた。特にギャスパーは人前のため上がってしまって子供からの質問が届くたびにあわあわしていたそうだ。

　ロスヴァイセさんは引き続き、魔ま法ほうの授業を担当。これも昨日と同様盛せい況きようであった。

　そして肝かん心じんのオカ研部長リアスと副部長朱乃さんは、一番大事な授業ともいえる『王キング』と『女王クイーン』について子供たちに語り聞かせていた。

「眷属の『王キング』と『女王クイーン』の関係はプライベートでも、ゲームでも、とても重要よ。常に傍かたわらについてもらうことで──」

　講師としての講座ではない。まだまだリアスも朱乃さんも若手であり、学ぶことも多い。とてもじゃないが教える立場ではないと謙けん遜そんしていた。ゆえにいち先せん輩ぱいとして、いままで得られた経験、知識を伝えられるだけ伝えるという形で子供たちに語りかけている。

　それでも子供たちにとっては貴重な話となり、皆一様に真しん剣けんに聞き入っていたとのちに聞いた。

　オカ研メンバーは各自散らばって、やれる限りで役目を果たしていた。

　生徒会メンバーも各員それぞれ講師の方のサポートに入っていた。会長や副会長は主に親御さんへの説明会を開いて対応している。

　人手は決して多くはないが、オカ研、生徒会のメンバーで忙いそがしくもやりがいを感じてこなしていった──。







　一方、部員の皆が各担当授業でがんばっている頃ころ、俺もまたマネージャーのレイヴェルと共に用意された教室で「おっぱいドラゴンの質問コーナー」と題したイベントめいたものを開いていた。

　子供たちからの質問にひとつひとつ答えていくというものだ。多くの子が手を挙げ、質問は多た岐きにわたった。

「どうやったら強くなれますか？」という誰しも抱いだく質問から、「どんなおっぱいが好きですか？」というなんとも言えないものまで雨のように質問が降り注いだ。

　ちなみにおっぱいへの質問に俺は「小さくても大きくてもおっぱいです！」と元気よく答えたぜ！　この思い、男の子たちに伝わってほしい！

　一通り質問に答えた俺は、逆に皆に訊いてみる。

「皆はなりたいものがあるのかな？」

　俺がそう訊くと元気よく手を挙げる男の子が一人いた。

「おっぱいドラゴンになりたいです！」

　それを聞いていた周りの子たちが「おっぱいドラゴンはそこにいるし！」とか「僕もなりたい！」とか爆ばく笑しようしながらも嬉き々きとして反応していた。

　他の子も自分の夢を語っていく。

「レーティングゲームのチャンピオンになりたいです！」

「私は魔ま王おう領の研究所で働きたいです！」

「魔王さまの近この衛え兵になりたい！」

　子供たちが口々に夢を語る。……皆、なりたいものがあるんだな。当然だよな。子供なんだから、夢を持って当たり前なんだ。そこに人間も悪魔も関係ない──。

「僕はここの生徒になりたいです」

　それを聞いた子供たちが「僕も！」「私も！」と同調していく。

　そうだよな、それがいま一番この子たちが望むものに違いない。どんなに夢を語っても、どんなに目標を掲かかげても、それを叶かなえるための勉学の場がなければ可能性に近づけない。

　この子たちはまだ可能性に触ふれ始めただけ。夢や目標の実現には乗のり越こえなければならない試練と、学ばなければならない課題がある。

　願わくは、この子たちが全員この学校に通かよえますように──。神さまなんていないけどさ、ついそう願いたくなるよ。この子たちの真剣で真っ直ぐな瞳ひとみを見ていると、心底そう思いたくなる。

　俺がここでできるのは……少しでも彼らの夢のため、目標のため、やる気をみなぎらせること。この学校に少しでも通いたいなって思わせることだ。

「よーし、人間界での悪魔の仕事について語らせてもらうぜ。こう見えても俺は毎日のようにいろんなお客さんに出会っているんだ」

　俺が胸を張って悪魔稼か業ぎようの話をしようとすると、子供たちも「人間界でのお仕事気になります！」「魂たましいを対価にするヒトはいるんですか？」と食いつきも上々だった。この子たちにとって、人間界での悪魔の仕事も大切な知識となるだろう。まあ、これ専用の授業もあるけど、俺の小話として聞いてもらえれば幸いかな。それに誰かの眷けん属ぞく悪魔になれば、その分だけ人間界で駆け回る可能性も高まる。

　なかには特とく殊しゆな事情を持って冥界で活動している悪魔（このケースだとタンニーンのおっさんなど）もいるけど、大たい概がいは眷属となれば人間界に赴くだろう。

　よっしゃ、契けい約やくまでの流れとおもしろエピソードを交まじえて話そうではないか。ミルたんの話がいいか、それとも森もり沢さわさんの話がいいか、脳内で巡めぐらせていたときだった。

　その瞬間──。

　全身に気味の悪い寒さむ気けが走り、第六感を静かに刺し激げきする感覚が襲おそう。

　妙みような感覚に捕とらわれた直後、冥界特有の紫むらさき色いろの空が──白く塗ぬり替かえられていく怪かい現象が巻き起こる。……なんだ、何が起こった!?

　突とつ然ぜんのことに、学内にいたすべての者が空を見上げてこの現象を目まの当たりにしていく。

　しだいに空の紫色が消え失せていき、頭上はすべて真っ白と成り果てた。

　……なんだよ、これ。何かのイベント……なわけないよな。んな情報を事前に聞いてはいない。魔ま法ほう使つかいの集会に合わせた何か？　いや、それだって事前情報があってしかるべきだろう。アグレアスでの映画撮さつ影えいでこんな特殊な演出をかもし出した？　規模が大きすぎるし、それをやるにもやはり断りの連れん絡らくがあるはずだ。

　突然の出来事に皆もざわつきだしていた。

　……考えられることといえば、ひとつ。

　……トライヘキサについて研究をする魔法使いが集まる町がここにあって、彼らは拉ら致ちされる可能性が高かった。その拉致をおこなう相手は──。

　思し慮りよする俺の耳に校内放送が届いてくる。

『グラウンドにいる体験入学生、父兄の方、講師、スタッフの皆みなさんは速すみやかに校内に入ってください。繰くり返します。グラウンドにいる体験入学生、父兄の方、講師、スタッフの皆さんは──』

　緊きん急きゆう放送が流れ出し、俺とレイヴェルは嫌いやな予感がして仕方がなかった。




　オカ研、生徒会のメンバーが職員室に集つどう。不安視する父兄と子供たちは体育館に集合してもらっていた。皆を落ち着かせるため、真羅副会長主導のもとスタッフ総動員で情報の収集に当たっていた。

　リアスが連絡用魔ま方ほう陣じんを展開しつつ、首を横に振った。

「……ダメね。外に連絡がつかないわ」

　転移型魔方陣を床ゆかに描えがいていた朱乃さんも息を吐はいた。

「こちらもダメですわ。遠くへジャンプできません」

　マジかよ。外への連絡と、転移もできないなんて……。これに似ているケースに何度か遭そう遇ぐうしたな。一度めは京都の渡と月げつ橋きよう。二度めは中級悪あく魔ま昇しよう格かく試験後。どちらも霧きりが現れて、気づいたら別の空間に移されていた。今回霧は出ていないが、空間ごと術を仕し掛かけられたケースにそっくりだった。

　猫ねこ耳みみの小猫ちゃんが言う。

「……周囲の気を探りましたが、草も木も作り物ではありません。本物です」

　……となると、丸ごと作りだした偽にせ物ものの空間に転移させられたというわけではないのか？

　ソーナ会長が連絡用魔方陣を出しながら言った。

「アグレアスと町の集会場には繋つながりました。映像を出します」

　すると、職員室内に立体映像がふたつ浮うかび上がる。ひとつはアグレアスにいるサイラオーグさん、もうひとつは町の集会場にいるゲンドゥルさんだった。

　映像のサイラオーグさんが開口一番に言う。

『これはどうなっている？』

　その疑問にゲンドゥルさんが答える。

『この地域一帯丸ごと、敵対勢力の結界に覆おおわれたと考えていいでしょう。いま、総動員で各おの々おの使し役えきしている生物に結界の規模を確認させていますが、どうやらこの町とアグレアスを楕だ円えん形にすっぽり覆っている可能性が高いと報告を受けています』

　……この地域丸ごとかよ！　超ちよう大規模な包囲だな……。

　ゲンドゥルさんが続ける。

『それに加えて、私たち術者は魔法の大半を封ふうじられてしまっています。この通り』

　額を見せるゲンドゥルさん。禍まが々まがしい輝きを放つ魔方陣が、額に描かれていた。……魔法を封ふう印いん？　いったい誰だれがそんなことを……？　疑問は深まるばかりだ。

　気になったので、俺は手元に魔ま力りよくを集めさせる。……オーラは集まるぞ。隣となりでも自身の魔力を確認する生徒会の面々。イリナも天使の力が発現できるか確認していたが、問題なくできていた。……悪魔と天使は力を使えるってことか。

　ついでに神器セイクリツド・ギアと人工神器セイクリツド・ギアも出せるか、確認したが、こちらも不具合はなし。

「私は魔法を使えますね」

　ロスヴァイセさんも封印はされていなかった。それを見て、ゲンドゥルさんがつぶやく。

『どうやら、この集会場にいる魔法使い限定で封印をされたのでしょう。まるで気配を感じさせないとは……おそろしい者がいたものです』

　集会に集っていた魔法使い限定で封印とか……。明らかに狙ねらったってことだよな。

「こんな大規模で大だい胆たんなことができる者が敵にいるっていうのかよ……」

　匙が顔を引きつらせながらそう漏もらす。

　会長がメガネをくいっとあげながらつぶやく。

「……可能性はあります」

　ゲンドゥルさんも思い当たったようで静かに口にした。

『──ええ、いますよ。千以上もの魔法を操ったという伝説の邪龍──「魔源のデイアボリズム・禁龍サウザンド・ドラゴン」アジ・ダハーカ。かの邪龍ならば、魔法使いを封じる術も知っているでしょう』

　──っ！

　全員、ゲンドゥルさんのその言葉に絶句した。……伝説の邪龍の名前が出てきたからだ。その邪龍は復活したという報告を受けている。現にヴァーリが襲しゆう撃げきされたっていうからな。

　邪龍アジ・ダハーカを復活させたのは新生『禍の団カオス・ブリゲード』──クリフォトだ。聖せい杯はいの力で邪龍を復活させ、量産型の邪龍まで作りだしている悪あつ鬼きの集団……。

　この白い空も、ゲンドゥルさんたち魔法使いの封印も、そのアジ・ダハーカがやったっていうのか。

「しかし、規模があまりに……。いくら伝説の邪龍だろうと、名だたる魔法使い達と共に広大な土地を丸ごと封じるなんて……」

　イリナがそう疑問を口にする。確かに土地だけならまだしも、プラス強力な魔法使いたちもすべて封印となると、強化された邪龍の仕し業わざだとしても想像を逸いつ脱だつしている部分がありすぎる。

　会長は俺のほうに視線を向けながら言う。

「もし、その術の効果を増大できたとしたら、話は変わります」

　ふいに奴やつ──ユーグリットの顔が脳のう裏りを過よぎる。

「──レプリカのブーステッド・ギアか」

　俺がそう口にした。……ブーステッド・ギアで増大した力を伝説の邪龍に譲じよう渡とすれば……能力の範はん囲いが拡大して当然だ。

　ゲンドゥルさんが息を吐く。

『この一帯丸ごと囲う結界と、ここにいる魔法使いすべての術を縛しばる外げ法ほう、どちらも増大させて発動したんでしょうね。レプリカとはいえ、相変わらず常じよう軌きを逸した力を発揮しますね、神滅具ロンギヌスというのは』

　……まったくだ。あの野や郎ろう、レプリカの力を思う存分に悪用してくれてんじゃねぇか。赤せき龍りゆう帝ていの能力を無断で使用されているようで無む性しように腹が立つ。あいつへの怒いかりが増すばかりだぜ……っ！

　…………いや、待てよ。それができるなら、反対のこともできるはずだ！

　俺が提案する。

「なら、逆のことをしましょう！　俺がブーステッド・ギアを使って解かい呪じゆ法を増大させます！」

　しかし、会長は首を横に振ふった。

「そうくるのはあちらも想定済みでしょう。たぶん、カウンターの術式も用意させていると見るべきです。……下へ手たにこの状じよう況きようを打破しようとすると、大惨さん事じもあり得ます」

　……相手はそこまで想定している、か。確かにあり得る。あのユーグリットって男は、ブーステッド・ギアのメリット、デメリットを把は握あくしきってそうだ。俺がやろうとしていることに対して先んじて策を用意してるだろう。

「連続でそのようなことをされたらたまりませんね」

　朱乃さんが不安げな口調で言った。会長が答える。

「そう何度も使える代しろ物ものではないでしょう。純正の神器セイクリツド・ギアではありませんし、報告を受けた限りでは使用にも膨ぼう大だいなコストがかかるようですから。ただ、この結果から察するに、アジ・ダハーカがおこなった魔法の組み立ては、繊せん細さいな術式だったはずです。それを増大させるにしても、精密な調整が必要です。譲渡する力が小さくても大きくても術が暴発する恐おそれがあるからです。……ユーグリット・ルキフグスはレプリカの、ブーステッド・ギアの操り方に長たけているとしか思えません」

　……レプリカの使い手がオリジナルの使い手を上回る。宿やど主ぬしの素すのスペックに差がある証しよう拠こか。強力な武器があっても、それを使いこなす者も強つわ者ものじゃないと、真の特性は引き出せない。

　伏ふし目がちの俺に会長が微笑ほほえむ。

「決してイッセーくんが劣おとっていると言っているわけではありませんよ？　あなたも十分なほどに神器セイクリツド・ギアに関しては異才です。……ただ、相手は鬼き才さいなのでしょう。ルシファーの右みぎ腕うで、ルキフグスの名は伊だ達てではないということです」

　ええ、わかってますよ。相手はあのグレイフィアさんの弟なんだ。腐くさっても、最強の『女王クイーン』の弟。強くて当然だ。

「まずは相手の狙いを探るべきね」

　リアスがそう言う。ゲンドゥルさんが自身の胸に手を添そえた。

『……ひとつは私たち、でしょうね。６６６スリーシツクスに関する研究をしていた術者たち。彼らの狙いは私たちにあります。しかし、彼らはあのアグレアスまで結界で覆った。意図があるのでしょう』

　空中都市アグレアス。そう、この町とアグレアスをあえて楕円形の結界で覆った。魔法使いのいるこの町を狙うのなら、円形にしてここだけに結界を組めばいい。アグレアスまで囲ったのには理由があるのだろう。

「──旧魔ま王おう時代の技術」

　レイヴェルがぼそりとつぶやく。会長もうなずいた。

「あのアグレアスには、旧魔王時代の技術が使われています。いまだ解明できていない部分があり、アジュカ・ベルゼブブさまの研究機関が島の深部を調査中です。前ルシファーの息子むすこであるリゼヴィム・リヴァン・ルシファーはあの島にある何かを狙っているのかもしれません」

　そういや、そんな説明を、バアル戦に向かう前に先生からそれとなく聞いた覚えがある。

　旧魔王時代の技術……。リゼヴィムは旧魔王の息子だ。その時代の技術について、興味を抱いだいてもおかしくないってことか。

　ゲンドゥルさんがあごに手をやり考え込む。

『旧魔王時代の遺産──あるいは兵器の類たぐいでしょうか。それもおそらく６６６スリーシツクスに繋がるのかもしれません』

「または異世界へ行ける術のひとつかもしれない」

　リアスがそう続けたところで、皆みんなが一度無言になってしまった。

　……あの空中都市にそんな大それた秘密があるのだろうか。まあ、浮いていて、そこに都市があるってのはそれだけで技術の塊かたまりのように思える。冥めい界かいをぶっ壊こわせるだけの超絶破は壊かい兵器が眠ねむっているとかいうオチだけはカンベン願いたいところだが。

「これだけ広大な結界を張ったんですから、結界外にいる誰かが異常を察しているのでは？」

　俺の質問だった。アグレアスといういち都市部と連れん絡らくが取れなくなったら、不ふ審しんに思ってアガレス領の兵隊が動いてもおかしくないだろう。クリフォトのおこないだとわかれば、『Ｄ×Ｄ』の他のメンバーや冥界の実力者が救助に乗り出してくれるはずだ。

　ソーナ会長が眉み間けんにしわを寄せる。

「……こんな大規模な行動を起こせば、そういうことになるのも想定済みでしょう。おそらく、外の者たちには気づかれぬよう時間と空間を歪ゆがめて外と遮しや断だんさせている可能性があります」

　リアスが続く。

「……時空を歪める。こちらの一時間が結界の外だと一分だった……魔法の事案に関してよく聞く話だけれど、高度な術者が念入りな下準備を整えてようやく実現できるレベルだわ。……ブーステッド・ギアと禁術使いの邪龍が組むとここまで厄やつ介かいな行動ができるようになるのね」

『だとしても、ここまで大規模な術は確実に身を削けずりますね。ドラゴンだろうと、命が代価になってもおかしくありません』

　ゲンドゥルさんがそう言うが……。聖杯、だよな。あれがあるから、邪龍は無茶ができる。身を滅ほろぼそうと聖杯で再生すればいいわけだから──。……ギャー助じゃないが、聖杯の奪だつ取しゆは本当に重要だ。あれがある限り、奴らはこんな無茶苦茶なことまでできるようになる！

　……時間と空間を操作するなんて、こんなことをされたんじゃ、今後の対策が難しくなるじゃねぇかっ！

　困こん惑わくする俺にリアスが言う。

「英えい雄ゆう派による魔ま獣じゆう騒そう動どう以降、冥界の重要な機関、場所には、時間、空間に関する魔法、魔ま力りよくテロを未然に防ぐ防ぼう壁へき術式が組まれて設置してあるの。たとえば、魔王領の首都リリスやグレモリー領の主要都市にも設置されたわ。むろん、私たちが住む駒王学園周辺一帯も強固な防壁が幾いく重えにも張はり巡めぐらされている。特に一度侵しん入にゆうされているから、さらに厚く張られたわ。けれど──」

　リアスがソーナ会長のほうに視線を向ける。会長もうなずいていた。

「ええ、アグレアスとここにはまだその防壁を設置していませんでした。アグレアスは予定が何度も延期を重ねていたそうです。あそこはレーティングゲームの聖地のひとつで娯ご楽らく施し設せつもあり、観光都市でもあります。防壁を張るのに一部の機能を一度落とさないといけません。それがネックとなり、都市の一部機関が渋しぶって防壁術式の設置に遅おくれが出ていたのです。……今回、それが裏目に出ましたね。アグレアスはアガレス領の重要な資金源のひとつ。その判断について、アグレアスの観光委員会と防壁を張りたい軍部の間で板いた挟ばさみになっていた現大公が今回の事件をお聞きになったら……お体を壊しそうです」

　……娯楽設備を優先して、防壁設置が遅れたって……っ！　いや、領土にはそれぞれの領土のやり方があるし、大公も頭を悩なやまされたに違ちがいない。ただでさえ、各魔王の派は閥ばつと、血筋優先の大王派との板挟みなのに……。中間管理職、胃を壊しそうだ……。

　ソーナ会長が考え込むようにあごに手をやる。

「……アグレアスが防壁を張る前であり、その近きん郊こうにある町では、彼らが求める魔ま法ほう使つかいたちが集会を開いていた。アグレアスとこの町だけを囲う結界……。偶ぐう然ぜんでは片付けられない。……裏がありそうで怖こわいですね」

　会長、何かを疑い始めているな。アザゼル先生がいないいまだからこそ、会長がいてくれて本当に幸運だった。

　目的を話し合う職員室に駆かけ込んでくるスタッフがいた。扉とびらを勢いよく開け、息を切らしていた。

「……どうかしたの？」

　リアスが怪け訝げんに思いながら訊きく。

　スタッフは息を整えたのちに、人差し指を上にさして答えた。

「──上空に映像が」







　俺たちは一いつ斉せいに校庭に飛び出した。

　見上げると──そこには花畑の爽さわやかな映像が空一面に広がっており、悪あく魔ま文字で『しばしお待ちください』と記されてあった。ただならぬ気配を感じて、皆が構えるなかで、空からふざけた口調の声が聞こえてくる。

『え？　もう放送始まってんの？　マジで？　ちょっと待ってよ～。おじさん、まだお弁当全部食べてないって。いいから、出ろって？　わかったわかった』

　……聞き覚えのある声だ。この軽いノリから言って、一人しか思い当たらない。俺以外のグレモリー眷けん属ぞくも声を聞いて得心したのか、憎にく々にくしげな視線を空に向けていた。

　爽やかな映像から移り変わり、銀ぎん髪ぱつの中年男性が空一面に映し出される。

　──リゼヴィム・リヴァン・ルシファーっ！

　奴やつはウインクしながら話し始めやがった。

『んちゃ♪　うひゃひゃひゃひゃひゃひゃっ！　皆のアイドル、リゼヴィムおじさんです☆　皆、はじめまして、あるいはお久しぶり！　なんだか、大変なことになっちゃっているだろうけど、説明なしではなんだから俺が直じき々じきに説明してあげようかなって思ったしだいです！　ほら、敵方が説明するのがこういうのってお約束でしょ？　こちらが不利になっても種明かしをするのがお約束じゃん？』

　相変わらず、かんに障さわるおっさんだ。口調からして鳥とり肌はだが立つほど嫌けん悪おを覚える。

『なんとなーくわかっているんだろうけど、実は、僕たち、その辺一帯丸ごと、結界で包囲しちゃいました！　いやー、いきなりのドッキリで申し訳ない！』

　そう言う割には罪悪感なんて微み塵じんも感じさせず、ただただ邪じや悪あくな笑みを浮うかべるだけだ。

『やってくれたのは俺たちの協力者、邪じや龍りゆう軍団のラードゥンさん！　初代英雄ヘラクレスにぶっ殺されちゃった黄金の果実の守り手さんだ！』

　奴の背後に巨きよ大だいな生物が見える。……ドラゴンの形をした樹木……いや、木のドラゴンなのか？　邪悪なオーラを滲にじませる邪龍ラードゥン。……伝説の邪龍をぽんぽん蘇よみがえらせやがって……。まだ一いつ匹ぴきとて打だ倒とうしてないってのによっ！

『まあ、例のごとく、俺たちのキーアイテム、「せい☆はい」で再生怪かい獣じゆうのように大復活させちゃったわけなんだけど、彼の持つ強力な守護防壁、結界の類は健在でねぇ。いやはや、ユーグリットくんのレプリカ神滅具ロンギヌスも手伝って領土ひとつ覆おおっちゃいましたよ！　神滅具ロンギヌスの力ってすげーっ！』

　リゼヴィムの傍かたわらに立つユーグリットの姿が映像に映り込む。その手には聖せい杯はいが握にぎられていた。

「…………ッッ」

　俺の近くでギャスパーが双そう眸ぼうを危険なほど輝かがやかせて奥歯を激しく噛かんでいた。いまのこいつにとって、この映像は耐たえがたいものだろうな。

『そして、その町にいる諸君！　そこも結界で包囲したあげくに名だたる魔法使いの皆の魔法力も封ふうじてしまいました。封じたのは、邪龍中の邪龍！　千の魔法を操るアジ・ダハーカさん！　こちらの方法もお見事！　もちろん、レプリカのブーステッド・ギアで強化済みです！』

　リゼヴィムの背後にもう一体の巨大なドラゴンが現れる。三つ首のドラゴン。……映像越ごしでも禍まが々まがしい濃のう密みつなオーラがうかがえる。……話じゃ、あのクロウ・クルワッハと同格と称されたんだろう？　ヴァーリチームの攻こう撃げきを受けて血だらけになっても向かってきたと聞いている。……正直、まともに相手をしたくないドラゴンだ。

　リゼヴィムは嬉き々きとして続ける。

『なお、外界から完全に時間ごと隔かく絶ぜつされているから、外にいる者たちには、気づかれてないよん。邪龍と神滅具ロンギヌスの組み合わせってすげーっ！』

　奴は一ひと際きわ耳みみ障ざわりな笑いをあげたあと、肩かたをすくめた。

『なーんで、こんなことしたかって？　理由は、簡単♪　そこに集まる魔法使いの皆が俺たちに協力してくれないなら、邪じや魔まになりそうだし、まとめて吹ふっ飛ばしちゃおうってね！』

　拉ら致ちできないなら、全部ぶっ潰つぶすってか。やり方が強引というよりもガキの思考そのものじゃねぇか！

『あと、アグレアスの技術もちょいと盗ぬすませてもらえると助かります！　だって、僕のパパたちが作りだしたものだもーん。本来、息子むすこの俺が相続してもいいものだと思わない？　ねぇ、思わない？』

　リゼヴィムが愉ゆ快かいそうに目を細めながら、俺たちに指を突つきつけてきた。

『うひゃひゃひゃひゃ、そこに俺たちの打倒を企くわだてて結成したっていう「Ｄ×Ｄ」の皆がいるんだろう？　何、事前情報ぐらいは得てるぜ。おもしろいから、勝負といこうぜ？　量産型邪龍の大群と、伝説の邪龍さまがそちらと──あの空中都市に向かう。──蹂じゆう躙りんするためだ。それを止めてみろよ。ねぇ、止めてみてくれって』

　指を鳴らすリゼヴィム。刹せつ那な、町を囲うように紫むらさき色いろの巨大な火柱が無数に天高く立ち上る！

　なんだ、あれ!?　なんで火柱がたくさん出現するんだよ!?

「──紫し炎えんですか。厄介な者が絡からんできましたね」

　聞き覚えのある声が聞こえたので、振ふり返ると──ゲンドゥルさんの姿があった。集会場からここに移動してきたようだ。ゲンドゥルさんが忌いま々いましそうに紫色の巨大な火柱を見上げていた。その火柱が──十字をかたどった。

「……これは、『紫炎祭主による磔台インシネレート・アンセム』っ！」

　リアスが火柱を見上げながらそう叫さけんだ。

　……『紫炎祭主による磔台インシネレート・アンセム』っ！　はぐれ魔法使いの集団『魔女の夜ヘクセン・ナハト』に所属するっていう神滅具ロンギヌス所有者かっ！

　ゲンドゥルさんが言う。

「町を囲うように火柱が立っていますね。あれは聖遺物レリツクのひとつです。触ふれれば悪魔は必滅を免まぬがれず、魔ま術じゆつ師しでも灰にされてしまうでしょう。……彼女が『禍の団カオス・ブリゲード』に協力しているとは耳にしていましたが、まさか、本人がここに来ているとは……」

　じゃあ、邪龍にプラスして、神滅具ロンギヌス所有者も今回のテロに参加ってことか！

　リゼヴィムが楽しそうに手を振る。

『てなわけで、踏ふん張ばってくれよ！　三時間後、行動開始だっ！　うひゃひゃひゃひゃひゃひゃっ！』

　映像はそこで終わる──。

　……最悪の展開となってきやがった……ッッ！　俺たちは、すぐに対応するために動き始めた。ふと背後を振り返る。

　アウロス学園がそこにあった。

　……子供たちの笑顔が浮かび上がる。夢を語った子供たち、目標を得た子供たち、あそこでいろんなものをこれから学んで……。はじまってもいないのに、あんなクソ野や郎ろうどもに襲おそわれてたまるかよ……っ！

　……ふざけんな、この学校を……壊こわさせてなるものかっ！




　　　　─○●○─




　すぐに行動を始めた俺たち。

　まず、オカ研、生徒会メンバーでこの学校にいる子供たち、父兄、講師たちを臨時の避ひ難なん場所に誘ゆう導どうする。避難場所は──学校の地下だ。万が一、こういうことが起こるかもしれないと想定していたソーナ会長が、地下深くに強固な造りのシェルターを用意していた。

　本当、ソーナ会長の準備の良さには皆みんなも舌を巻いた。収容施し設せつには空きが十分なために、町の住民たちにも事情を話して、そこに避難してもらうことになった。

　現在、学内にいる学園関係者総動員で人々を誘導している。

『そうか、すでに避難は始まっているのだな』

　サイラオーグさんがリアス宛あてに連れん絡らく用魔ま方ほう陣じんを飛ばしてきて、俺とリアスが対応していた。若干、映像が乱れているのは紫炎の十じゆう字じ架かが出現した影響だろうか。

　リアスが言う。

「ええ、そう広い町でもないし、住民もさほど多くもない。三時間あれば学校の地下シェルターへの誘導も行き届くわ」

『町からの脱だつ出しゆつはどうだ？』

　サイラオーグさんの問いにリアスは首を横に振る。

「まず、この一帯を囲う遮しや断だんの結界とは別にこの町も丸ごと障しよう壁へきを張られているわ。さらにあの紫炎の十字架も囲んでいるんだもの。脱出を試みたのだけれど、障壁と十字架の二重シールドを一いつ瞬しゆんだけ吹き飛ばせただけですぐに修復してしまったわ」

　試したのはゼノヴィアとロスヴァイセさんだ。エクス・デュランダルによる砲ほう撃げきと、ロスヴァイセさんによる攻こう撃げき魔ま法ほうあるいは解かい呪じゆ術式でこの町を囲う障壁と炎ほのおの十字架にアタックしてみたのだが、破は壊かいはできるがすぐに元に戻もどってしまい、脱出の隙すきは見つからなかった。せめて、十秒でも止とどめておくことができれば、住民を外に連れ出すことも叶かなうのだが……。

　ゼノヴィアは地面を掘ほって障壁の外に出ようとしたが……炎の十字架は地下にまで伸びていたそうだ。

　つまり、脱出に関しては現状手て詰づまり。魔法使いの皆みなさんが魔法の大部分を封じられたのが痛かった。封じられていなければ、転移魔法の重ねがけで大規模結界はともかく、町の外までは一気に出られただろう。

　──が、準備はしている。封ふう印いんされていない術式を応用して、集会に集つどった魔法使い全員が学校地下シェルターで新しい公式での転移型魔法を作り出すという離はなれ業わざを実行中だ！　あそこにいる魔法使いの皆さんはその筋では高名な方かたばかり。だからこそ、可能なぶっ飛んだ方法だ。

　住民、子供たちを町の外に転移させる魔法は、数時間あれば構築しきれるそうなので、俺たちの戦いは術式が完成するまでの間となる。完成するまで、襲しゆう来らいしてくるという邪龍どもから町を守ればいい。

　サイラオーグさんが息を吐はく。

『こちらもだ。アグレアスを囲う障壁を破壊はできるのだが、瞬時に修復してしまう。これでは都市にいる者たちを運び出すことも叶わない。それに──すでに邪龍に囲まれているようだしな』

　サイラオーグさんがひとつの映像を展開してくれた。

　──っ！　その光景に俺とリアスは絶句した。

　空一面が黒く覆われている。漆しつ黒こくが、空中都市を囲んでいるんだ。

　その黒は……量産型の邪龍の群れっ！……百や二百じゃきかない数が、そこにあった。

　……邪龍の中心にいるのは一ひと際きわ邪悪なオーラを放つ、三つ首のドラゴン。六枚の大きな翼つばさを羽ばたかせてアグレアスの眼前に待機していた。……黒光りする鱗うろこは時折紫色の発光現象を起こし、量産型邪龍の大群のなかでも目を引いた。

　……アグレアスには、アジ・ダハーカが向かったのか。ヴァーリチームでも苦戦した相手だ。……まともにやり合うべきではない相手なのは確かだろう。

『こちらには、俺たちバアル眷けん属ぞくとシーグヴァイラ・アガレスとその眷属、それにディハウザーさまのチームも滞たい在ざいしている。ただではやられんさ』

　あっちにはサイラオーグさんチーム、アガレスチーム、皇帝エンペラーベリアルチームがいる。こっちよりも戦力としては上だろうな。

『特にシーグヴァイラは大公の臨時代行となってアグレアスで各種指揮を執とっている。彼女は有能だよ。頭の固い委員会の年寄りたちと市長を説とき伏ふせて都市機能の実権を握ったのだからな』

　アガレスの次期当主さんか。初見の印象が、かなり怖こわかったからか、いまだに厳きびしそうなイメージを抱いだいている。

「……こういうときに結成した『Ｄ×Ｄ』なのに、私たちしか参加できないのは悔くやしいわね」

　悔しそうに顔を伏せるリアスにサイラオーグさんは強気な笑みを見せる。

『違ちがうな、リアス。──俺たちがいた。いなかったよりは遥はるかにマシだ』

　そうだ。俺たちがいなければ、ここはもっと酷ひどい状じよう況きようになっていたはずなんだ。

　サイラオーグさんが俺を真っ正面に捉とらえて言う。

『兵ひよう藤どう一いつ誠せい、正念場だ。俺たちは、アグレアスを、その町を、そこにいる子供たちを、皆を助けねばならん』

「……サイラオーグさん、あの子たちはあいつらの思想とか６６６トライヘキサなんかと関係ありませんよね？」

『ああ』

「ただ、夢を抱いてここに来ただけですよね？」

『ああ』

「──『Ｄ×Ｄ』はあの子たちを守るために死力を尽つくすべきですよね？」

『ああ、当然だ。冥めい界かいの希望を守ることが、「Ｄ×Ｄ」を結成した俺たちの役目だ。誰だれ一人とて子供たちを死なすわけにはいかない。そして、奴やつらを誰一人とて許すわけにはいかない。向かってくるものはすべてなぎ倒たおすぞ。それが力を持った俺たちの宿命だッ！』

　……心の底からぐっときてしまった。ちくしょう。うれしいよ。

　組んでよかった──。チーム『Ｄ×Ｄ』を組んで本当によかった。戦うのが俺たち以外にもいるってことが、こんなにも心強いなんてさっ！

『こちらが片付いたら、必ず駆かけつける。だから、絶対に持ち堪こたえてくれ』

「はいっ！　俺たちも脱出が成功したら、必ずそちらに向かいます！」

　戦いは──刻々と迫せまっていた。







　防衛戦となる戦せん闘とう前に最終ミーティングをおこなうため、避難場所の地下シェルターに設もうけられた作戦会議室に向かう俺とリアス。

　廊ろう下かを進むなかで、長いすに座る男女を視界に映す。おそらく、子供たちの親おや御ごさんだろう。……女性のほうは、以前どこかで見かけたように思えた。

　男性がリアスを見かけるなり、歩み寄って訊きいてくる。

「……あ、あの。……リアス姫ひめさま、この学校はどうなってしまうんでしょうか……」

　不安げな表情と声こわ音ね。リアスが微笑ほほえみながら言った。

「問題ないわ。このシェルターの造りは強固だし、テロリストの攻こう撃げきが来ても保もつでしょう。その間に転移の魔方陣も完成するでしょうから、この町から無事脱出できるわよ」

　それを聞き、幾いく分ぶんか不安な表情を和やわらげる夫婦。

　男性が、思いを吐と露ろする。

「……息子が……笑ったんです。生まれつき魔ま力りよくに恵めぐまれなかったからか、息子は他者から疎うとまれて生きてきました。それでも……百年以上かけてようやく生まれた我が子なんです。強く生きてほしいとただひたすらに支えて育ててきました」

　──っ。

　……サイラオーグさんと同じ境きよう遇ぐうか。

　男性は続ける。

「ですが、同世代の子供たちは皆、当たり前のように魔力を扱あつかえるわけですから……。他の子供たちと自分が違うと気づいたときからあの子からは笑顔が消えました……。けど、ここに来て、息子が……笑ってくれたんです。こんなことはおっぱいドラゴンを知ったとき以来です」

　夫婦が──涙なみだ交まじりにそう告白してくれた。

　……魔力に恵まれなかった子を持つ親。きっと、俺なんかが想像なんてできないほどの苦く悩のうを抱いて生活してきたのだろう。この学校はこの両親の希望になろうとしている。

　こちらへ駆け寄る気配がするので、振ふり返ると──子供とロスヴァイセさんの姿があった。

　子供は──リレンクスだ。リレンクスは両親の胸に飛び込み明るい声音で発する。

「お父さん！　お母さん！　見て見て！」

　リレンクスがその場で手を前に突つき出して、力む。すると、手のひらからかすかな火が一瞬だけ現れた。

　リレンクスはそれを揚よう々ようと両親に報告した。

「火の魔ま法ほうだよ！　ほら、火が使える！」

　男性──お父さんはしばし驚いたあと、笑みを浮うかべつつ息子を抱いた。

「……あ、ああ、よくやったな」

　お父さんの目からとめどなく溢あふれる涙。後方でお母さんも嗚お咽えつを漏もらしていた。

　きっと、その光景はいままでこの親子が見たくても見られなかったものだ。普ふ通つうの悪あく魔まの親子が当たり前のように持ち得たもの。そこに届かなかったひとつの家族。いま、ようやっと『普通』の光景に行き着いたに違いない。子供が成長できた姿に両親は溢れてくるものを抑おさえきれなかったのだろう。

　俺はリレンクスに言う。

「名前は確か、リレンクス。以前、ショーにも来てくれたな」

「うん！　あのときはありがとうございました！」

　お母さんはビックリしていた。

「覚えていてくれたのですね」

　リレンクスが駆け寄ってすぐに思い出したさ。あのとき、ショーに来たお母さんだと。

「ほら、おっぱいドラゴンは僕のこと忘れてなかったでしょ！」

　自じ慢まんげに言う息子にお母さんも「そうね」と小さく笑っていた。

　リアスがリレンクスに問う。

「この学校はおもしろい？」

「うん！　ねえ、僕も強くなれるかな？」

　俺たちに訊いてくるリレンクス。ロスヴァイセさんが頭をなでながら言った。

「きっと、私よりも強くなれます。その歳で諦あきらめずに何度もチャレンジするなんてとてもとてもすごいことなんですから。だから、何があっても自分を信じなければダメですよ？」

「はいっ！　ロスヴァイセ先生っ！」

　元気よく返事をするリレンクス。両親は我が子と手を繋つなぎ、待機場所に戻っていく。

　見送ったあと、俺たち三人は作戦会議室まで共に歩く。

　歩を進めながらロスヴァイセさんが言った。

「……ずっと、彼は練習していたそうです。お父さんとお母さんがこれ以上泣かないように強くなりたいとずっと練習していたと言っていました」

　……あの子も両親を想っている。子供ながらに父母のために強くなりたいと思ったのだろう。

　ロスヴァイセさんが微笑を浮かべた。

「……どのような魔法でも必ず術者と他の誰だれかの役に立ち、この世に意味のない魔法なんてない、か」

　それは──ゲンドゥルさん、ロスヴァイセさんのお祖ば母あさんが魔法の講義で子供たちに語っていたことだった。ロスヴァイセさんはそれを口に出して反はん芻すうしたあと、小さく笑った。

「幼少時、繰くり返し祖母から聞いてきたこの言葉。理解できていたようで、理解できていなかったのかもしれません。……でも、いまならなんとなく祖母の言葉の真意をわかったような気がします」

　心なしか、晴れやかな表情のロスヴァイセさんだった。







　作戦会議室を目前にしたところで、ソーナ会長、匙、そして子供たちを見かける。

　子供たちが不安げな表情で訊く。

「サジ先生、こわいドラゴンがくるの？」

「この学校、無くなっちゃうの？」

　匙は子供たちの頭をなでながら笑った。

「なーに、何の心配もないさ。俺たちが、悪いドラゴンを全部倒してきちまうんだからさ！　でも、皆みんながケガしたら大変だから、ここにいてもらうんだ。だから、いい子でここで待っていてくれよ。ねえ、会長」

　会長も微笑みながら言う。

「ええ、そうです。皆さんは何も心配しなくていいんですよ？　そうですね。ここで『おっぱいドラゴン』のビデオを見ていてください。それが終わる頃ころには、きっと悪いドラゴンもいなくなっていますから」

　それを聞いた子供たちは、安心した表情になって避難場所のほうへ歩いていった。

　匙が見送ったあと、拳こぶしを握にぎりながら漏らす。

「……壊こわさせてたまるものかよ。この学校に希望を見み出いだそうとしている悪魔がたくさんいるんだ。──俺たちの夢でもあるんだ」

　俺が歩み寄り、奴の肩かたに手を置く。

「ああ、守ろうぜ」

　ソーナ会長とリアスも強気な笑みを作ってうなずく。

「サジ、大だい丈じよう夫ぶです。私たちは、どんな戦いでも生き残ってきました。守ってきました。そのときと一いつ緒しよです。──この町を、学校を守りましょう」

「ええ、絶対にやらせるわけにいかないわ」

　お互たがいに意識を確認し終わったあと、俺たちは会議室へと入っていった。
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　相手が指定した三時間後というタイムリミットまで残り三十分となった頃。

　俺たち──オカ研メンバーと生徒会メンバーは、アウロス学園地下シェルターから上がって校内に戻もどってきていた。三時間と相手は宣言してきたが、それを守るとも思えない。常に警けい戒かいし、二時間経過した時点ですでに支し度たくを終えていた。そして、指定された時間の三十分前──現在、臨戦態勢を敷しくために地上に上がってきた。

　俺たちの戦いはシンプルだ。

　地下で魔ま法ほう使つかいの方々が新たに作りだしている転移魔ま方ほう陣じんが完成するまでの間、この町を──この学校を死守すればいい。防衛戦だ。

　レイヴェルは非戦闘員のため、地下シェルターで待機してもらった。

　学校から出るため、廊下を歩いているときだった。

　ぴたりとアーシアが何かに気を取られて足を止めたので、視線の先を追うと──廊下の壁かべだった。

　廊下の壁には、体験入学を終えた子供たちが書き残していったという、メッセージと絵が張り出されてあった。

『レーティングゲームのチャンピオンになりたいです』

『この学校に通えますように』

『魔力が使えるようになったよ！』

『おっぱいドラゴンと会えてうれしかったです！』

『また、ここに来たい！』

『学校に入学したいです！』

　健けな気げな思いがそこにあった。

　決して上手とはいえない文字と絵。体験入学で得られたものを、絵に込め、文字に込めたのだろう。

　……たまらなくなるよな、これを見ちゃうとさ。絶対に守らなきゃって思いが引き締しまる。皆もそれを見て、士気が高まっているようだった。

　ふと、俺たちのもとに近づく複数の気配があった。

　兵士の鎧よろいを着た男性たちが、俺たちの眼前に歩いてきていた。顔つきから、兵士という様子は見られない。これって、まさか……。

　木場が言う。

「……子供たちの父兄の方々だ」

　そう、彼らは子供たちのお父さんたちだった。皆、覚かく悟ごの決まった顔だった。

　お父さんたちが一歩前に出て言う。

「我々も戦います」

「この町は戦える住民が少なく、兵隊も駐ちゆう留りゆうしていないと聞きます」

「一つでも手数があったほうがいいでしょう。戦せん闘とう以外でもお役に立てることはあるはずです」

「まだ、逃にげ遅おくれた住民もいるかもしれませんからね」

　彼らの言うように、戦闘員は俺たちだけだ。小回りは利きかないだろう。もし、本当に住民が残っていたとしたら、俺たちだけで対処できるか怪あやしいところだ。

　仙術を使っていた小猫ちゃんも炎ほのおの十じゆう字じ架かが町を囲んでから、微び細さいな気配の察知が難しくなったと口にしていた。あの紫し炎えんの柱が探知能力を鈍にぶらせているのではないかと小猫ちゃんは言っていたが……。そのせいで、捉とらえきれなかった住民がいるかもしれない。

　リアスが厳きびしい表情で告げる。

「しかし、相手は量産型とはいえ、邪じや龍りゆう。生半可な相手ではないわ。伝説の邪龍すらもいるでしょう。──死戦になるわ」

　そうだ。相手はテロリスト。しかも邪じや悪あく極きわまりない邪龍の群れ──。命の保証はない。俺たちだって、命がけで戦うつもりなのだから。

　リアスの言葉を聞いても彼らは微み塵じんも戦意を薄うすめず、逆に微笑ほほえんだ。

「それでも行かせてください、リアス姫ひめさま」

「アグレアスやこの町を守るなんて大それたこと、いち悪魔に過ぎない俺たちが言えた義理もありません」

「だから、この学校を守りたいという一念で戦います」

「子供たちが夢を見出したこの学校は、私たちにとっても希望となりました。命をかけるには十分でございます」

　……命を、かけるつもりなんだ。子供の夢のため、家族の希望のため、このヒトたちは死ぬ気で戦うと言ってくれた。──最高の笑みを浮かべながら。

　リアスもこみ上げてきたものをぐっと堪こらえて、勝ち気に笑んだ。

「……言っても聞きそうにもないわね。いいわ、けれど、ひとつだけ約束して」

　見み渡わたしながら、リアスが強く言いつける。

「絶対に死んではダメ。あなたたちは子供の行く末を見なければならないわ。そのためにこの学校は建てられたのだから」

「「「「「「はっ！」」」」」」

　気合いを吐はいたお父さんたち。

　ここまでされたんじゃ、この学校を絶対に死守しなきゃダメだ。いや、そんなことは当然なんだ。一人の犠ぎ牲せいも出さないまま、防衛しきってやる……ッッ！

　俺たちは──決死の防衛戦に臨のぞむ。
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　空から望めるのは、黒い生物の群れ。町を囲うように漆しつ黒こくの邪龍が滞たい空くうし続けていた。時間がきたら、あれが一いつ斉せいに襲おそいかかってくるのだろう。そう思うと寒さむ気けしかしない。

　百や二百ではきかない。ルーマニアで出現した量産型邪龍の数を遥はるかに上回る数だ。あのときはこれよりも少ない数で城下町を滅ほろぼされた。

　さすがに勇ましかったお父さんたちも邪龍の群れを目にして、戦せん慄りつしていた。

　学舎を出た俺たちは、それぞれの持ち場に散らばる前に、学校の校庭で最終確認をしていた。

　作戦立案のソーナ会長が一歩前に出て言う。

「いまから、作戦通り、この学園を中心に八方に散らばってもらいます。基本的に二人一組で敵を迎むかえ撃うってください」

　俺たちはアウロス学園を中心に散らばり、飛来してくる邪龍を迎え撃つ。組み合わせはこうだ。

『王キング』リアス＋『騎士ナイト』ベンニーア

『騎士ナイト』木場＋『女王クイーン』真羅副会長

『騎士ナイト』ゼノヴィア＋『戦車ルーク』由ゆ良ら

『女王クイーン』朱乃さん＋『騎士ナイト』巡めぐりさん

　Ａエースのイリナ＋『僧侶ビシヨツプ』花はな戒かいさん

『戦車ルーク』ルガールさん＋『僧侶ビシヨツプ』草くさ下かさん

『兵士ポーン』匙＋『戦車ルーク』小猫ちゃん

『兵士ポーン』俺こと兵藤一誠＋『兵士ポーン』仁に村むらさん

　基本的に火力＋守備またはサポート、前衛後衛で展開できるようになっていた。ソーナ会長とギャー助は学校の校庭に陣じん取どる。ギャスパーが闇やみ化かして、獣けものたちをできる限り量産して、会長の指示のもと、全方位に配る予定だ。

　増ぞう援えんのお父さんたちには、家々を回ってもらい、まだ避ひ難なんしていない住民がいないか見てもらう。むろん、邪龍が襲いかかってきたら、やれる範はん囲いで相対せねばならない。できるだけ無理をしないようにする精せい一いつ杯ぱいの配はい慮りよだ。戦闘要員としては、俺たちと比べてしまうと心こころ許もとない。まともに相手にせず回避してもらったほうがいいだろう。

　会長が俺に言う。

「イッセーくん、それでは例のものを」

　俺はうなずいて、使い魔を出現させた。

　俺の使い魔──スキーズブラズニル。最初は模型ほどの大きさだったが──魔方陣から出現したのはボートサイズにまで成長した龍りゆう帝てい丸まるだった。

　リアスがアーシアに言う。

「アーシアはこれに乗って戦場を駆かけ回ってちょうだい」

「はい！」

　結構、いまの龍帝丸はスピードが出る。木場ほどの速度じゃないが、それでも短い距きよ離りなら瞬しゆん時じに詰つめることも可能だろう。

「動き回る回復役なんて狙ねらわれやすいでしょうから、護衛は作戦通り──」

　ロスヴァイセさんに視線を向けるリアス。ロスヴァイセさんが一歩前に出る。

「ええ、私ですね。アーシアさんの盾たてになりつつ、後方より皆みなさんの援えん護ご射しや撃げきをしましょう」

　適任だ。防ぼう御ぎよ魔ま法ほうでアーシアを守り、余よ裕ゆうがあれば飛び回る龍帝丸の上から遠距離攻こう撃げきが放てる。自分で動き回る必要がない分、スタミナも攻撃に回せるしな。

「…………」

　難しい表情をしている木場が視界に入る。……まだグラムの完全調整は終わっていない。例の聖せい魔ま剣けんで覆おおう方法もこれからというところだった。実戦投入できるレベルではないと思う。そうなると、こいつは無茶をするかもしれない。言って聞くような奴やつでもないしな。

　俺は木場とコンビを組むことになる真羅副会長に耳打ちする。

（副会長、木場が無茶をするかもしれませんので、注意深く見てやってください。あいつ、命を削けずってまでグラムを振ふるうかもしれません。もし、ヤバくなりそうだったら、止めてもらえませんか？）

　俺がそう言うと真羅副会長は「わかりました」とうなずいてくれた。俺は途と端たんに口元をにやけさせてこうも付け加えた。

（好感度をあげるチャンスです。がんばってください）

　木場に夢中な副会長。ここは好機だと思ったんで、それとなくアドバイスしてみた。途端に真羅副会長はお顔を真っ赤にして、

「な、な、な、なななななななな、何を言っているんですか、あなたは!?　わ、私は別にそ、そんな……」

　大おお慌あわてになってしまった。おおっ、初うい々ういしい。というか、目も泳ぎまくってる！

「？」

　とうの木場は不思議そうに首をかしげるだけだった。

　シトリーの新人──ベンニーアとルガールさんの会話が聞こえてくる。苦笑いのベンニーアと相変わらず表情の少ないルガールさん。

《眷けん属ぞくになったばかりなのに激戦続きとは、ついてませんぜ》

「……それもまた宿命だ」

　確かにちょいとタイミングが悪かったよね……。

　二人とも学校での授業サポートをそつなくこなしていたな。ベンニーアは死神グリム・リツパーの講座を開き、ルガールさんは魔法と体術を混ぜた戦闘技術を披ひ露ろうしていた。

　なんだか、ちょっと気がほぐれたかも。

　最終確認も取れたところで──校庭にひとつの魔ま方ほう陣じんが展開し始める。……連れん絡らく用の大きな魔方陣だ。魔法使いの使う形式だ。

　魔方陣が一人の人ひと影かげを映写していく。

　そこに映し出されたのは、紫むらさき色いろのゴスロリ衣装という若い女性だった。ゴシック調の紫色の日ひ傘がさをくるくると回す女性。見た目は二十代前半ほどの人形のような風ふう体てい。怪しい美しさを持っている。というか、悪意にまみれたオーラを立体映像越ごしに感じてならない。

　女性はにこりと微笑んであいさつをくれる。

『ごきげんよう、悪あく魔まの皆さん。わたくし、「魔女の夜ヘクセン・ナハト」の幹部をしているヴァルブルガと申しますのん。以後、お見知りおきをん♪』

　初めて見る女性だが、名前を聞いて一部のメンバーが顔を険けわしくする。

　ソーナ会長がぼそりと漏もらした。

「……『紫炎のヴァルブルガ』。神滅具ロンギヌス『紫炎祭主による磔台インシネレート・アンセム』の所有者……」

　──っ！

　言葉を失う俺！　こ、この女の人が、噂うわさの聖十字架使い！

　紫炎のヴァルブルガがニッコリとしながら続ける。

『リゼヴィムのおじさまの命令で、邪龍の皆さんと一いつ緒しよにぃ、あなたたちを燃え萌もえにしにきましたわん。わたくしに萌えてくださると、燃やしがいがあるというものですわねん』

　きゃぴきゃぴ声が耳に障さわるが、身を包むオーラは変わらず不気味さをかもし出してくれている。口調とは裏腹にキツい性格してそうだな……。

『もうじき、戦せん闘とうを開始する予定なのですが、皆さん準備はよろしいのかしらん？』

　一様に紫炎のヴァルブルガを睨にらむメンバー。それを見てヴァルブルガはわざとらしく、怖こわがったふりをする。

『いやーん、怖いですわねん。悪魔の皆さんが激おこですわ♪　うふふ、楽しくなりそう♪』

　──っ。俺はふと彼女の見せた醜しゆう悪あくな笑みに、ぞっとした。……ああ、こいつはためらわずヒトを殺せる女だ。手加減をしたら──灰にされる。

　ヴァルブルガは俺たちを見渡して言った。

『ロスヴァイセさんってどなたかしら？』

　……ロスヴァイセさんだと？　皆みんながそちらに視線を投げてしまったので、誰だれがロスヴァイセさんか、相手に知られてしまった。ヴァルブルガがロスヴァイセさんに言う。

『あのねん、いちおう、あなただけは無事に連れてくるよう言われているのん』

「？　誰にですか？」

　問うロスヴァイセさんにヴァルブルガは傘かさをくるくると回しながら言う。

『──ユーグリットさんよん。彼ね、あなたが欲しいんですってん。いやーん、イケメンくんのご指名なんてうらやましいわん♪』

　……あいつ、ロスヴァイセさんをそこまで求めているのか。それほど、ロスヴァイセさんの才能に惹ひかれるものがあったのか……。

　ロスヴァイセさんは首を横に振る。

「行きません。戦います」

　そう告げると、ヴァルブルガはニッコリと笑って『そうよねん♪』とその返事をわかっていたように応じた。

　彼女はスカートの裾すそをあげて、別れのあいさつをする。

『では、皆さん。よいバトルをしましょうねん』

　それだけ言って、魔方陣は消失していった。

　……戦う前に顔を見せるなんてな。

　ゼノヴィアが吐はき捨すてるように言う。

「ああいう手合いの心理はよーく知っているよ。殺す相手の顔を見ておいて、喜ぶタイプに違ちがいない。反へ吐どが出るね」

　なるほど、そういう雰ふん囲い気きあったわ。じろじろと俺たちの顔をいちいち見み渡わたしていたもんな。

　リアスはヴァルブルガの登場に息を吐きながらも強気な笑みを見せる。

「皆、用意はいいかしら？　さあ、私のかわいい眷属たち！　相手は量産型の邪龍を引き連れたテロリストたちよ！　いままでも私たちはどれだけピンチをくぐり抜ぬけてきたと思う？　これもまた窮きゆう地ちでしょうけど、死ぬことは許されない！」

　彼女は堂々といつものように言ってくれた。

「いつものように吹ふき飛ばしてあげましょうっ！」

「「「「「「「「「はいっ！」」」」」」」」」

　グレモリー眷属＋イリナが勇ましく返事をした！

　シトリー側では会長が眷属たちに向かって言う。

「……私たちが敗やぶれれば、この学校は跡あと形かたもなく消え去るでしょう。壊こわされたあとにまた直せばいいという単純な話ではありません。──夢と希望がここに集まりました。それを壊されていい道理はありません。守りましょう。それがここを建てた私たちの戦いです」

「「「「「「「「「はいっ！」」」」」」」」」

　シトリー眷属とお父さん方も気合いを入れたようだっ！

　俺たちは──指定の場所に散らばっていった！







　俺は素早く禁手化バランス・ブレイクして、コンビを組む『兵士ポーン』仁村さんと共に学校の南側に到とう着ちやくしていた。収しゆう穫かくが終わったばかりであろう土つち肌はだの畑に陣じん取どる。

　オオオオオオオオオオオオオオンッッ！

　空から響ひびき渡わたる獣の咆ほう哮こう──。邪龍の群れが吼ほえた。指定された三時間になった合図なのだろう。

　滞たい空くうしていた数多くの邪龍たちが一いつ斉せいに飛来してきたっ！　俺は正面から一いつ匹ぴき、また一匹と殴なぐり飛ばして、畑に落としていく。巨きよ大だいなドラゴンが下に落ちていくたびに地響きが聞こえてくるほどだ。コンビの仁村さんも脚きやつ甲こうタイプの人工神器セイクリツド・ギアを装着して、噴ふき出るオーラと共に蹴けり飛ばしていく。

「おりゃ！　これでも修行しているんですから！」

　そう言う仁村さんの体術は見るたびに鋭するどさを増している。速度なんかもすでに残像を生むほどになっており、神器セイクリツド・ギアを自在に操っているのがうかがえた。

　遠くで、ドーンドーンという激しい衝しよう撃げきが巻き起こっている。たまに視線を配れば、聖なるオーラが天高く上っているのを見かけたり、雷らい鳴めいが轟とどろくのが見えたりする。皆、暴れ回っているようだな！

　遠くの景色──アグレアスでも数え切れないほどの爆ばく発はつが巻き起こっているのが遠目に確認できる。サイラオーグさんたちもあちらで戦っているのだろう。

　──と、俺たちの影かげから出現する何かがあった。闇やみで作られた巨大な生物だ！　俺と仁村さんの足あし下もとの影から現れて、邪龍と対たい峙じしていく。

　ギャー助の奴が学校で闇の獣けものを作りだして送ってくれているようだ！　闇の獣も俺たちと共に邪龍へ攻撃を仕し掛かけてくれる！

　心強い！──が、邪龍は一向に減っているようには思えない！　ルーマニアで見せた町を覆うほどの闇を展開できればいいのだが、あれは消しよう耗もうも激しく、何度も、また、続けて何分も使えるものではない。相手の数は前回より遥はるかに多い。ギャスパーの力は防衛戦の要かなめのひとつだ。無理に消耗してリタイヤされるよりも、闇の獣をバンバン作りだして邪龍にぶつけたほうが、効率が良いだろうと会長は判断したんだ。

　前方から邪龍が十匹以上まとめて突とつ貫かんしてくる！　俺は内なる駒こまを『僧侶ビシヨツプ』に変えて、二門の砲ほう身しんを肩かたに出現させた。砲ほう口こうにチャージされる莫ばく大だいなオーラっ！

　──龍牙のウエルシエ・ブラスター僧侶・ビシヨツプッ！

　町を破は壊かいしないよう調整して、奴やつらだけをぶっ叩たたくっ！

「んじゃ、一気にいくぜっ！」

　砲口から吐き出されるふたつの赤いオーラが、眼前にまで近づきつつあった量産型邪龍の一群を丸まる吞のみにして弾はじけたッ！　いまの一いち撃げきで邪龍の一群は消しよう滅めつ！　幸先はいい！

　それでも奴らの襲しゆう来らいが止やむ気配はない。俺はドラゴンの両りよう翼よくを広げて、仁村さんと共に突とつ撃げきしていく。

　それから、十分ほど経過する。

　そこら中に俺たちがぶっ飛ばした邪龍が積み重なったときだった。後方より、こちらにまで届く爆ばく音おんが鳴なり響いてきたっ！

　振ふり返れば──天を突つくほどに高く上る紫色の炎ほのおの柱！……それが十じゆう字じ架かの形を作った。

　ヴァルブルガか。あっちは学校の北方面っ！　担当は確かリアスとベンニーアだったか！

　耳に入れていたインカム代わりの魔ま力りよく装置から声が届く。ソーナ会長だった。

『……北側より、聖十字架使いが襲来しました。リアスたちだけで相対するのは厳しいでしょう。一いつ旦たん、防衛範はん囲いを狭せばめて四人一組を作ってください。皆みなさん、一度、後退を始めて──』

　ソーナ会長の声を遮さえぎって、南西方面から爆音と黒こく煙えんが上がる！　十字架じゃない！　じゃあ、今度はなんだ!?

　俺たちの耳に小猫ちゃんの叫さけびが聞こえてくる。

『こちら、南西方面担当の小猫です。……邪龍グレンデルとラードゥンが出現しました』

　──ッッ！

　グレンデルだと!?　このタイミングで……。いや、このタイミングだからこそ、奴は出てくるんだろう！　北から神滅具ロンギヌス所有者、南からは伝説の邪龍さまかよっ！

　南西は小猫ちゃんと匙が担当だ！　二人だけじゃ、グレンデルともう一匹の相手は無理だっ！

　俺は仁村さんに目線を配り、確認をしあったあとで小猫ちゃんたちのもとへ向かった。







　俺たちがそこへ到着したとき、すでに学校とは目と鼻の先の位置にまで攻せめ込まれていた。風車小屋の多い場所だった。風車がいくつも無残に破壊され、煙けむりを上げている。

　一ひと際きわ邪じや悪あくなオーラを身に漂ただよわせるドラゴンが、近寄る俺に気づいた。醜悪な笑みを作り、銀の双そう眸ぼうを危険なまでに輝かがやかせる。──グレンデルッ！

『よう、赤せき龍りゆう帝てい、久しぶりだなっ！　俺様だっ！』

　ああ、知っているよ。うんざりするほどだ。これで三度めかよ。嫌いやになるぜ。

　匙と小猫ちゃんは……？　視線を配らせると──ぼろぼろになり、息をあげながらグレンデルと対たい峙じする小猫ちゃんと匙の姿があった。よかった。間に合ったようだ。

　ほっと胸をなで下ろす俺の眼前にドラゴンの形をした木が立ちふさがる。いや、巨大な木のドラゴン──。顔と思われる部位が、大きく裂さける。おそらく、それが口なのだろう。くぼみのなかで赤く輝くものが眼──。

　俺を捉とらえて、声を発した。

『私のほうは初めましてでしょうか。「宝樹の護封龍インソムニアツク・ドラゴン」ラードゥンと申します。主おもに結界、障しよう壁へきなどを担当しておりまして……以後、お見知りおきを』

　……こいつが、今回の主犯の一体。この周辺を丸ごと結界で覆おおったのが、こいつ。確か、防ぼう御ぎよ、封ふう印いんに関するものに長たけているんだっけ？　初代ヘラクレスの試練のひとつだったそうだが、毒どく蛇へびであるヒュドラの毒を口に放り込まれて倒たおされたと聞いた気がする。生あい憎にく、ヒュドラの毒なんて気の利きいたアイテムはないし、あったとしても弱点を聖せい杯はいの力で消してきてそうだよな……。

　身構える俺たちにグレンデルが楽しげに言う。

『聞いているぜ？　学校ってのを作ったんだってな？』

　太い指をその方向に指した。奴はいっそう邪悪な笑みを深めて言い放つ。

『そこを壊そうとすると、おまえら、本気になって俺と遊んでくれるんだろう？』

　──ッ！

　……この野や郎ろうは……っ！　どこまで……っ！

　ふざけた物言いに俺と匙のボルテージが上がる！　この場にいる俺、小猫ちゃん、匙、仁村さんの四人でこいつらを打だ倒とうしなきゃいけない！　いや、最悪でも転移魔ま方ほう陣じんが完成するまで相手をしてやる！　もちろん、できる限りぶっ飛ばしてやるけどなっ！

　グレンデルが両翼を大きく広げて、叫きよう声せいをあげた！

『じゃあ、始めようぜッッ！　俺が学校を壊すか、おまえらが俺を壊せるか、どっちが早いかの勝負だぁぁぁぁっ！』

　奴は間かん髪はつ入れずに腹部を膨ふくらませるっ！　火か炎えんを吐く気だっ！

　体を──学校のほうに向けやがった！　撃うつつもりだっ！　この野郎はあの巨大な火炎の玉を学校に撃ち放つつもりだっ！

「ざけんなっ！」

　俺が飛び出して横っ面つらをぶっ叩こうとしたのだが──俺をまるっと結界のようなものが包み込むっ！　まるで巨大なシャボン玉のなかにすっぽり入ってしまったようだ！

　俺は視線をラードゥンのほうに向ける！　木のドラゴンはドス黒いオーラを放ちながら、眼光を赤く赤く輝かせて俺を睨にらんでいたっ！

　くっ……！　やられた！　グレンデルの火炎に一いつ瞬しゆん気を取られて、隙すきを生んでしまった！　そこを結界に囚とらわれた！

　グレンデルの火炎は匙の渾こん身しんの黒炎でなんとか相そう殺さいできた。

　仁村さんと小猫ちゃんが飛び出して、ラードゥンに殴りかかるっ！

「このっ！」

「先せん輩ぱいを放せっ！」

　仁村さんの渾こん身しんの蹴り、小猫ちゃんの闘気のこもったパンチ！　そのどれもが鋭く打ち放たれるが──ラードゥンを覆う防御障壁はそれらの攻こう撃げきを何事もなかったように弾はじき飛ばしてしまう。

『無む駄だですな。半はん端ぱな攻撃では私の防壁を突とつ破ぱできません』

　二人の攻撃が脃ぜい弱じやくというわけではない。小猫ちゃんと仁村さんの攻撃は量産型邪龍を殴り飛ばせるものだろう。しかし、このドラゴンの作る障壁はそれらを完全に遮しや断だんしてしまうっ！

　俺も結界のなかから攻撃を加えてみるが──びくともしない！　なんだ、この硬かたい障壁は!?　俺のパンチって、並の防御魔ま方ほう陣じんなら余よ裕ゆうで消し飛ばすだけの威い力りよくはあるのによ！

　小規模結界に包まれた俺を見てグレンデルがラードゥンに吼える。

『おいおいおいおい、ラードゥンッ！　赤龍帝の相手は俺だッ！』

　殺意のこもった眼光を仲間に放ってやがる。いや、こいつらに仲間意識なんてあるはずねぇか。何せ、このグレンデルはアジ・ダハーカにもくってかかったっていうしな。

　ラードゥンも特に気にもせずに平然と言う。

『いいではありませんか。あなたは何度もこの方と遊んでいるのでしょう？　私も一度は相手にしてみたいのですよ。限りなくパワー重視とされる現赤龍帝。我が防御障壁を破れるのかどうか、試したいのです』

　激しく睨ねめつけるグレンデル。一いつ触しよく即そく発はつの空気が漂うなかで、グレンデルが舌打ちをして下がった。

『チッ！　これだから、コンビを組むってのは嫌なんだよッ！　まあいい。邪龍同士でぶつかるとユーグリットがうるせぇからな。俺はこっちの相手をすりゃいいだけか。今回だけだぜ、ラードゥン？　二度めの要求は受け付けねぇっ！』

　グレンデルは俺を置いて、匙のほうに進しん撃げきしていく。

『なら、ヴリトラだッ！　なあ、ヴリトラちゃんよぉぉぉおおおっ！』

　まずいっ！　いまの匙一人じゃ荷が重すぎる相手だ！　小猫ちゃんと仁村さんに匙の加勢をしてもらおうとしたが──二人は空から襲おそいかかる量産型の邪龍に阻はばまれてそれも叶かなわずにいた！

　……なるしかねぇっ！　体力温存とか言ってる場合じゃないっ！

　──真しん紅くの鎧よろいになるときだっ！

　俺は呪じゆ文もんを口ずさむっ！

「──我、目覚めるは王の真理を天に掲かかげし、赤龍帝なり！　無限の希望と不ふ滅めつの夢を抱いだいて、王道を往ゆく！　我、紅あかき龍の帝王と成りて──」




「汝なんじを真紅に光り輝く天道へ導こう──ッ！」




　真紅の輝きが俺の鎧から発せられて、形状を変化させていく！──と、同時に俺は昇しよう格かくの勢いでラードゥンの結界をぶち壊こわす！

　俺を包んでいた強固な結界は、真『女王クイーン』の拳けん打だひとつで消滅していった！

　よしっ！　この形態なら、ラードゥンの結界だろうと破壊できる！

　一発蹴けり込んでから匙の加勢にいこうとしたが、再び俺をまるっと結界が包み込んでいった！　しかも今度は二重、三重と障壁を重ねられている！

　ラードゥンはくぼみのなかの目玉を怪あやしく光らせた。

『なるほど、噂うわさの真紅の鎧。私の結界を壊せるようですが……二重、三重と重ねていったらどうでしょうかね？』

「んなもん、どんどん壊せばいいだけだっ！」

　俺はかまわず正面の障壁からパンチで割っていく！──が、割った直後に新たな障壁が出現して、結界からの脱だつ出しゆつを阻む！　これ、キリがないタイプの攻撃をされているか！　無駄に攻撃をさせて体力を消しよう耗もうさせていく腹かもしれない！　なんならラードゥン目め掛がけて、この結界からクリムゾンブラスターをぶっ放してもいい！　だが、あいつの体を覆う防御障壁を突破できるかは未知だ。

　最悪だ。こいつ、俺にとって相あい性しようが最悪に等しい！　火力のある俺にとって、こいつみたいな攻撃を受け流してしまうタイプは完かん封ぷうされる恐おそれがある！　せめて、ドライグが戻ってきていて、体力の消耗を抑おさえつつ、あの飛龍ワイバーンたちを使えれば話は別なんだが……っ！

　闇やみギャスパーの獣けものたちが俺を覆う結界を破壊しようと打だ撃げきを加えてくれるのだが、ヒビが入っても瞬しゆん時じに修復してしまい、有効打に欠いていた。

　対応に苦く慮りよしているなかで、俺の耳に鈍にぶい音が聞こえてくる。ミシミシッという骨が砕くだかれる音だ。そちらに顔を向けると──腹部を押さえてくずおれる匙の姿があった！

　グレンデルがちょうど蹴りを放った格好だった。まともに奴やつのキックを受けたのか！

　匙は……黒い炎ほのおを揺ゆらし、相手にラインを繋つなげながら正面から迎むかえ撃っていたようだ。だが、素手での戦いに滅めつ法ぽう強いグレンデルと殴なぐり合うのは、同じパワータイプでもない限り無理に等しい。いや、匙のことだ。それは避さけただろう。だが、あの足も速いグレンデルのことだ、匙の動きに対応して蹴りを放ったに違ちがいない！

『グハハハハッ！　んだよ、ヴリトラいないのか？　あいつがいりゃまだやれたんだろうけどよ？　まあ、神器セイクリツド・ギアくっつけた程度のおまえじゃあ俺の相手は無理だぜ？　そこの赤龍帝クラスの攻こう防ぼう力があるなら話は別だけどよ？』

　笑うグレンデル。そう、いまの匙にはヴリトラがいない。ドライグとアルビオンの問題を手伝うため、ファーブニルと共に神器セイクリツド・ギアの深しん奥おうに意識を飛ばしているんだ。

　グレンデルが匙を一いち瞥べつして、学校のほうに足を進める。──が、匙は食い下がって立ち上がった。

「行かせるかよっ！」

　黒い炎の壁かべをグレンデルの四方に出現させるが、グレンデルは横に腕うでを薙なぐだけでそれを吹ふき飛ばしていく。匙はそれでもラインを増やしてグレンデルに接続していった。少しでも奴の力を散らせればいいと思っているのだろう。

「仁村っ！　塔とう城じようさん！　このラインをキミたちに──」

　匙がラインを仲間に向かって放とうとする。それを接続して、邪龍のパワーを悪あく魔ま用に変へん換かんさせようとしているのだろう。それが叶うなら、相手の力を削けずりつつ俺たちのパワーになるため、一石二鳥となるが……。

『しゃらくせぇんだよ、クソガキがぁぁぁぁぁッッ！』

　グレンデルは巨きよ体たいを機き敏びんに動かして、匙の動きを制してしまう！　匙の前方に詰つめ寄よったグレンデルは蹴り上げ、上から腕を振ふり下ろすッ！

　地面にたたきつけられる匙っ！　何度もバウンドして、地面を転がっていく！

「……ぐはっ！」

　匙は口から盛大に血ち反へ吐どを吐はいた。あの攻撃はまずいっ！　致ち命めい傷しようだっ！　早く回復しなければ、匙は……っ！

　俺は匙を救うために翼つばさに収納してあったクリムゾンブラスターを展開！　ラードゥンのほうに向けたっ！

　ラードゥンは口元を不気味に歪ゆがませる。

『これはこれはっ！　それはあなたの必殺技ですね？　いいでしょう！　撃ってみなさい！　私はそれを防いでみせるっ！』

「言ってろ、クソがッッ！」

　俺は砲ほう身しんにオーラを送り、力を溜ためていくっ！　その間にも小猫ちゃんと仁村さんが量産型の邪龍をぶっ飛ばしながらも匙のほうにどうにか近づこうとしていた！

「元げん士し郎ろう先せん輩ぱいっ！　逃にげてくださいよっ！　もう、どいてよ、あんたたちぃっ！」

「……あなたがここで死ぬことなんてありませんっ！」

　二人は必死に助勢しに行こうとするっ！　俺だって！　こんな結界を吹き飛ばして、すぐにっ！

　砲身にエネルギーがチャージしたのを確認した俺は結界のなかから、ラードゥン目掛けてぶっ放していくっ！

「いけええぇぇぇぇぇッ！　クリムゾンブラスタァァァァァァッッ！」

　放出されていく真紅の莫ばく大だいなオーラッ！　俺を覆おおっていた多重結界を難なく壊して、ラードゥンに向かっていく！　奴が展開する障しよう壁へきにぶつかった瞬しゆん間かん、紅くれないのオーラがまばゆい閃せん光こうを放って爆ばく音おんを鳴なり響ひびかせたっ！

　オーラの余波が止やんだあとにあったのは──全身から煙けむりをあげながらも無事な様子の邪龍ラードゥンだったっ！

　……ところどころ、吹き飛んでいる部位はあるが、主おも立だった体は無事かよっ……！

　改めて邪龍の堅けん牢ろうさに舌を巻く俺。言葉すらねぇやな。なんつー硬い連中ばかりなんだよっ！　火力重視のグレモリー眷けん属ぞくがまるで子供のようじゃねぇかっ！

　三度、俺の体を結界が何重にも覆っていくっ！……またかっ！

　ラードゥンは低い笑い声をあげた。

『いい攻撃です。まさか、防御障壁を突破されるとは……。しかし、私の体も案外硬いのですよ？　生身の丈じよう夫ぶさはグレンデルほどではありませんが、障壁込みなら私のほうが硬いでしょうね』

　……これがいまの俺たちの敵か。こいつ以上なのが、まだ先に控ひかえているってのによ。もし、ここにクロウ・クルワッハがきたらアウトだ。後方に下がって、皆みんなと合流して一気に叩たたくしかない。それだって、どこまで通じるかって話だ。……いや、俺たちの目的は防衛戦だ。転移型魔ま方ほう陣じんができれば勝ちと言える。まあ、町から住民を逃がしたところで、この一帯を覆う大規模結界が消えない限りは、こいつらと継けい続ぞくして戦うはめになりそうだが……。

　俺とラードゥンの攻防をよそにグレンデルは学校のほうに足を進めていく！

　行かせてはならない！　こいつは喜んであの学舎を破は壊かいし尽つくすだろう！　あの建物を破壊なんてさせるかっ！

　あそこにはあの子たちの夢が……ッ！

　俺の視界にボロボロに成り果てながらも立ち上がる友の姿が映り込んだ。

「……いかせるかよッッ！」

　体中から血を流す匙はその身に鞭むちを打ってまで立ち上がり、幾いく重えものラインをグレンデルの体に放って繋げていく！　それを思いっきり引っ張って足止めしようとするが──奴は不敵な笑みを浮うかべるだけだった。

『んだよっ！　その非力はよぉぉぉぉぉっ！　んなもんで俺の体を引き留められると思ってんのかッ？　グハハハハハッッ！　無む駄だだ無駄ァァァァァッ！　クソ雑ざ魚こがッ！』

　グレンデルが、体を揺さぶって回転する！　その勢いに引っ張られて、匙は空中に投げ出された！　そこにグレンデルが振り下ろし気味に拳打を放つ！　直ちよく撃げきはまずいと匙は自身を覆うように炎の盾たてを作ろうとするが──タイミングが遅おそく、全身に鋭するどいパンチを受けてしまった！

　鈍い打だ突とつ音が耳に届き、匙が地面にたたきつけられた。何度も激しいバウンドをして、風車小屋に激げき突とつした！　衝しよう突とつの勢いで小屋が破壊されていく。

　瓦が礫れきと化した小屋。それでも──ラインだけは離はなれていなかった。一本たりとも、途と切ぎれていなかった。

　瓦礫のなかから、のろのろと起き上がる──匙。顔中、血まみれになり、口から血を吐き出し、右みぎ腕うではあらぬ方向に曲がっていた。

「……壊させるかよ……学校を……あそこには……あそこには……」

　ぼそりぼそりと繰くり返すようにそれを口にする。

　ボロボロの匙に興味を失ったのか、グレンデルは無視して学校のほうに向かっていく。

　闇ギャスパーの獣たちもグレンデルに向かっていくが、奴は歯し牙がにもかけずになぎ払はらっていった！

　匙は……がくがくと震ふるえる足を懸けん命めいに立たせて、ラインでグレンデルを引っ張ろうとする。──が、それも空むなしく、匙はグレンデルの進しん撃げきの勢いに負けて、転てん倒とうしてしまう。

　引きずられながらも、土にまみれようとも奴は決してラインを放さなかった──。

「……行かせるか、行かせるかよ……っ」

　グレンデルの尾おに何度叩かれようとも、奴はラインを放すことはなかった──。

　その姿に俺は……こみ上げてくるものを堪こらえきれなかった。

　俺の脳のう裏りに匙の言葉が蘇よみがえっていく──。




　──…………なあ、兵藤。

　──……子供たちがさ、俺を『先生』って呼ぶんだよ。……笑顔で俺を『先生』ってよ。俺なんて……まだまだなのにな。

　──兵藤、俺、何回もここで子供たちの対応をしていて再認識できた。

　──俺は絶対に『先生』になる。

　──まずは中級悪魔に昇しよう格かくしなきゃいけないけどよ。

　──でも、絶対だ。何年かかろうと俺はなってみせる。




　バカ野や郎ろう……ッ！　おまえってやつはよ……っ！　そんなになってまで……あの学校を……っ！

　ああ、わかっているさ匙！　いま、おまえの脳裏にはあの子たちの笑顔が浮かんでいるんだろう？　あの笑顔を見ちまったら、やるしかねぇよな！　動くしかねぇよな！　死んでも抵てい抗こうするに決まってるっ！

　でも、このままじゃ、本当に匙は死んじまうッ！

　俺は涙なみだを流しながらも結界を殴った。殴り続けたっ！　壊こわしても壊しても復元していくラードゥンの障壁！　それでも俺は殴り続けたっ！

　友が、俺の大切なダチがっ！　そこで、体張って戦ってんだよっ！　死にかけながらも立ち向かってんだよッッ！　なんで俺はこんな情けないもんで封ふうじられてなきゃいけねぇんだよっ！

　ラードゥンは笑うだけだ。

『おおっ、やりますな。凄すさまじいパワーです。このままいけば、私の壁を突とつ破ぱできるでしょう。──が、しかし、学校と、あの少年は助からないでしょうね』

　グレンデルが哄こう笑しようをあげる。足をあげ、いままさに匙を踏ふみ抜ぬこうとしていたっ！

『グハハハハハッ！　残念だったなァァッッ！　てめえもこれで終わりだぜッ！　グハハハハハハハハハッッ！　そのあとにあの学校もぶっ壊し確定だぁぁぁぁぁっ！』

　振り下ろされる足が、匙を襲おそうその刹せつ那な──。

　何者かが、倒たおれる匙を抱かかえてグレンデルの踏みつけから逃がしてくれた。

　邪龍に立ち向かう複数の人ひと影かげ──子供たちのお父さんたちだった。

　そのなかに見知った人物がいる。──リレンクスのお父さんだった。

「あなたは……リレンクスの！」

「……この地区に残っている住民はいませんでした！　加勢しますっ！　ここは私たちが数秒でも長く引き留めますので、その間に、態勢の立て直しを……ッ！」

　小猫ちゃんと仁村さんがようやく量産型邪龍の襲しゆう撃げきから脱だつして匙のもとにたどり着く。その体を抱えて、後方に下がった。

　お父さん方は果か敢かんにもグレンデルを前に立ちふさがる！

「こ、こいっ！　邪龍めっ！」

「あの学校には行かせんぞっ！」

　全身を恐きよう怖ふに震わせながらもお父さん方はグレンデルから逃げない。

　グレンデルがそれを見て愉ゆ快かいそうに笑った。

『んだよ、それ。雑魚が俺の楽しみを邪魔しようってか？　ったくよぉ、雑魚は雑魚らしく、散ってればいいのによぉぉぉぉぉっっ！』

　グレンデルが腹部を膨ふくらませて盛大な火か炎えん球を吐き出したっ！　お父さん方は防ぼう御ぎよの魔方陣を展開するが、たまらず崩くずされて勢いに吹ふき飛ばされていく！

「逃げてくださいッ！　このままじゃ、皆さんが死んじまうッ！」

　俺が叫さけんだところで、お父さん方はケガを負いながらグレンデルに向かっていったっ！

　決戦前、リレンクスのお父さんと俺は少しだけ会話をした。

　リレンクスのお父さんはワッペンを懐ふところから取り出し、俺に見せてくれた。──おっぱいドラゴンのグッズだった。

『息子が、夢中になったものがあったんです。おっぱいドラゴンです。転生悪あく魔まのイッセー・グレモリーがいろんな仲間たちと協力して、敵を倒していく。いつもおちゃらけた主人公が、いざというとき命を張って戦い抜く。息子はそんなあなたの番組に夢中になった。虜とりこになった……』

　学校を見上げながら、お父さんは微笑ほほえむ。

『この学校の話を耳にしたとき、リレンクスは顔を輝かがやかせて自分からこう言ったんです』

　──僕、この学校に行きたい！　この学校に行って、おっぱいドラゴンみたいな誰だれかのために戦う悪魔になりたいな！

『……うれしかったんです。息子が……夢を語ったんです。いつも引きこもりがちだった息子が、才能に恵めぐまれなかったリレンクスが、夢を持った……。これがどんなにすごいことかっ！　あの子は魔ま法ほうを習った。魔法が使えた。息子は何かが出来る子だったっ！……私と家内からすれば、それは奇き跡せきのような夢物語のような出来事でした……』

　満面の笑みを見せてくれながら、お父さんは俺に言った──。

『この学校は私たち家族にとって、希望です。夢です。だから壊すわけにはいかない。消させるわけにはいかないっ！　この命に代えても、息子の夢は私たちが少しでも守らなければならないんです』

　グレンデルの火炎球が無む慈じ悲ひにもお父さん方を襲い、派手な爆ばく発はつを生み出していく──。

　宙に吹き飛ばされ、為なす術すべもなく地面にたたきつけられるリレンクスのお父さん。

　俺の近くに飛ばされてきたお父さんは──鎧よろいが砕くだけ、体中から鮮せん血けつを噴ふき出させていた。

　リレンクスのお父さんが俺に謝る。

「……すみません、ここまでしかお力になれなくて……」

　俺は首を横に振ふりながらも叫んだ。

「しっかりしてくださいっ！　あんたにはあの子の将来を見てやる義務があるだろうがッッ！　死ぬんじゃないッ！　アーシアァァッ！」

　俺はアーシアを呼ぶっ！　回復が必要だっ！　お父さん方も匙も、治してやってくれよっ！　あの学校を守ろうとした立派な戦士たちをこんなところで死なせちゃダメだっ！

　生きて、この学校に通う子供たちのために、生きなきゃいけないんだよッッ！

　通信から届くアーシアの懸命な声。

『すみません、イッセーさんっ！　他の方々もケガを負ってまして……もう少し、もう少しだけ待っていてくださいっ！』

　……周囲を見み渡わたせば、遠くから鳴なり響ひびく幾重もの爆ばく音おん、衝しよう撃げき、地じ響ひびき。皆みんな、決死の防衛戦をしてくれている……。皆、傷ついて、それでも立ち上がって……っ！

　……俺だけがこんなところで結界に囲われて何もできないんじゃ……皆に顔向けできないじゃねぇかよッッ！

　俺は再びクリムゾンブラスターの準備に取りかかるっ！　ラードゥンは不敵にゲラゲラと笑うだけだった。

『なるほどなるほど、もう一度放ちますか。いいでしょういいでしょう。では、もう一回だけ相手をしてあげましょう。結果は同じでしょうけど！』

　ふざけたことを言いやがって！　──が、その間にも周囲に量産型の邪龍は集まり、完全に俺たち四人組とお父さん方は囲まれてしまっていた。

　……突破して逃にげ出せたとしても、匙とお父さんたちは……助かるかどうか、わからないっ！

　……誰か、誰か、一人でもいい。加勢に来てくれれば打開策が生まれるっ！

「……私がここでっ！」

　小猫ちゃんが意を決して闘気を込め始める。『白しろ音ねモード』になるのだろう。それは最後の手段だ。それを使えば、小猫ちゃんは倒れてしまう可能性がある。

　どうにもならない状じよう況きよう。どんどんこの場での戦せん況きようは悪くなっていく。悔くやしさに歯は噛がみする、そのときだった──。

　俺たちを囲う量産型の邪龍の一体が、大きく飛び上がった。いや、違ちがう。不自然な飛び上がりに違い和わ感かんを覚えてしまう。

　不自然な飛び上がりは一体だけではなかった。次々と上空に打ち上がっていく。そう、巨きよ大だいな邪龍たちが上に投げ飛ばされたかのような光景が展開していた。その奇き妙みような現象は徐じよ々じよに徐々にこちらへ近づいてくる。

　俺の視界に──立ち上る極大の闘気が映り込む。

　ようやく理解できた。量産型の邪龍たちは──殴なぐり飛ばされていたんだと。

　あのヒトが、あの男が、巨きよ躯くの邪じや悪あくなドラゴンどもを拳こぶしのみで吹き飛ばして進撃を続けていたんだ……っ！

　邪龍を殴り飛ばしながら、その男は雄お々おしく現れた。金色の獅し子しを伴ともないながら──。

　サイラオーグ・バアルが、量産型の邪龍を打だ倒とうしながら参上した……っ！

　グレンデルがその光景を見て笑う。

『おいおいおい、雑ざ魚こ邪龍どもをぶん殴って近づいてくるあのクソ野郎は何者だ？』

　ラードゥンが言った。

『おそらく、大王家のサイラオーグ・バアルでしょうなぁ。生まれつき魔力に乏とぼしい悪魔と聞いております。なんでも素手のみでそこの赤せき龍りゆう帝ていと渡わたり合ったとか』

　後方に邪龍の山を築きながら、サイラオーグさんは俺たちのもとにたどり着いた。

「──どうやら、ギリギリで間に合ったか」

　その一言に俺は男泣きした。

「サイラオーグさん……ッ！」

「ああ、遅おそくなってすまなかった。アグレアスの戦せん闘とうはこちらが優勢になったのでな。俺だけでもと送り出されてきた。聖十字架の炎を大量の闘気を使って無理矢理突っ切ってな」

　そうか、あっちは優勢なんだな！　それを聞けただけでもやる気が漲みなぎってくる！

　いや、このヒトが来てくれただけで、俺は……ッッ！

　サイラオーグさんがグレンデルとラードゥンに覇は気きを向ける。

「あの学校を狙ねらっているようだな」

　誰もが、ここにいる全員が、俺ですら、町と学校を守ることのみに専念していた。

　──けど、その男はそれ以上の戦闘意識を高めていた。

　邪龍グレンデル、ラードゥンを激しく睨ねめつけるサイラオーグ・バアルという悪魔がそこにいた──。

「させてなるものか……ッッ！──滅ほろんでもらうぞ、邪龍どもッ！」

　ここから俺たちの反はん撃げきが始まるっ！







　Life.4　若手悪あく魔ま







　グレンデルと対たい峙じするサイラオーグさん。

　グレンデルは不敵に笑う。いや、嬉き々きとしてテンションを上げていた。

『グハハハハッ！　バカみてぇにひたすら拳こぶしを使う大王バアルがいるって聞いてたけどよ、てめえのことか？』

「邪じや龍りゆうグレンデル。話は聞いている。死ぬことすら楽しむ悪あつ鬼きだと」

『グハハハハッ！　悪魔の大王さまに悪鬼だなんて言われるとはよッ！　んなこたぁ、どうでもいい。問題はてめえが俺とやれるのかどうかだっ！』

　邪悪なオーラを体中から滲にじませるグレンデルに、サイラオーグさんは一言告げる。

「──ならば打ちこんでくればいい」

　巨大な邪龍の拳がサイラオーグさんに放たれる！　真っ正面からだっ！　それをあえてサイラオーグさんは避よけずに受けきる！　闘気に包まれた肉体は強きよう靭じんを通り越こして、鋼鉄の防ぼう御ぎよ力を有しており、グレンデルの強きよう烈れつな一発を耐たえきっていた！

　そのサイラオーグさんが今度は反撃を繰くり出していくッ！

「ふんッ！」

　ジャンプしたサイラオーグさんは、闘気にまみれた拳をその顔面目め掛がけてぶちかます！　打だ突とつによる衝しよう撃げき音と余波が空気を激しく震ふるわせた。

　口元に青い血を滲ませながら、グレンデルは心底楽しそうに笑う。

『おほっ♪……マジかよ。生身で体術使う悪魔がいるなんてよ……ッッ！　しかも俺に拳を打ち返しやがったぞ……ッッ！』

　打ち震えるグレンデルはラードゥンに吼ほえる。

『──ラードゥンッッ！　こいつは俺にやらせろ。ああ、やらせろよ。こいつぁ、最高にいじりがいのあるクソ悪魔だッ！　俺がやらなくて誰だれがこいつを殴なぐり飛ばすってんだよッッ！』

　サイラオーグさんに戦意を剥むき出しにするグレンデル。ラードゥンは呆あきれたように首を横に振っていたが──。その邪龍二体の耳元に連れん絡らく用の魔ま方ほう陣じんが展開した。悪魔文字が展開して、何かを伝えているようだった。

　……察するに、ユーグリットがあの二体に指示を送っているように思える。

『俺はここでやらせてもらうぜっ！　せっかく盛り上がってきたのによぉぉぉっ！』

　グレンデルは魔方陣先の相手に反論しているようだ。

　すると、ラードゥンがため息のようなものを吐ついた。途と端たんに俺を囲っていた結界が消失していく。

　ラードゥンは不満げな声でこう漏もらした。

『……わかりました。そちらには私が向かいましょう』

　それだけ言うと、ラードゥンは足あし下もとに転移型の魔方陣──龍門ドラゴン・ゲートを出現させる。一度だけこちらに視線を送ったあと、『では、また』と告げて光と共に消えていった。

　……逃げた？　いや、もしかしてアグレアスに行ったのか？　あっちは悪魔側が優勢だって話だからな。加勢として障しよう壁へきの作れるあいつが呼ばれたのかもしれない。グレンデルも呼ばれたようだが、拒きよ否ひしたんだろうな……。俺たちと戦うためにグレンデルだけは残ったんだ。

　自由になった俺はサイラオーグさんの横について言う。

「こいつはサイラオーグさんだけじゃ、厳きびしい相手です！」

　サイラオーグさんはうなずいた。

「ああ、それは打ち合ってよく理解できた。──だが、俺とおまえが組めばその限りではあるまい？」

　──ッ！

　……俺はその言葉に心の底から、体の芯しんから打ち震えた。徐々に体中が高こう揚よう感に包まれていく。

　このヒトにそんなことを申し込まれて、断れるはずもないっ！

　──ああ、なんてことだ。俺はこのヒトと組んで敵と殴り合えるッッ！

　内に歓かん喜きの波が渦うず巻まいて、戦意がぐんぐんと湧わき立っていく！

「はい、光栄です。一いつ緒しよにこのしつこい邪龍を殴り飛ばしましょうッ！」

「ふふふっ、いい殺し文句だ。獅し子しの衣ころもをまとうには最高の出だしだ」

　サイラオーグさんは金色の獅子──レグルスと共に並んだ。グレンデルに指を突つきつけて言い放つっ！

「──邪龍グレンデル、貴様を冥めい界かいの怨おん敵てきと断定するッッ！　レグルスゥゥゥゥッ！」

『ハッ！』

　レグルスが黄金の輝かがやきを放ち始めたッ！　この現象は──知っているっ！　サイラオーグさんが高々と吼えたっ！

「我が獅子よッ！　ネメアの王よッ！　獅子王と呼ばれた汝なんじよ！　我が猛たけりに応じて、衣と化せェェェェッッ！」

　この一帯全域が震え出す。周囲の風景を吹ふっ飛ばして、サイラオーグさんとライオンが弾はじけていったッ！

『禁手化バランス・ブレイクッ！』「禁手化バランス・ブレイクゥゥゥゥゥゥッ！」

　金色のまばゆい光を周囲に照射しながら、それは現れる。

　──黄金の鎧よろいに包まれた大王。

　これがサイラオーグさんとレグルスの禁手バランス・ブレイカー──『獅子王のレグルス・レイ・レザー剛皮・レツクス』ッ！

　莫ばく大だいな闘気を放ちながら、俺の隣となりに立つ。……あのときは敵だった。でも、いまは違う。共に目の前のクソ野や郎ろうをぶっ飛ばしてくれる心強い仲間だっ！

　真しん紅くの鎧をまとう俺と、黄金の鎧をまとう獅子王を前にしてグレンデルはただただ愉ゆ快かいそうに笑うだけだった。

『──それでいいんだよ。そうじゃなきゃぶっ殺しあいなんて楽しめねぇんだよッ！』

　刹せつ那な、俺とサイラオーグさんが同時に殴りかかり、グレンデルがそれを真っ正面から迎むかえる。俺とサイラオーグさんのパンチがグレンデルに放たれるが、奴やつは両りよう腕うでをクロスしてまともに受けやがった！

　強烈な衝撃音が周囲に鳴なり響ひびき、俺たちのダブルパンチはグレンデルのガードを崩くずした。奴はガードが崩されたその瞬しゆん間かん、驚おどろき、そしてイタズラっぽい笑みを浮うかべて歓喜する！

　サイラオーグさんとグレンデルが──体格差をものともしない殴り合いを演じ始めるッッ！　獅子王の拳が邪龍の顔面に届き、グレンデルのパンチがサイラオーグさんの全身にぶち当たる！　互たがいが互いの急所という急所を殴り、抉えぐり、穿うがち、蹴けって、打ち、また殴り合っていくッッ！

　血しぶきが辺りに飛び散ろうとも、肉体から鈍にぶい音が聞こえようとも、獅子王と邪龍による原始的なまでの殴り合い合戦は止まる気配を感じさせないッ！

　どちらもパワーによる体現者。そこにテクニックも魔ま法ほうも魔ま力りよくも一切灯ともることなどなく、ただの力と力の張り合いだけが展開していた！

　混じりけのない純じゆん粋すいなパワータイプとパワータイプによる意地のぶつけ合いッ！

　…………混ざらなきゃいけない……ッッ！　俺もパワータイプと称された赤龍帝だっ！　この場にいて、そこに混ざらないのは嘘うそだろうっ！

　俺は深呼吸ひとつついたあとで、グレンデルに向かって突とつ進しんしていった！　横合いに顔を殴り飛ばして地じ獄ごくのような打ち合い合戦に合流を果たす！

　サイラオーグさんが一度だけ口元に笑みを浮かべ、すぐに俺と共にグレンデルへの同時攻こう撃げきを仕し掛かけ始めるっ！

　俺の拳が、蹴りが、グレンデルにぶち当たり、その分だけ奴の熾し烈れつな攻撃も俺に届いてくる！　地に叩たたきつけられようとも、宙に投げ出されようとも、一度始めてしまえば、止められるはずもないっ！

　俺とサイラオーグさんは純粋なまでの拳打と蹴りを暴力の塊である邪龍に向けてひたすらに放ち続ける！　これはゴリ押しだ。ただのゴリ押し。殴って、殴って、殴り続けて、グレンデルが倒たおれるのを待つゴリ押し攻撃だ。知ち略りやくの一ひと欠片かけらもありはしない。鎧が砕くだけても、体が悲鳴をあげても、俺たちはバカげるほどのパンチとキックをグレンデルに浴びせ続けたッ！

　しだいにグレンデルは笑みを苦く渋じゆうに満みちたものに変えていくッ！

「「ハッ！」」

　俺とサイラオーグさんの同時パンチがグレンデルの顔面に鋭するどく食い込んだ！

　奴は仰のけ反ぞり──ひざを地面につけた。息をあげるグレンデル。殴り合い合戦をしている間、まともな呼吸なんてできなかったはずだ。邪龍といえど、休む間もない攻撃を食らい続ければいずれ限界は来る。

　俺たちも肩かたで息いきをするほどにこの短時間で体力を使い込んでいた。

『……グハハハハッ！　すげえな。すげえよッッ！　俺を近接戦せん闘とうだけで追おい詰つめようとしているなんてよっ！　俺と戦う奴なんざ、たいてい俺との打ち合いを避さけてハメ技でも仕込んでくるんだがよッ！』

　笑いながら血を吐き付けるグレンデルにサイラオーグさんが言った。

「すまんな。俺にはこれしかできんのでな。──これだけでここまで来た」

　その一言にグレンデルは打ち震えるほどに喜んでいた。奴は後方に一度飛び退のいて体勢を整えようとする！　何かを奥歯でかみ砕く所作──。奴の体の傷が回復していく。

──フェニックスの涙か。そりゃ、奴らは持っているだろうな！

　グレンデルが腹部を肥大させた！　火か炎えんの玉を吐き出すつもりなのだろう！　俺とサイラオーグさんは左右に分かれ、共に横腹に蹴りを放つ。グレンデルは既すんでのところでジャンプして、それを避けながら俺たち目掛けて巨きよ大だいな火炎球を幾いくつも吐き出す！

　俺は即そく時じ直ちよく撃げきを避けて回かい避ひするが、サイラオーグさんは──正面から闘気の拳でその火炎球を霧む散さんさせた！　さっすが、拳で語る男！　邪龍の火炎なんてパンチひとつで吹っ飛ばす！

　火炎が消えたあと──そこにいるはずのグレンデルの姿が消失していた。気配を探ると──上空！　真上だッ！　奴は空から高速で急きゆう襲しゆうしてくる！

「ハッッ！」

　サイラオーグさんは襲おそいかかるグレンデルに一切臆おくすことなく、両足を踏ふん張ばって躊躇ためらうことなく、拳打をぶち込もうとしている！　だが、さすがに一人であれを迎え撃うつのは厳しいだろう！　俺はサイラオーグさんの背後に降り立ち、サイラオーグさんの背中に手で触ふれた！　──この力を譲じよう渡とするっ！

『Transferトランスフアー!!』

　増大された俺の力がサイラオーグさんに流れ込み、闘気を爆ばく発はつ的てきに高めることに成功した！　サイラオーグさんは周囲の地面を吹き飛ばすほどの闘気を拳に込めて、襲い来るグレンデルに向けて──打ち放った！

　アッパーカットの要領で放たれた闘気の拳はグレンデルの顔面に直ちよく撃げきした。奴は顔中の穴という穴から盛大に血しぶきをまき散らしながら地面に勢いよく叩きつけられた！

『グハハハハハッ！　まだまだァァァァァァッッ！』

　笑いながら立ち上がるところに俺が瞬しゆん時じに詰め寄よって、増大させた蹴りをぶっ放す！

　蹴りを受けたグレンデルはたたらを踏み、体勢を大きく仰け反らせたッ！

　それでもまだ倒れずに地に立ち、奴は口からたれる血を手でぬぐった。心底楽しそうな笑みを浮かべている。……相変わらず、戦闘が大好き大好きでたまらないんだろうな。

『……強つえぇな。そっちの大王次期当主のパンチ。食らうたびに体だけじゃなく、俺の魂たましいまで酷ひどく痛む。……魂が痛むって変な言い方だけどよ。実際、意識が飛びそうなぐらい体の奥が痛むんだ。間ま違ちがっていねぇはずだ』

　……サイラオーグさんの闘気がグレンデルの体だけじゃなく、魂にまで届いているというのか？　生命力を高めたものとされる闘気。それを込めたサイラオーグさんの攻撃。思いのほか、この頑がん丈じようなグレンデルにダメージを確実に与あたえているようだ。

　サイラオーグさんが拳を握にぎり直す。

「なるほどな。噂うわさ以上に硬かたい」

　サイラオーグさんもグレンデルの硬さを実感したのか。しかし、この男は不敵に笑んだ。

「だが、やれなくもないだろう。俺と赤せき龍りゆう帝ていの拳が合わされば、その上から殴り飛ばすことができるッ！」

　そうだ。その通りだっ！　俺もそれを感じていた。奴の硬さは相変わらずなのに、なぜだか今回はグレンデルの防ぼう御ぎよ力に以前ほどの脅きよう威いを感じずにいる！

　それは俺が隣に立つ大王次期当主の攻撃力を心底信しん頼らいしているからだろう。リアスの滅ほろびの力とは違ちがう、絶大な破は壊かい力──。この身で味わったことがあるから、俺はわかるんだ。

　──俺とサイラオーグさんの打だ撃げき力があれば、こいつを突とつ破ぱできるっ！

　グレンデルは不気味な笑みを一切薄うすめず、首をこきこきと鳴らしたあと──再び飛び出してきた！　変わらずの正面ッ！　こいつは、愚ぐ直ちよくなまでに真っ正面から殴りかかってくる！　俺たちも直進を開始したっ！

　お互いに正面からぶつかる──というところで奴はジャンプして、俺たちを飛び越こえようとする！　上を取ったグレンデルは直下の俺たちに向けて火炎を盛大に吐はき出してきた！　俺とサイラオーグさんは炎ほのおなんてかまわずに上空に飛び出していった！　こんな熱さがなんだ！　こんな炎がなんだというんだっ！　俺は見せられないんだよっ！　俺はこのサイラオーグ・バアルという男の隣で臆する姿を一切見せられないんだッ！

　──格好悪い姿を、共に殴り合ったこの男に見せるわけにはいかないんだッッ！

　炎を通り抜ぬけた俺たちは同時に拳をグレンデルの腹部にぶちかます！　俺はソリッド・インパクト仕様の巨大になった腕うでからのパンチ！　サイラオーグさんは闘気をこめにこめた一いち撃げきッッ！

　ぶち当たった瞬間、この地区一帯に鳴り響くほどの衝しよう撃げき音が空を駆かけ抜けていった！

　グレンデルの口からゴボッと大量の青い血が吐き出されていく！

　今度こそ、致ち命めい傷しようだっ！　いくら頑丈だろうと、いくら硬かろうとも、いまの一撃は確実に通った！

　──今度こそ、こいつをぶち倒せるッ！

　俺のなかで勝利の喜びが濃のう厚こうになってきたときだった──。

　俺の隣で極大の火柱が立ち上がる──。紫むらさき色いろの炎。十じゆう字じ架かを形作った──。

　炎が止やむと、全身を焼かれ、煙けむりを上げるサイラオーグさんの姿があった。

「…………っ」

　言葉もなくその場に倒れ込むサイラオーグさんっ！

　……攻撃された!?　どうしてっ!?　なんで、あの紫色の炎の柱がここで上がるんだよッッ!?

　突とつ然ぜんの攻撃に驚きよう愕がくする俺。小こ猫ねこちゃんと仁に村むらさんも予想外の光景だったらしく、対応できずにいたっ！　俺は辺りに視線を走らせる！

　俺の耳に高笑いが聞こえてきた！　空からだっ！　見上げるとそこには──宙に展開する魔ま方ほう陣じんの上に人ひと影かげがひとつ！

「おほほほほ、ごめんあそばせ。ついつい超強めの十字架を放ってしまいましたわん」

　紫し炎えんのヴァルブルガッッ!?　なんであの魔ま法ほう使つかいがここにいるんだよ!?　学校の北側──リアスたちと戦っているんじゃないのか!?

　疑問の尽つきない俺だったが、倒れ込んでいたグレンデルが立ち上がって上空のヴァルブルガに文句をつける。

『おいおいおい、横よこ槍やりは止やめてくれや！　クソ魔法使いがよっ！』

「あらあらん。でもでも、苦戦していたようだしぃ？　感謝してほしいわねん」

　……なんてこった！　こんなことで、こんなところで、こんな形でピンチが訪れるなんてよっ！

　地に倒れ伏ふしたサイラオーグさんは全身から煙をあげ、動く気配を見せない。……まずい、あの炎の十字架は聖遺物レリツクだっ！　俺たち悪あく魔まにとって猛もう毒どくどころか、必殺技に等しい！　闘気のおかげで消しよう滅めつは避さけられたようだけど、いくら飛び道具に強い特性の鎧でもここまでまともに浴びた以上、深刻なダメージは否めないだろう！　おそらく、この町を覆う十字架の炎よりも強力なものを浴びせられた。早く治ち療りようしないと……このヒトが……っ！

　俺の視界に漆しつ黒こくの何かが飛来するのが映り込む！　新たな邪じや龍りゆうかと警けい戒かいしたが、それは闇やみ化かしたギャスパーだった！

《ごめんなさい、イッセー先せん輩ぱい！　こいつ、飛び回って戦場をかき乱し始めたんだっ！》

　そう告げてくるギャスパー。なんてこった。この魔ま女じよ、あの魔方陣で宙を走り回っていやがるのかっ！　動き回られて各配置場所で戦っている仲間にあの十字架を放たれたんじゃ、防衛戦そのものの意義が失われる！　まあ、それがあの女の目的なんだろうけどよ！

「うふーふ、ほらほら、可愛いヴァンパイア坊ぼうや。お姉さんはこちらなのよん♪」

　ヴァルブルガはギャスパーを挑ちよう発はつするようにこの場を去っていく！　空中をスキップしながら逃にげやがった！

　俺はギャスパーに言う。

「ギャスパーッ！　俺とサイラオーグさんの手が空あかない以上、あいつの相手はおまえしかいないっ！　止めてくれよっ！」

《わかってますっ！　役に立つかわからないけど、何体か、獣けものを置いていきますから！　待てっ、聖十字架使いっ！》

　ギャスパーは闇の獣を数体ここへ置いてから、ヴァルブルガを追って、この場をあとにする！

　グレンデルが体勢を直すなかで、毒づく。

『けっ！　まあいいさ。うざってぇ速力もこれでちったぁおさまるだろうしな！』

　無造作に奴やつは飛びかかってくる！　倒れているサイラオーグさんを──踏みつけやがった！

「てめぇえええええっ！」

　俺が激高するが、奴は何度も何度も忌いま々いましそうに倒たおれているサイラオーグさんを踏みつけていく！

『殴なぐり合っての殺し合いもいいが──なぶり殺しってのはもっと好きでよぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！　グハハハハハッ！　どうしたどうしたよッ！　立ち上がって自じ慢まんのパンチを見せてみろよぉぉぉぉぉッッ！』

　俺は怒いかりを抑おさえられず、一気に詰め寄ってグレンデルを蹴けり飛ばそうとしたが、奴はすぐに反応して飛び退のいていった！

　サイラオーグさんのもとに駆け寄る俺。その姿に絶句する……。顔は酷ひどい火傷やけど、いまの踏みつけ攻こう撃げきで両足を砕くだかれ、左ひだり腕うでもあらぬ方向に曲がり、全身から血が噴き出ていた。

　……致命傷。もう、戦えない。……クソ。あんな、あんな卑ひ怯きような攻撃で……このヒトが、こんな目に遭あうなんて……ッッ！

　俺はサイラオーグさんを抱だき寄せながら、悔くやしさのあまりに涙なみだを流してしまった。

「……泣くな」

　声に気づき、俺が顔を見ると、サイラオーグさんが目を開けていた。

　──っ。

　サイラオーグさんが俺を除のけて、立ち上がろうとし始めた。

　鎧よろいは砕かれ、全身も砕かれ、プライドさえも砕かれていくなかで、その男は、震ふるえる体を徐じよ々じよに徐々に起こしながら立とうとする──。

　体中から、血が噴ふき出て、口からも赤黒いものを吐き出していくなかで、大王家次期当主がゆっくりと体を動かしていく。

　その前方に、打だ倒とうするべき、邪龍がいるからだ──。

　一切翳かげらない、雄お々おしく猛たけった眼光を向けながら──。

　俺のなかでサイラオーグさんが話したことが蘇よみがえる。

　──この大きくごつごつした不格好な拳こぶしは、ここにたどり着くためにいじめ抜いてきた殴るだけの代しろ物ものだった。

「倒れるわけにはいかぬ……ッ！」

　──だがな、子供たちに体術を教えているなかで、ようやく少しだけ理解したのだ。

　グレンデルがその様を見て笑う。

『あの建物がそんなに大事なのかよ。たかが学校とかいうもののひとつぐらいを、大王家の次期当主さまが、命をかけてまで守るなんてよ……バカ丸出しだぜっ！』

　サイラオーグさんは一歩、また一歩、全身から血を噴き出させながら、突つき進む。

　戦意の灯った声を漏もらした。

「──命をかけるほどの価値があの学まなび舎やにはあるのだ……ッ！」

　──ああ、滅びの力を宿さずに生まれた俺はこれを教えるために生まれてきたのかもしれない、と。

「……俺は……たくさんのものを犠ぎ牲せいにしてここまで来た。……だがな、もう十分なのだ……。学べなかった者は俺だけでいい」

　ついにグレンデルの前に再び立ちふさがったその漢おとこは、拳を構えた。

「孤こ独どくに拳を打ち続ける日々は終わった。──あそこには教える者と学ぶ者が集つどうのだ」

　その拳に──白い発光現象が蘇った。

「……滅びの力が宿らぬ拳なれど、それでも貴様に滅びを贈おくろう……ッ！　我が名はサイラオーグ・バアル……ッ！　大王バアル家次期当主なりッ！」

　もう、ろくに動けないはずの足で飛び出していくサイラオーグさんっ！

　グレンデルも体力に余力がないはずなのに、正面からそれを迎むかえ撃うつッ！　サイラオーグさんが右みぎ腕うでに渾こん身しんの闘気を込めて、グレンデルに殴りかかる！　グレンデルもそれを躱かわす余よ裕ゆうもなく、一発受けるが──すぐにカウンターのごとくサイラオーグさんを地面に叩たたきつけた！

　サイラオーグさんが再び地に倒れ伏すなかで、グレンデルもまた体をよろめかす。

　自分が予想以上のダメージを受けているとわかった邪龍は首を横に振ふったあとに狂喜の笑みを浮かべて言う。

『……チッ！　こりゃ、どうにもならねぇなっ！　グハハハハッ！』

　笑う奴の耳元に連絡用の魔方陣が展開する。そこから伝達してきたものを聞いて、グレンデルは一転して憤ふん怒ぬの形相となった。

『ここで退ひけってのかよ!?　冗談じゃ──。……クソッタレ、だから聖せい杯はいを盾に取るなって言ってんじゃねぇかよ……っ』

　そこまで言って、奴は舌打ちする。……ユーグリット辺りが無理矢理言い聞かせた？

　奴の近くに魔方陣が展開した。──龍門ドラゴン・ゲートッ！　逃げるつもりだっ！

　グレンデルは龍門ドラゴン・ゲートのほうに歩を進めながら哄こう笑しようする。

『撤てつ退たいさせてもらうぜ！　また体を新調してよぉ、またまたてめえらとケンカしにきてやるぜ？　グハハハハハッ！　聖杯さえあれば、クソみてぇに楽しいケンカが無限に堪たん能のうできんだもんなぁぁぁッッ！』

　俺はグレンデルを逃がさないよう、すぐに飛び出す！

「待て、グレンデルッ！」

　しかし、龍門ドラゴン・ゲートは輝かがやきを強めてジャンプの準備を整えていく。

　クソ……ッ！　クソッタレ……ッッ！　またあいつを逃がすのか？　また、あいつが襲おそいかかってくるのか？　何度、俺たちはこのグレンデルを逃がせばいい!?

　だが、龍門ドラゴン・ゲートへ歩を進めるそのグレンデルの足が止まった──。

　奴の尻尾しつぽをつかむ者がいたからだ。




「──逃がす、ものか……ッッ！」




　もはや、立ち上がることすら不可能とされたサイラオーグさんが、グレンデルの尾おを強くつかみ取っていた──。

　その事実にグレンデルが驚愕する。

『──ッッ!?　て、てめえええっ！』

　ひざをつくサイラオーグさんを巨きよ大だいな足で何度も何度も踏ふみつけるグレンデル！　その表情には、怒りと共に──畏い怖ふの色も見え始めていた。

『しつけぇぇんだよッ！　このクソ悪魔がぁぁぁぁっ！』

　邪龍グレンデルの声こわ音ねに明らかな焦あせりが含ふくまれているように思える。

　どう見ても圧あつ倒とう的てきに奴のほうが勝まさっている。有利だ。サイラオーグさんの体は限界を通り越こして、立ち上がることすら叶かなわない。

　それなのに、あの尾を絶対離はなすように思えない。手を緩ゆるめる気配すら感じられない。

　いまだ戦意を灯らせた双そう眸ぼうのサイラオーグさんが不敵な笑みを浮うかべる。

「……ふ、ふふっ……。兵ひよう藤どう一いつ誠せい、どうやら俺の諦あきらめの悪さは……しつこいことで有名な邪龍自らのお墨すみ付つきをいただいたようだ」

　尻尾をつかみながら、サイラオーグさんはゆっくりと立ち上がっていく──。

　もう、足は動かないはずだ。なのに、なのに獅し子し王おうは気合いと共に体を揺ゆり動かしていく──。

「ぬ、ぬおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　痛みを乗り越えた、魂たましいの叫さけびを放ったサイラオーグさんは──ついにグレンデルの前に構えた。

　その光景を見て、あの剛ごう胆たんなグレンデルが──初めて戦せん慄りつする。もう、動けないはずの男が、死にかけているはずの男が、戦意を一切薄うすめずに、いや、さらに濃こくして己の目の前に立ちふさがったからだ。

『…………ッッ！　クソがぁぁぁっ！……た、立ち上がるのかよ……ッッッッ！　なんで立てんだよッッ！』

　サイラオーグさんは戦意に満ちた瞳ひとみで言う。

「──おまえを滅ほろぼすためだ」

『──ッッッ！』

　死にかけの男が言い放った一言。戯ざれ言ごとと取られてもおかしくない言葉は、何よりも真意を帯びて邪龍を恐おそれ戦おののかせる。

　サイラオーグさんが言う。

「兵藤一誠、俺だけでは仕留め切れん。共に決めようではないか」

　俺は喜んで応じるっ！

「はいッ！　サイラオーグさんッッ！　決めましょうッッ！」

　俺は前方に飛び出し、クリムゾンブラスターの準備をし始める！　いまだ奴の尾を強くつかむサイラオーグさん。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ！」

　気合い一いつ閃せんでサイラオーグさんは尾をつかんだまま、奴の巨きよ体たいを──空中に投げ出したッッ！　俺はそこへ目め掛がけて極大のオーラをぶっ放すッ！

　奴に直ちよく撃げきする俺のクリムゾンブラスターッッ！　もはや、空中で避よける余裕すらもグレンデルにはなかったようだ。爆ばく発はつ音おんを鳴なり響ひびかせて落下していく。

　俺の眼下で、一人の男が静かにその構えを作りだしていた。俺の脳のう裏りに体育館で子供たちに拳打を教えていたサイラオーグさんがフラッシュバックする。




　──いいか、パンチというのは腰こしをおとして、体全体から打ち出すように一直線に前へ突きだすのだ。




「……はい、サイラオーグさん……ッ！」

　号ごう泣きゆうしながら返事をする俺の前で獅子王の一いち撃げきが、鋭するどく、確実に暴挙の塊かたまりである邪龍グレンデルの腹部に突き刺ささった──。

　グレンデルが口から残り全部の量とも言えるほどの血ち反へ吐どをぶちまけて、地面に叩きつけられていく。

　もう、動く気配すらないグレンデルは息も絶えそうな声音で漏らす。

『……クソッタレ……。……マ、マジかよ……ッ。……こ、この俺が……？　あの滅びの姫ひめさんといい……。俺は……滅びの血筋に……。……嘘うそだろ……ちくしょう……なんで俺が……こんな……』

　あのしぶとい邪龍がぴくりともしないのを確認すると、小猫ちゃんが前に飛び出していった。

「……姉さまと修行をしたある術を試してみます！」

　小猫ちゃんはそう言うなり、周囲の気を集めて、自身の闘気と同調させて、全身から発光現象を起こす！　例の『白しろ音ねモード』だっ！

　魅み惑わくのお姉さんの姿になった小猫ちゃんは火か車しやを出現させて、何かの陣じんを描えがくようにグレンデルを囲った。

　小猫ちゃんが片手で印を結ぶと、火車が回り出して、グレンデルを中心に真っ白い魔ま方ほう陣じんが生み出された！

「……邪龍の魂を封ふうじます！　イッセー先せん輩ぱい、鎧の宝ほう玉ぎよくをひとつでもいいのでください！」

　小猫ちゃんにそう促うながされて、俺はすぐさま鎧よろいから宝玉をひとつ無理矢理取り出して、小猫ちゃんへ放り投げた。キャッチした小猫ちゃんはそれを魔方陣の中央にいるグレンデルに放って、手で印をさらに結んだ！

「邪龍グレンデル！　その魂よ、常とこ闇やみと閃せん耀ようの狭はざ間まに眠ねむれっ！」

　呪じゆ文もんを口にした刹せつ那な──。魔方陣がいっそう光量を増して、辺り一帯に閃光を放つ。

　光が止んだとき、そこにあったのは──グレンデルの形をしたくずれた土の塊と、深緑色に輝く宝玉だった。

　小猫ちゃんがほっと安あん堵どの息を吐はきながら言う。

「……姉さまと話していたんです。聖杯で何度も肉体を再生されたのでは、やっていられないと。ならば、その魂を封じればいいと。仙術の応用で相手の生命力を封じる術がありますから、それを練習していたんです。けれど、私だけでは無理です。そこで、赤せき龍りゆう帝ていの宝玉ならば可能かもしれないと姉さまからアドバイスをもらいまして……。ぶっつけ本番でしたが、なんとかなったようです」

　それで封じたわけか。すげえや、小猫ちゃんっ！　確かに魂さえなんとかできれば聖杯で再生することも叶わないわけか。あいつらがしぶとかったのも意識の断片からでも魂を再生できたからだ。てか、魂が抜ぬけてしまうと、肉体は土になっちまうのかよ……。

　……いや、本当にこれだけでこいつらを封じられるのか？　不安がる俺に小猫ちゃんは補足説明をくれる。

「帰ったら、天界などに任せてこの宝玉に多重の結界を張ってもらいましょう。意識が漏もれないように今度は強固な結界で封じてしまうんです」

　なるほど、それなら封じられたグレンデルも出てこられそうにないな。そっか、これが邪龍対策となるわけだ。これなら、倒たおしたあとに聖杯による再生を恐れなくてもいい。

　すごい。小猫ちゃんと黒くろ歌かがいれば、邪龍退治の後始末も心配しなくてよくなる！

　グレンデルの封ふう印いんが済み、小猫ちゃんが元の姿に戻もどるが──疲ひ弊へいが祟たたったのか、その場に倒れてしまった。仁村さんが支えてくれたが……匙さじと子供たちのお父さんたちもケガを負っているので、この場に長居はできない。

　俺は倒れ込んだサイラオーグさんを抱だきかかえる。

「サイラオーグさんっ！」

「……俺なら無事だ……」

　まともに体を動かせないはずなのに、サイラオーグさんは笑みを作ってくれた。

　……グレンデルに勝った。完全勝利だ。あのしつこかった邪龍に俺たちはようやく勝てたんだっ！　このヒトの邪龍を超こえる執しゆう念ねんがあったからこそ、逃にがさずに仕留められた。

　サイラオーグさんが腫はれ上がった顔で微笑ほほえむ。

「……冥めい界かいの子供たちは、我ら悪あく魔まの財産だ。皆みんなで守ろうではないか」

「…………はいっ！」

　大罪の暴龍クライム・フォース・ドラゴン──グレンデル。俺たちはついに撃げき破はに成功した。これが、『Ｄ×Ｄ』最初の戦果となった──。

　その後、どうにか駆かけつけてくれたアーシアとロスヴァイセさんによって、怪け我が人の治ち療りようがおこなわれた。皆みんな、命に別状はなかったが、体力の消しよう耗もうはあまりに激しかった。他よ所そで戦うメンバーもここと変わらず苦戦の一いつ途とらしい。

　そのすぐあとにソーナ会長から指示が飛んでくる。

　──全員、後退して学校の周囲に集合せよ、と。

　それはゲンドゥルさんたち魔ま法ほう使つかいによる新型の転移型魔方陣の完成が間近に迫せまった証しよう拠こだった。




　　　　─○●○─




　襲いくる量産型邪龍を蹴け散ちらしながら、俺たちは学校の眼前にまで到とう着ちやくした。俺の視界に仲間たちの奮ふん闘とうぶりが飛び込んでくる。

「遅おそかったね、イッセーくん！」

「ヤマ場に駆けつけるなんて、まるで物語の主人公だなっ！」

　木き場ばとゼノヴィアが息をあげながらも邪龍を一刀両断していた。木場の顔色は……酷ひどく悪い。グラムを使ったんだな。真しん羅ら副会長が悲ひ哀あいに満ちた眼まな差ざしを俺に送っていたので、すぐにそれを理解したよ。

　続々と合流するメンバーは、皆、激しい戦せん闘とうのせいか、服はボロボロに成り果て、疲つかれた表情をする者ばかりだった。ギャスパーだけはいない。いまだにあのヴァルブルガを追ってこの町の上空を飛び回っているのだろう。

　リアスがケガを治したばかりのサイラオーグさんに駆け寄る。

「サイラオーグ！　来てくれたのね！」

「ああ、アグレアスではこちらが優勢になったのでな」

　俺はリアスや仲間たちにサムズアップをして見せる。

「……グレンデルを完全に倒しましたっ！」

　その報告に皆が歓かん喜きした。小猫ちゃんが宝玉を見せて、皆に一通りの説明をし終える。それを聞いてイリナが言う。

「わかったわ。ここを無事に抜け出せたら、ミカエルさまに報告してみるから」

　その後、俺たちは学校の前で防衛戦を展開する。この学校の周囲を丸ごとソーナ会長の水の結界（俺の譲渡で強化済み）が覆っており、邪龍の火炎が飛んできても相そう殺さいできるようになっていた。近辺のあらゆる場所に捕縛用トラップも仕掛けてあって、奴らが近寄るだけで発動してくれる。

　むろん、俺たちも直接量産型の邪龍と戦っていく。消耗の激しい仲間や子供たちの親御さんには後方から援護してもらう形となり、体力の余っている者たちで邪龍に立ち向かう。

　剣士組の木場、ゼノヴィア、イリナ、『騎士ナイト』巡めぐりさん、ベンニーアがお互いをサポートしながら斬ざん戟げきを繰り広げ、敵からの一斉放射からは『戦車ルーク』組となるロスヴァイセさん、ルガールさん、由ゆ良らが防ぎ、反撃を加えるという絶妙なチームプレイを張っていく。真羅副会長のカウンター系神器セイクリツド・ギアも複数同時に現れるほど進化しており攻撃をはね返す。

「……消えてもらいます！」

　白音モードとなっている小猫ちゃんの火車は特に効果が絶大だ。邪龍が為なす術すべもなく、塵と化していく。彼女の浄化は必殺に近い。──が、息をあげているため、あの状態はそう維持できないだろう。小猫ちゃんのサポートは『兵士ポーン』仁村さんがしてくれる。

「ふんっ！」

「くらいなさい！」

　サイラオーグさんやリアスのように単独でも十分に複数を相手にできる者は一気に敵を屠ほふり去っていった。朱あけ乃のさんが防御魔法＋雷光で二人の『王キング』を強くサポートする。

「おりゃ！　次の譲渡は──」

　俺は戦場上空を飛び回り、邪龍を殴り飛ばしながら、譲渡の力を高めて誰かに渡す形で戦う。譲渡の指示は主にソーナ会長だ。

「イッセーくん！　次は剣士の誰かに譲渡を！」

　会長は水の結界を維持しながら、的確に俺たちを導いてくれた。その会長を守るようにダメージが色濃い匙と『僧侶ビシヨツプ』二人組である花はな戒かいさん、草くさ下かさんが配置されている。

「回復を……っ！」

　そして、懸命に動き、俺たちを強力なまでに支えてくれるのは、回復役のアーシアだ。疲労の色は誰よりも強いが、それでも傷ついた仲間に回復の光を飛ばしてくれた。

　決死の攻防戦をしていると、学校のほうでまばゆい閃光があふれ出し始める。

　……転移の光だっ！　しだいに学校全体を包み込むように大きく広がっていく転移の魔方陣。これを利用すれば、この場にいる住民を町の外に連れ出すことができる！　そのあとは、この一帯を覆おおう結界がなくなるまで、戦うしかない！　消耗戦になりそうだけど、この結界が無限に続くというわけでもないだろう。会長やゲンドゥルさんの話では、いくら凶きよう悪あくな邪龍がここを封じたからといって、限度があると口にしていた。……奴やつらの術が切れるまでどうにかもちこたえればいい。

　そう、思し慮りよしている俺だったが、一向に転移が始まらない状じよう況きように皆が訝いぶかしげに首をかしげていた。

「……様子がおかしいですね。下で何かあったのかもしれません」

　ソーナ会長が小型魔方陣を展開して地下シェルターの魔法使いに連れん絡らくを取ろうとしたときだった。

　魔方陣が怪あやしい輝かがやきを放ち始めて、一筋の光線をあらぬ方向に飛ばしたんだっ！

　転移とは違ちがう現象に仰ぎよう天てんする俺たちは、光線が向かう先に視線を投げる！

　──遠目に空中都市アグレアスが望めた。

　大きく広がる転移型魔方陣の光がアグレアスに放たれ続けていくなか、高笑いが辺りに響き渡わたった。

　俺たちが見上げる先には──例の紫し炎えんのヴァルブルガ！　ギャスパーも追って到着したが、どうやら仕留めきれずに逃げ回られてしまったようだ。

　ヴァルブルガは口元に手をやり笑い続ける。

「おほほほ、残念でしたわねぇ。アグレアスとここを攻せめるというのは建たて前まえですのん」

　ソーナ会長が言う。

「──納得しました。本当の狙ねらいはアグレアスそのもの、ですね？　あれは、旧魔ま王おうの時代から存在する浮ふ遊ゆう島です。いまだ島の原理を現政府──アジュカ・ベルゼブブさまの研究者たちが解かい析せき中のものでした。旧魔王──つまり、前ルシファーの息子むすこたるリゼヴィム・リヴァン・ルシファーはあの島自体を欲ほつしたということです」

「おほほほ、さすがはシトリー次期当主さま。ええ、そのとーりですのん。リゼヴィムおじさまはどうやら空に浮うかぶあの島自体に興味がおありのご様子でしてねん。今回、このような方法でいただくことにしましたのよん。──この町に集つどう名だたる魔法使いの皆みなさんの転移魔ま法ほうを利用することで。あの魔法使いのなかにわたくしたちと通じている者がおりましてよん！　いままさに発動するというギリギリの瀬せ戸と際ぎわで、皆で作った魔方陣を、アグレアスに向けて放つよう調整しましたのよーん！　作戦は成功みたいですわねん」

　……なんてこったよ！　あの魔法使いのなかに裏切り者が!?

　驚おどろく俺の横でリアスが苦虫を噛かみつぶしたように言う。

「……最初から、計画されていたのね。……このタイミングでこの一帯すべてを囲うことも、この町で集会を開いたのも、すべてあのアグレアスを外に転移させて奪うばうため……っ！」

　……普ふ通つうにやったんじゃ、アグレアスは奪えない。だから、この一帯を結界で覆った。でも、それだけじゃアグレアスは取れない。そこで、６６６スリーシツクスの研究を進める名うての魔法使いの集会を利用した。集会に集まる魔法使いに奴らの仲間を潜もぐり込ませた。その上で魔法使いの魔法を一部だけ封じてここを囲えば、内部でこういう話し合いがもたれる。

　──町の住民を転移させる大おお掛がかりな新型魔方陣を皆で作ろう。

　結果、それは作り出され、展開した。……発動するギリギリのタイミングで横合いから、敵工作員の魔法使いが形式に一部変へん更こうを加えてしまう。その変更した形式が──アグレアスに向けて、転移の光を放つこと！

　遠目に見えるアグレアスが、転移の光に包まれていく。

　ソーナ会長が生徒会メンバーに目配せする。生徒会の花戒さんと草下さんが素早く対応して、地下シェルターのほうへ走って行った。地下がどうなっているか、様子を見に行ったのだろう。

　……けど、俺もようやくわかったぜ。奴らが三時間待ったのも、それが転移の魔方陣が出来上がる時間だとわかっていたからだ。

　すべて、アグレアスを奪うために仕組まれたもの！　あいつら、どこまで冥界の事情に食い込んでやがるんだ!?

　リアスが理解した上で悔くやしそうに拳こぶしを握にぎる。

「……前魔王を支持する悪魔は、いまだに多いわ。特にルシファーの名は偉い大だい。もし、その前ルシファーの息子が現れれば、惜おしみなく力を貸す者が出てもおかしくない」

　ソーナ会長が問う。

「あの島で何をする気ですか？　いえ、あのアグレアスに何があるというのですか？」

　ヴァルブルガがアグレアスのほうに視線を向ける。

　アグレアスが……転移の光に包まれて、ついには消えていった！……丸ごと、空中都市が転移しちまったよ！　アグレアスだけ結界の外に出られるよう術式を変えられたのか！

「それは──」

　ヴァルブルガが、嬉き々きとして話そうとしたときだった──。彼女の耳元に連絡用の魔方陣が展開する。それをふんふんと聞いていたヴァルブルガだったが──途と端たんに笑みを消して、頭上を見上げたっ！

「……まさかっ！」

　驚きよう愕がくするヴァルブルガ！　俺たちも上を見上げれば──なんと白い空にヒビが入っていた！　それはつまりこの一帯を覆う大規模結界に何かが生じた証拠だっ！

　そのヒビはしだいに広がり、大きくなって、徐じよ々じよに結界が砕くだけていく！

　ついには冥界特有の紫色の空が望めるようになった！

　──結界が壊こわされたっ！

　誰だれだ!?　誰がやった!?　内部にいた俺たちではない！　たぶん、外側から攻こう撃げきをかけて結界を壊したんだっ！　いったい、誰が外からこの結界を──。

　俺たちの眼前に一条の閃せん光こうが、流星のごとく降った。その閃光は学校の校庭に突つき刺ささる。

　俺はその校庭に突き刺さったものを見て心底ビックリするっ！

　──黄昏の聖槍トウルー・ロンギヌスッッ！

　……マジかよっ！　なんでその槍が降ってくるんだよ!?　そいつは、その槍の持ち主はもう……っ！

　皆もこの光景に言葉を失っていた！

　しかし、待てど、聖槍の持ち主は姿を見せない。すると、聖槍は転移してこの場から消えていった！

　ヴァルブルガが、嘆たん息そくする。

「……まさか、ここでこんなことになろうとは。けれど、もう遅いですわん」

　ヴァルブルガは指を鳴らす。──と、残っていた量産型邪龍が一いつ斉せいに集結して、学校を囲んだ。かなり俺たちの攻撃で減らしたはずなのに、まだあと百数十体はいそうだ……。

　……作戦が成功してもなお攻撃を仕し掛かけてくるってかっ！

　ヴァルブルガは醜しゆう悪あくな笑みを浮かべながら、言い放つ。

「わたくし、殲せん滅めつするのが大好きですのん。お疲れのようですけれど、もう少しわたくしと遊んでくださいましねーん♪」

　ふざけた口調でそう言う彼女は、傘かさを振ふり下ろす。それが合図となって、量産型の邪龍が一気に俺たちのほうに降下をし始める！

　体力の消しよう耗もうが激しいサイラオーグさんもケガが治ったばかりの体にむち打って立ち上がった。

「やるぞ、リアス、ソーナ・シトリーッッ！　ここで止めねば末代までの恥はじだッッ！」

「「ええっ！」」

　リアスと会長が異口同音に応じた！

　俺も量産型邪龍を迎むかえ撃うつために空へ飛び出していくが──俺の視界に嫌いやな動きが映り込む！　ヴァルブルガが、手元を──学校のほうへ向けたのだ！

　刹せつ那な──、校庭に炎ほのおの十じゆう字じ架かが上がる！　一部、施し設せつを吹ふき飛ばしてしまった！

「学校がっ！　ダメェェェェェッッ！」

　ソーナ会長が悲鳴に近い声をあげた。会長は校庭のほうに走って行く！　無茶だ！　会長一人であの聖遺物レリツクの炎を受け止めようとするのか!?　そんなことをすれば消しよう滅めつは免まぬがれないっ！　いつもの冷静な会長はそこにいなかった。

　……学校が、宿願であった学校が目の前で燃やされる。それがたまらなく嫌なんだ。いつだって、静かで鋭するどく、的確な指示を出す会長が感情を露あらわにして校庭に向かっていく。

　会長一人で行かせたら、危険だ！

「私が行きます！」

　ロスヴァイセさんがそう言うなり、魔方陣を展開して空中へ飛び出していく。会長にすぐに追いついて、校庭にたどり着いた。防ぼう御ぎよ用の魔方陣と結界を作ろうと術式を編んでいく！

　そこへヴァルブルガの炎が襲しゆう来らいした！

　紫色の炎が会長とロスヴァイセさんを襲おそうっ！　二人が展開した防御型魔方陣でなんとか炎を防いでいるようだが……炎の勢いは強く、しだいに魔方陣が崩くずれ始めた！　このままじゃ、直じきに燃やされてしまう！

「あの魔ま女じよを狙いなさい！」

　リアスの指示が飛ぶ！　俺たち眷けん属ぞくは目標を邪龍からヴァルブルガに変えて、一斉に飛びかかるが、その魔女は自分の周囲を囲うように紫の炎を出現させる！

「おほほほほっ！　その炎、触ふれるだけで悪あく魔まは致ち命めい傷しようですわん！」

　うかつに触さわれないなら、砲ほう撃げきでぶっ飛ばすまでだっ！　俺とゼノヴィア、遠えん距きよ離り攻こう撃げきが可能な者が構えて、オーラを溜ためていく！　しかし、それを邪じや魔ましようと、量産型の邪龍が俺たちに向かってくる！　クソ！　これじゃ、こいつらが壁になって、あいつにまで砲撃が届かないっ！

　俺たちが苦戦するなか、ヴァルブルガは手を止めずに炎の十字架を校庭に撃っていく！　二度、三度と連続で繰くり返されるなかで、会長とロスヴァイセさんの魔方陣が崩れかける！　次に受けたら危険という状じよう況きようで、さらに炎の十字架が撃たれる！　邪龍を退しりぞけて、ヴァルブルガに届いたときには、それが放たれたあとだった！

　会長とロスヴァイセさんを紫炎の十字架が──。

　だが、その十字架は二人の眼前で凌しのがれる。二人の前に立ち、炎の十字架を正面から受けた者がいたからだ。

　──黒い炎を身にまとった匙がそこに立っていた。

　会長の盾となり、匙は聖遺物レリツクの炎に身を焼かれていくっ！　黒い炎で相そう殺さいしきれずに、紫色の炎は匙を燃やしていくっ！

「あああああああああああああああああああああっ！」

　苦痛の声をあげる匙！

「逃にげなさいッ！　サジ、このままでは死んでしまいますっ！」

　会長が叫さけぶが、匙はどかず、ひたすらに炎の十字架を押さえ込もうとした！

　匙が……全身を焦こがしながら、吐と露ろし始める。

「……俺は兵藤になりたかったんだ」

　黒い炎が徐々に薄うすまりながらも匙は続ける。

「……兵藤は俺と同期の『兵士ポーン』で……エロすぎて、下品で、どうしようもなくスケベな奴やつだけどよ……いっつも一いつ生しよう懸けん命めいで、仲間のために、誰かのために、真っ直ぐに突っ込こめる男でさ……」

　紫炎が……匙を包み込んでいく。

「兵藤みたいに強く、誰かに頼たよられるような男になりたかった。でも、俺が一歩近づけば兵藤は五歩も十歩も先に行っちまう。どんなに鍛きたえてもあいつは俺を遥はるかに超こえていくんだ。『ああ、俺はこいつを絶対に超えられないんだ』ってわかっちまった瞬しゆん間かんに……俺は……心底悔しかった」

　匙は悔しそうに言ったあと、晴れやかな笑みを浮うかべた。

「でも、違ちがったんだ。兵藤には、兵藤のやりたいことがあって、それに無我夢中だったからこそ、あいつはいつでも自分を高めていけた。俺があいつを超えられないのは当たり前だったんだよ。俺は兵藤じゃなかったんだからさ。それに気づいたのが最近ってのが笑えるよな……」

　匙の眼光に戦意が戻もどる。黒い炎を……少しずつ少しずつ、盛り返させていくっ！

「──俺は兵藤になれない。でも、俺にもやれることがある。やりたいことが見つかったんだよッッ！」

　匙は心の底から叫んだ──。

「俺は……ッ！　『先生』になるっ！　あの子たちに！　これからあそこに通うであろう子供たちに教えてやるんだッ！　そいつにしかできないことが必ずあるってことをッッ！」

　匙のうしろで、会長が──嗚お咽えつを漏もらしていた。わかったのだろう。自分の眷属の覚かく悟ごを。自分の夢が、匙の夢になっていたことを。

　その光景を見ていたヴァルブルガが愉ゆ快かいそうに笑った。

「おほほほほほほほっ！　無む駄だですわよん！　だって、いますぐあなたとその学校はわたくしに燃え萌もえにされて燃え尽つきてしまうのですものん。さ、燃えちゃいましょうね♪」

　ヴァルブルガが、十字架の出力をあげようと手を差し出した。そのときだった。

　匙の横に──黒い大だい蛇じやが、出現する！──ヴリトラだっ！

『遅おそくなったな、我が分身よ』

「ヴリトラッ!?　神器セイクリツド・ギアの深しん奥おうから帰ってきたのか!?」

　匙の言葉にヴリトラは目を輝かがやかせて不敵な笑みを作る。

『ああ、帰った。しかし、分身よ。少し見ない間に、随ずい分ぶんと成長したように見えるぞ』

「……ああ、いまならいけそうだ。吹っ切れたからよ」

　そうつぶやく匙。匙の体を──異様なオーラが包み込みだした！　あれは……見たことがある！　そう、木場が聖せい魔ま剣けんとなったとき、英えい雄ゆう派が神器セイクリツド・ギアを強化したとき、俺が赤龍帝ブーステツド・ギアの鎧・スケイルメイルをまとったときと同じ現象だっ！

　ヴリトラが吼ほえる！

『聖遺物レリツクの使い手よッ！　我が漆しつ黒こくの炎を舐なめてくれるなっ！』

「ああ、いこうぜ、ヴリトラッ！　余計な回り道をしちまったけど、いまならいける！　おまえとなら──ッ！」

『我が分身よ。待ちくたびれたぞ、おまえが気づくことにッ！　さあ、見せつけてやろうぞッ！　「黒邪の龍王プリズン・ドラゴン」と称しようされし、邪炎の力をッッ！』

　匙とヴリトラが黒いオーラに包まれて、漆黒の炎を身に纏まとい始めた！

「『禁手化バランス・ブレイクッッッ!!』」

　黒いオーラが弾はじけ、そこに現れたのは、暗黒の鎧を身につけた俺のダチ公！　全身から黒い触しよく手しゆのようなものをいくつも生やし、漆黒の炎を滾たぎらせていた。

　禁手バランス・ブレイカーを果たした匙が叫ぶ。

『──「罪科のマーレボルジエ・獄炎龍王ヴリトラ・プロモーシヨン」。地じ獄ごくの業ごう火かに等しい俺──いや、俺たちの黒炎とあんたの聖なる紫炎、どちらが強いか、一丁勝負だッ！』

　匙の声はヴリトラと混ざったものとなっていた。そうか、二人は同化したんだ！　想いが重なったからこそ、二人はここに至ったっ！　こういう禁手化バランス・ブレイクもあるのか！

　リアスが言う。

「マーレボルジェ！　地獄の最下層のひとつ上の階層のことよ。悪意を持って罪をおかした者が行き着くという場所！」

　匙は紫炎の十字架をいともたやすく霧む散さんさせ、ヴァルブルガに向かって飛び出していった！

　そこへ邪龍どもが襲いかかるが──匙の鎧に生える無数の触手が周囲の邪龍を捕らえる！　触手に繋がれた瞬間、邪龍はオーラのすべてを吸われていき一瞬で塵と化していく。

　匙の周りに視認できるほどの呪じゆ詛そが浮かび上がり、空一面に広がっていった！

　真羅副会長が恐々としながら言う。

「……あれほどの呪のろいを放つ禁手バランス・ブレイカー……っ！　うかつに近寄れば呪殺されるわ！」

　事実、量産型の邪龍どもが呪詛に取り憑つかれて次々と地面に落下していった！

『あんたの紫炎と俺の黒炎！　どちらが上か決めようかっ！』

「おもしろいわ、おもしろいわねん！」

　嬉き々きとしてそれを受け入れたヴァルブルガと匙の炎対決が空中で巻き起こり始めた！

　加勢したい──と思うのだが、量産型の邪龍はまだ残っている！　いいぜ！　じゃあ、とことんまで殲滅戦に付き合ってやらぁっ！
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　気合いを入れる俺だったが、アーシアが声を張る！

「──っ！　ファーブニルさんのオーラを感知しました！　おそらく、ドライグさんたちと共に神器セイクリツド・ギアの深奥から帰き還かんされたのだと思います！」

　そうか、そういうことだよな！　ヴリトラが帰ってきたということは、他のドラゴンたちも戻ったということだ。

　俺の宝ほう玉ぎよくも点てん滅めつした。ドライグの意識を感じる！

『ああ、戻ったぞ、相棒』

　おおっ！　待っていたぜ、相棒！　それでどうだった？

『任せろ。なんとかなった。とりあえず、ここを突とつ破ぱしたら、話し合おうか』

　わかった！　んじゃ、とっとと片付けますかね！

　アーシアもファーブニルを呼ぶために龍門ドラゴン・ゲートを展開する！

「──我が呼び声に応こたえたまえ、黄金の王よ。地を這はい、我が褒ほう美びを受けよ！　お出いでください！　黄金龍君ギガンテイス・ドラゴン！　ファーブニルさんっ！」

　召しよう喚かんの呪じゆ文もんが終わると、輝きが増して一気に弾ける！

　黄金のオーラと共に現れたのは──クッキング帽ぼうを被かぶったファーブニルだった！……って、クッキング帽!?　なぜにそれを被っているんだ!?

　すると、この戦場に場ば違ちがいな軽快なＢＧＭが流れ出す。それは、さながらお昼の料理番組を思わせるＢＧＭだ。

　ファーブニルが重い口を開いた。

『こんにちは、ファーブニル三分クッキングにようこそ』

　ファーブニルは気がどうにかなったようにしか思えない台詞せりふを吐はいて、横に調理場を出現させたっ！　なんでキッチンがここに出てくるの!?　ツッコミが止まらない俺！　もう見守るしかない状況で奴はいきなりこう述べる。

『今日のお料理は、「ディアボラ風アーシアたんのおパンティー揚あげ」です』

　……言葉もない俺たちを置いて、ファーブニルは材料が書かれたフリップを見せる。

『材料はこちら』





○ディアボラ風アーシアたんのおパンティー揚げ

材料


・アーシアたんのおパンティー　適量

・たまねぎ１個　みじん切り

・ニンニク１個　みじん切り

・オリーブオイル

・赤唐とう辛がら子し１本　みじん切り

・塩コショウ　少々

・唐から揚あげ粉








　…………？？？？？　理解が追いつかない。何、何をしようとしている!?　変態なことが起ころうとしているのはなんとなくわかるんだけどさ！　ぶっ飛びすぎだろう!?

「？」

「？？」

「？？？？」

『？？？？？？？？？？』

　疑ぎ問もん符ふだらけの俺たち。見れば、量産型の邪龍すら首をかしげて攻こう撃げきを止めて見守っていた！　嘘うそ！　こんなことでこいつらの攻撃って止まるのかよ!?

　ファーブニルはキッチンに立ち、用意されていた材料を、目を輝かせただけでみじん切りにしていく。

『まずおパンティー以外の材料をみじん切り』

　次にアーシアに言う。

『アーシアたん、おパンティーをちょうだい』

「は、はい」

　アーシアも応じるしかなくなったなかでパンツを受け取りながら奴は言う。

『このように、材料は産地直送です。とても、新しん鮮せんで安全。おパンティーを一通りくんかくんかしたあと、粉をまぶします』

　……俺たちの目の前でパンティーを嗅かいで、粉をまぶしているんですけど……。

　そして、油が入った鍋なべにそのパンツを投入していく！

『高温で一気にからっと揚げる』

　戦場に小気味のいい油の音が響ひびいていく。その間、匙とヴァルブルガ以外の手が止まり、ただただ見守っていた。量産型邪龍も──うん？　なんだか、何匹ひきかの邪龍が予想以上に食いついてうんうんうなずき始めたんですけど!?　なに、この料理って邪龍が魅み了りようされる効果でもあるのかよ!?

　油に投入したパンツを、頃ころ合あいを見て取り出すファーブニル。その揚がったパンツを先ほどみじん切りにした材料と共に皿に盛りつけて、奴は自じ慢まんげに言った。

『できました。俺様式、「ディアボラ風アーシアたんのおパンティー揚げ」です』

　パチパチパチパチ。

　──見守っていた何匹かの邪龍が、拍はく手しゆを送り始めていた！

　ファーブニルは、ディアボラ風アーシアたんのおパンティー揚げを目の前に置いた！

『では、いただきます。ぱっくんちょ』

　口に入れて、咀そ嚼しやくして一言感想を述べた。

『──ありのままのキミでいてほしい』

　ぶわっ。

　見守っていた何匹かの邪龍が──号ごう泣きゆうしていたっ！……なんだこれ。なにがどうなると、こんなことが起こるの!?

　アーシアが倒たおれ込んでしまった！　ゼノヴィアが抱かかえる！

「アーシア、しっかりしろ！　気を強く持つんだ！」

「…………私は蟹かにになりたいです」

「いや、アーシア！　確かそれは『私は貝になりたい』だったはずだ！」

　二人のやり取りに感心するイリナ。

「ゼノヴィア！　物知りね！　感心しちゃうわ！　さすが期末テスト平均点九十点台の優等生！」

　…………。

　よ、よくわからないが、邪龍の攻撃が一時的にストップしたのは確かだ。ファーブニルの不思議空間は量産型の邪龍すら止めてしまうのかよ!?

　……まあいい。難しいことを考えるのはよそう。それで、ドライグ。確認だけしておきたいんだが歴代白はく龍りゆう皇こうの皆みなさんは説得できたのかよ？

『……あ、ああ、ま、まあな……』

　……なんか、要領得ない返事だな。

『……い、いちおう、記録したものがあるからそれを見てみたらいい……あまり薦すすめられたものでもないが……』

　……ま、まあいいから、とりあえず、見せてくれ。

　俺は瞑めい目もくして、神器セイクリツド・ギアの内部を探る。すると、ドライグが記録してきたという歴代白龍皇の皆さんの映像を見せてくれた。

　映像に晴れやかな表情の歴代白龍皇の方々が映る。

『こんにちは、現赤せき龍りゆう帝てい。我々は歴代白龍皇の残留思念だ』

　とっても気さくだ！　本当に説得に成功したんだなっ！

『キミの起こした様々なおこないに、我らは遺い憾かんを感じざるを得なかった』

　はい、すみませんでした！　そこは素直に謝るしかない。ま、記録映像だから、伝わらないだろうけど。

『それゆえ、被ひ害がい者しやの会を設立したのだが……どうやら我々は思し慮りよが足りなかったようだ』

　会を解散してくれるってことか。いやー、それは本当にありがたい！

　俺が胸をなで下ろすなかで、一ひと際きわ精せい悍かんな顔つきの男性が言う。

『我らはファーブニルにより、真理に行き着いた』

　…………。

　いま、不安になる名前が出てきたんだが……。その不安はすぐに言葉となって俺の耳に入ってくる。

『──そう、おパンティーの素晴らしさ』

　…………。

　…………。

　言葉を失う俺。思考が停止した俺に彼らは悟さとりを開ひらいた表情で続ける。

『我らはどうにも異性の臀でん部ぶに並々ならぬ関心を寄せるという共通点があった』

　……尻しりもいいよねって言った白龍皇の先せん輩ぱいが俺の宝玉にいらっしゃいましたな。

『しかし、白龍皇の手前、それは否定せねばならない事じ項こうであった』

『──白龍皇に性せい癖へきなど、あってはならぬと』

『だが、ファーブニルが我々に見せてくれたのだ。──至し極ごくの逸いつ品ぴん、アーシアたんのおパンティー』

　──アーシアのパンツを広げる白龍皇の先輩！

　とても神こう々ごうしい物を持つかのように両手でそれを捧ささげ持っていた──。

『現代の俗ぞく世せには、このように素晴らしい臀部を包む布製品があるのだと気づかされた』

『形状、役割、肌はだ触ざわり、そして臀部──否いな、お尻に着けたときのHipLineヒツプライン……』

『HipLineヒツプライン……』

『HipLineヒツプライン……』

『HipLineヒツプライン……』

　流りゆう暢ちような発音でヒップラインって連呼し始めた歴代の白龍皇……。

『あの素敵な宝物によって、我らは自らを偽いつわってきたのだと、痛感するほどの衝しよう撃げきを覚えた』

『歴代赤龍帝の残留思念は、「ずむずむいやーん」と発して消えたそうだな』

『ならば我らはこれをもって和解の宣言としよう』

　彼らはお互たがいに肩かたを抱だき合い、爽さわやかな表情で叫さけぶ。




『『『『『『『『『『──アーシアたんのおパンティー、くんかくんか』』』』』』』』』』




　……………………。

　…………。

　……これが、説得か、ドライグさん？

『……………………俺にだって、わからないことぐらいある』

　疲つかれた声のドライグ。うん、なんか、心底呆あきれた様子でこれを記録したのが目に浮うかびそうだわ。いくら、乳と尻を吹ふっ切れたとはいえ、これはさすがに……っ！

　説得に苦戦しているとは聞いていたが、まさか、ファーブニルのパンツ講座で説とき伏ふせることができるなんてさ……。ひでえよ、マジひどい。

　今頃ヴァーリの心中はどうなっていることやら……。

　ファーブニルが言う。

『皆みんな、アーシアたんのおパンティーで平和になれたらいい。俺様、そう思う。──そう願う。かわいいおパンティーは平和の象しよう徴ちよう、世界の宝』

　俺の仲間たちは──手で顔を覆おおったり、うんざりげになっている者ばかりだった！　とうのアーシアは倒れ込んだままっ！

　リアスが首を横に振ふりながら言う。

「……おかしいわ、今こん世せいの二に天てん龍りゆうって……」

　──俺も含ふくまれてるっ!?

　ゴメンね！　リアスがスイッチ姫ひめになったのも元はと言えば俺が原因だし！　この現象も俺から始まったってことだよね!?　いや、これはファーブニルのせいだと思いたい！　じゃないとやっていられないよっ！

　ドライグが最後に言う。

『──以上だ。これで……俺たちは白龍皇の力を使えるぞ……っ！』

　……そっか、使えるのね。はいはい、わかりましたよ。うんうん、ありがとうございますっ！




「しかし、邪龍を止めるとは……二天龍と龍王たちは読めませんね」




　──っ！

　聞き覚えのある声が俺たちのもとに届く！　赤い閃せん光こうが俺たちの横を通り過ぎて、会長とロスヴァイセさんのいる校庭へと降ってきた！

「きゃっ！」

　会長を吹き飛ばして、赤い閃光はロスヴァイセさんを包み込む。……光が止やんだ先にいたのはレプリカ赤龍帝ブーステツド・ギアの鎧・スケイルメイルを着たユーグリット・ルキフグスだった！

　野や郎ろう、このタイミングでついにご登場ってか！

　奴やつは──ロスヴァイセさんを抱き寄せていた！　ロスヴァイセさんが抵てい抗こうしようとも、強くつかまれているため、逃のがれることは叶かなわずにいた。

「ごきげんよう、『Ｄ×Ｄ』の皆さん」

「──ユーグリットッ！」

　俺が叫ぶと奴は肩をすくめた。

「ごきげんよう──赤龍帝殿どの」

　奴はロスヴァイセさんを抱き、ふざけたことを口走る。

「ロスヴァイセとあの島は我らクリフォトが活用させてもらいます。さて、アグレアスの転移も済みましたし、この一帯の不ふ穏おんさに気づいて冥めい界かいの軍が来てしまう前にとっととおいとまさせてもらいたいところですが、そうはさせてくれないでしょうね」

　俺たちは素早く奴を囲むように陣じん取どった。俺は奴に指を突つきつける。

「あったりめぇだっ！　ロスヴァイセさんを放しやがれっ！」

　リアスも怒いかりを向ける。

「あなたを捕とらえてお兄さまとお義ね姉えさまのもとに突きださなければならないっ！」

　そうだ。リアスの言う通りだ。こいつをサーゼクスさまとグレイフィアさんのもとに突きだしてやるっ！　グレイフィアさんは……こいつのせいで、いまだ容疑が晴れないっていうじゃないか！　そんなふざけたことはこれでおしまいにしてやるっ！

　ユーグリットはクスリと笑うだけだった。

「それは怖こわい。では、ささやかな抵抗はしましょうかね」

　奴は指を鳴らす。すると、ファーブニルの不思議現象で手を止めていた邪じや龍りゆうたちが我に返って、俺たちのもとに襲しゆう来らいを再開する！

　だが、俺の仲間たちは勇ましく宣言した！

「弱よわ音ねは吐はけないわよ！　最後の最後でやられちゃうのも嫌いやじゃない！」

　イリナが四枚となった翼つばさを羽ばたかせる！

「むろんだよ、イリナ！」

　デュランダルを握にぎり直すゼノヴィア！

「私もがんばります！　ファーブニルさん、力を貸してください！」

『もちろん、俺様、アーシアたんの味方する』

　アーシアもファーブニルも最後の踏ふん張ばりを見せようとしていた。

「イッセーくんと部長はロスヴァイセさんを頼たのみます！」

　木場がそう言って真羅副会長と共に切り込んでいく！

　俺とリアスは改めてユーグリットに詰つめ寄った。──と、ユーグリットのほうへ魔ま法ほうの矢が飛んでいく！

　放った先に視線を投げると──ゲンドゥルさんの姿があった！　酷ひどく疲ひ弊へいした様子で、体をよろめかせながら手を前に突きだす。

「孫を……返してもらいます！」

　頑がんと強い意志を向けるゲンドゥルさん。

　ユーグリットが言う。

「下で私たちの仲間が暴れ回ったのでしょう？　それの対応で酷くお疲れのご様子とお見受けいたします」

　ロスヴァイセさんが祖母に叫ぶ。

「ばあちゃんっ！　やめてっ！　力を使い果たしてもう動けないんでしょう!?」

　そうか。下でこいつらと通じていた裏切り者の魔ま法ほう使つかいと一戦やって魔法力を使い果たしてしまったのか。裏切った相手も名うての魔法使いだろうし、ゲンドゥルさんも相当な無茶をしたに違ちがいない。

　孫の言葉にゲンドゥルさんは声を張る。

「……黙だまっていなさい。おまえを救うぐらいはできます！」

　ユーグリットは呆れるように息を吐いていた。

「残念ですが、魔法の使い手であるあなたでもいまの状態では、私の相手は到とう底てい無理でしょう」

　そう言うユーグリットは足あし下もとに転移型の魔ま方ほう陣じんを展開し始める！　ロスヴァイセさんを抱いたまま転移する気か!?

　構える俺たちだったが、ゲンドゥルさんが力を振り絞しぼってユーグリットの魔方陣に渾こん身しんの魔法の矢をぶつけた！　瞬しゆん間かん、エラーが起きたようにユーグリットの魔方陣が力を迷走させてうねり始め、最後には弾はじけて消えてしまった！　転移が止まった！

「……転移封ふうじ。なかなか、こざかしいことをしてくれますね」

　ユーグリットは忌いま々いましそうにそう漏もらしたあと、ドラゴンの両りよう翼よくを羽ばたかせて、逃とう亡ぼうを謀はかる！　猛もうスピードで飛んでいくユーグリット！　野郎、転移がダメなら飛んで逃にげるってか！

　追おうと飛び出そうとする俺とリアスにゲンドゥルさんはその場にくずおれながら、言った。

「……赤龍帝殿、リアス姫。……どうか、どうか、私の孫を、ロスヴァイセを助けてください。どうか、どうか」

　俺とリアスは笑みを浮かべてこう告げる。

「ええ、もちろんです」

「俺たちの自じ慢まんの仲間ですから」

　……ロスヴァイセさんは大事な眷けん属ぞくで仲間だ！　助けるさ！　絶対に！

　俺とリアスはお互いにうなずいて、空へと飛び出した！







　リアスと共にユーグリットを追っていくと──大分進んだ先で奴が待ち構えていた。

　ユーグリットはロスヴァイセさんを抱かかえたまま、指で下を示す。

　降りろってことだろう。ふざけた野郎だ。

　俺とリアスが降下していく。農耕地から離はなれた、荒あれた土つち肌はだの土地だった。見み渡わたす限かぎり、建物も人ひと影かげもない。ここなら多少の無茶をしても問題ないかな。

　ユーグリットと改めて対たい峙じした俺は奴に問う。

「グレイフィアさんの弟、ユーグリット！……何を考えている？　なぜ今いま頃ごろ現れた？　しかもテロリストとして！　悪あく魔まの現政府への反逆か？」

　こいつの意思をもう一度確認しておきたかった。テロリストの主犯格とはいえ、やっぱり、グレイフィアさんの弟なのだから。

　ユーグリットは語る。

「……諸もろ々もろありますよ、兵藤一誠。現政府への不満、姉への問い、膨ぼう大だいな時間をかけて自問し続けました。兵藤一誠、答えてください。──悪魔とは何です？」

　突とつ然ぜんの問いかけに俺も簡単には答えられずにいた。

　ユーグリットもその反応を見てうなずく。

「一いち概がいには答えられないでしょうね。私もそうです」

「……リゼヴィムの思想がおまえを突き動かしたというのか？」

「思想はひとそれぞれです。ですが、あの方の考えは私の問いに必要不可欠だと判断しました」

　ユーグリットが深く息を吐く。

「私は、悪魔とは人間や他勢力にとって、『悪魔』であることが最も大事だと思うのです。それは単純にどの生物よりもどの存在よりも邪じや悪あくであるべきだということ。これに関してはリゼヴィムさまのお考えと同様ですね。しかし、ここからが私だけの答えです」

　ユーグリットは両手を広げる。

「──私はリゼヴィムという男を通して全勢力に『悪魔』を見せます。知らしめます。どれだけ凶きよう悪あくか、どれだけ危険か、『悪魔』という種そのものが全勢力にとって邪悪であると知らせたいのです。支配や政治はこの際どうでもいいのですよ、私にとっては。いえ、リゼヴィムさまにとっても。──最終的には人間界にも『悪魔』を見せたいところですね」

　……こいつもまた、わけのわからねぇ理り屈くつで動いているのか……っ！

　んだよ、悪魔を見せるってよ……っ！

　俺の脳のう裏りに学校で触ふれあった子供たちの笑顔が次々と浮うかんでくる。

　何も知らない冥界の子供たちは関係あるのか……？　なあ、あるのかよ……？

　俺はユーグリットの発言に顔を歪ゆがませた。

「……悪魔そのものを全勢力から、人間界からも遠ざける気か……ッ！」

　遠い目をするユーグリット。

「姉は……私にとって憧あこがれでした。女性でありながら、誰だれよりも強く、誰よりも勇ゆう敢かんだった。私にとって、誇ほこりそのものでした。姉を支えることこそが私の生きる道だと信じていたのですよ。その姉が、『ルシファー』に尽つくすルキフグスの定めに反して、悪魔ともいえない異い形ぎようの者に心を許した。これが、私にとってどれだけの衝しよう撃げき、価値観の崩ほう壊かいをもたらしたか、リアス・グレモリーは想像できますか？」

　ユーグリットは俺に指をさす。

「私は長らく心の均きん衡こうを崩くずし、精神的にも肉体的にも屍しかばねと変わらぬ状態でしたが、好き勝手に振ふる舞まい、冥界に新しい風を吹ふき込むあなた──兵藤一誠を知って思い至ったのです」

　天を仰あおぐユーグリット。その表情はどこか晴れやかなものだった。

「『ああ、そうか。自分も好きに生きればいいんだ』──と」

　──っ！

　俺を見て、好きに生きればいいとわかっただと……？　なんだよ、それ！　さっきからこいつの言っていることはわけがわからないんだよっ！

　リアスが怒ど気きを含んだ声を発する。

「それがこのザマだというの!?」

　ユーグリットは特に感じることはない様子だった。

「単純な思いでした。悪魔が英えい雄ゆうを持つ──。その英雄を子供たちが見て、影えい響きようを受ける。でもそれは悪魔らしくない。だったら、私は子供たちに『悪魔』を見せたいとね」

「その『悪魔』がリゼヴィムだというのか!?　今いま更さら表に出てきてそんなことをほざくなんてよ！」

　俺の怒ど号ごうにリアスも続く。表情は怒りと涙なみだにまみれていた。

「……歪んでいるわッ！　種そのものが危ない状じよう況きようで、平へい穏おんではなく、混こん沌とんをもたらすなんて……ッ！」

　リアスの言葉にユーグリットは首をかしげる。

「歪む。リアス・グレモリー、歪むとはどこからどこまでのことでしょうか？　私のおこない？　それとも本来起こるはずではなかった魔ま王おうたちの消しよう滅めつ？　私たちの存在は、本来の聖書、その関連書物から逸いつ脱だつした『エキストラ』──番外の者です。神話を崩してしまったからこそ、あなたのお兄さまやアジュカ・ベルゼブブというイレギュラー体が生まれてしまったのでしょう。いえ、私たちはもう『聖書の悪魔』ですらないのかもしれません」

　…………。

　子供たちに『悪魔』を見せる？　それは俺の行動が切っ掛かけだった……？

　俺は首を横に振る。

「てめえらの大層な野望とやらをあんな形で披ひ露ろうしたってか……。だけどよ──」

　そう、だけど、違う。そんな野望とか、夢とか、あの子たちには関係ないだろう！

「子供たちは関係ねぇだろうがァァァァァァッ！　どっちにしろ、あんたはいまの冥めい界かいを壊こわそうとしているんだろう!?　だったら、止めなきゃいけねぇんだッ！」

　真しん紅くの鎧よろいからオーラを噴ふん出しゆつさせる俺を見てユーグリットは薄うすく笑う。

「そう、あなたはそれでいい。英雄とは、ヒーローとは、がむしゃらに何かを守るべきです。あなたはそれで正しい。私はリゼヴィムさまと違って、ヒーローを頭から否定したりはしません。だからこそ、あなたは私の相手にふさわしいのですよ！」

　言ってろよっ！　てめえらは絶対に許さねぇっ！

　リアスがさらに問う。

「では、ロスヴァイセを狙ねらったのはなぜ？　６６６トライヘキサの秘密に触れそうだったから？　けれど、それだけでは、危険を承知で東京に現れるのは過ぎた行動よね？」

　そう、リアスの言う通りだ。いくらなんでもこいつがわざわざ東京にまで現れて、ロスヴァイセさんを勧かん誘ゆうするのは大だい胆たん不ふ敵てきすぎる。都市部に侵しん入にゆうするって、テロリストにとっちゃ慎しん重ちようにならざるをえないことだろう？　一度その計画がバレれば、次の侵入が難しくなる。それを承知で入ってくるなんざ、よほどの理由がない限り、正気の沙さ汰たとは思えない。

　奴やつはロスヴァイセさんに視線を配らせながら言う。

「……このヒトは賢けん明めいです。才能もある。私たちのもとへ連れていけば、有効活用できるでしょう。何せ、彼女が導きだそうとしていたものは、６６６トライヘキサの封ふう印いんを解除する術ではなく、その逆である──封印を施ほどこすものだったのですから」

　──っ！

　その言葉に驚おどろく俺とリアス！

　ロスヴァイセさんの例の論文は６６６トライヘキサの封印を解除するほうではなく、封印を施すものだった……？

　ユーグリットはロスヴァイセさんの銀の髪かみをなでながら続ける。

「それに……ロスヴァイセは、似ているのですよ。とても似ている」

　訝いぶかしげな顔になりながらリアスが問う。

「……誰に似ているの？」

「──姉のグレイフィアにです」

　──ッッ!?

　奴の告白に言葉もない俺、リアス、そしてロスヴァイセさん。……似ているって言うが、顔は似てない。銀の髪と、雰ふん囲い気きはどことなく似ているかもしれないが……。

　ユーグリットは薄く笑みを浮かべながら言う。

「……このヒトは私の姉になれるかもしれないのです。それはとても重要なことです」

　…………。

　……そうか、ようやくわかった。……こいつ、はじめて会ったときも「姉に伝えろ」とか言ってた。

　……こいつは、ユーグリットは……グレイフィアさんの影かげを追っている……ッ？

　もしかして、ここまでの行動も先ほどのめちゃくちゃな言動も、全部グレイフィアさんに繋つながることなんじゃないか？

　だって、似ているだけで危険をおかしてまで東京にロスヴァイセさんに会いに来るって……もう、その時点で……。

　リアスが途と端たんに悲ひ哀あいに満ちた顔つきとなった。

「……ユーグリット・ルキフグス。あなた……すでに心が……」

「？　何を言っているのです？　私は至って正常ですよ？」

　息を吐はくユーグリットは俺のほう──いや、ドライグに向けて言った。

「赤せき龍りゆう帝ていドライグ、どうでしょう？──こちらの宝ほう玉ぎよくに魂たましいを移しませんか？」

　ドライグが皆みんなに聞こえるように音声を飛ばす。

『それは俺に鞍くら替がえしろということか？』

「ええ。私ならばあなたを歴代赤龍帝の誰よりも使いこなせるでしょう。そこの兵藤一誠よりもあなたを引き出せる。紅くれないの鎧などというまやかしの力を使わずとも天てん龍りゆうドライグの化け身しんとなれる。──覇龍ジヤガーノート・ドライブすらも」

『なるほどな……。確かにおまえならば俺の力を十二分に引き出せるだろう』

「その通りです。私は兵藤一誠よりも強いのですから」

『……ああ、いまの俺の相棒は歴代でも最弱だ。力の使い方もまだまだの上に、余計なものに神経を注ぐ悪あく癖へきもある。乳ちちにこだわりすぎて俺の心労も絶えない』

　……なんか、ここぞとばかりに言いたいこと言ってませんか？　いや、溜たまっているものがあるんだろうけどさっ！

　──が、ドライグは言い放った。

『しかし、おまえよりは遥はるかにマシだ。いや、歴代の誰よりもずっといい。つまり、あれだ。俺にとって、いい相棒ってことだな』

　……いいこと言ってくれるじゃないか。ま、一切心配してなかったけどね。

　ユーグリットは肩かたをすくめ、笑い出す。

「ふはははは、ではこうしましょうっ！」

　指を鳴らすユーグリット。すると、奴の手元に小型の魔ま方ほう陣じんが一いつ瞬しゆん浮うかんで消えた。

　次の瞬間──遠く、背後から爆ばく裂れつ音が鳴なり響ひびく。

　……学校の方角だ……っ！　マジかよ……っ！　絶句する俺とリアス、ロスヴァイセさん。

　奴は平然と言い放った。

「詰つめの甘いあなた方のことですから、裏切り者の魔ま法ほう使つかいは生かして捕とらえただけでしょう？　その者の体には仕し掛かけをしてありましたからね。──いざとなったら、爆ばく発はつしてもらおうと。ほら、あなたたちが大切にしていた学校が壊れてしまいましたよ。いままでの苦労が水の泡あわです」

「…………」

「……この外げ道どう……っ」

　怒いかりに打ち震ふるえる俺とリアス。奴はかまわず言い続ける。

「でも、いいでしょう？　たかが、下級悪あく魔まの子供たちが集つどう情けない学まなび舎やなのですから。知っていますか？　上級悪魔が通かよう、選ばれた純血のみが入れる学校のことを？　教える教員は、やはり上級出の方々ばかり。施し設せつは近代の技術を積極的に取り込みつつ、伝統を重んじる教育を施していく。生徒はそこで学校を通じて他家との交流を持つのです。それが将来の絶大な基き盤ばんとなる。社交界で顔を広げるために、上流階級の学校は良い保険となるのです」

　呆あきれるような声こわ音ねで奴は言った。

「あの学校にそれだけの価値があるのですか？　上級悪魔が通うとでも？　どうせどんなに勉学に勤いそしんでもいいところで下の上か、中の下の仕事に就つければ御おんの字でしょう」

　…………。

　……だから、どうしたってんだよ。あの学校には……皆が夢を見み出いだしていた。皆が、希望を抱いだいた。それがどれだけ尊とうといか、こいつには……ッッ！

　俺は全身からオーラを放ちながら奴に歩み寄る。

「……あんたが外道でよかった。グレイフィアさんの弟だから、どこか、悩なやんで悩み抜ぬいた末にリゼヴィムの野や郎ろうに協力しているとかそういうことも想像していたからさ」

　真紅の鎧の各宝玉から、飛龍ワイバーンが飛び出していく。ドライグが戻もどってきたおかげで、機能が復活したからだ。

「もし、複雑な心境を抱いて俺たちと相対しているとしたら、いざ決めるときに拳こぶしで打うち抜けるか、ちょっとは葛かつ藤とうしていたんだ……。本当に良かったよ。あんたがクソのような外道でさ……ッッ！　遠えん慮りよなんてしねぇよッ！　てめぇは今日ここで俺がぶん殴なぐって、グレイフィアさんのもとに連れていくッッ！」

　莫ばく大だいなオーラを全身から放って俺は奴の前に立った！　ああ、こいつだけはダメだっ！　この野郎だけは俺がぶっ飛ばさなきゃ気がすまないッッ！

　赤龍帝として！　グレイフィアさんを敬愛する者としてッ！　ロスヴァイセさんの仲間としてッッ！

　俺はリアスに言った。

「離はなれていてください。すぐに終わります」

「けれど……」

　不安げな彼女に俺は強い瞳ひとみで告げた。

「もう負けませんよ。こいつは俺が倒たおします」

　俺の意思が揺ゆるがないことを理解したのか、リアスは一歩引いてくれた。ユーグリットもロスヴァイセさんに魔ま力りよくの縄なわをかけてから、解放する。

　二度目の対たい峙じとなる、本家赤龍帝とレプリカ赤龍帝。中身の実力は、レプリカとはいえあちらのほうが遥かに上だ。赤龍帝の特性もあちらが引き出しているのだろう。

　でも、あいつには負けない──。

「ロスヴァイセさんを返してもらう」

「それはできません。彼女は私が使うことで真の実力を示せるでしょう」

　平然と返す奴に俺ははっきり言ってやる。

「あんたには過ぎた女ひ性とだよ。俺の大事な仲間だ。好きにさせるかっ！」

　ロスヴァイセさんが決意をした表情で言う。

「私ごとこの男を倒してください！」

　……ロスヴァイセさん。だから、俺はあのとき言ったはずです。

「そんなこと、絶対にしません。あなたを助けて、そいつだけを倒す──。それだけだ」

　あいつは俺の周囲に浮うかぶ飛龍ワイバーンを見て言った。

「前回はそれで苦戦しましたが、まあ、今回は舐なめずにいきましょう」

　そう言うなり、奴は──一気に魔力の波動を高めたっ！　ぐんぐんとオーラがふくれあがり、この辺一帯を吹ふき飛ばすほどの質量を得ていく！　足下の地面も大きくえぐれて、地に裂さけ目が生まれていた。

　……すんげえ質量だ。あれを魔力の塊かたまりとしてまとめて撃うたれたら、上級悪魔でも消しよう滅めつしてしまうだろう。これが奴の本気なんだ。

　でも、なぜかな。グレイフィアさんや、サーゼクスさまには到とう底てい及およばないようにも思える。眼前ですんげえパワーを見せてくれているんだけどな。

　……力以前に、こいつの存在が曖あい昧まいで薄っぺらだから、大したものに感じられないのかもしれない。

　……まあ、俺も薄っぺらいけどさ。こいつよりはマシなんじゃないかな。

「では、行きますよ！」

　ユーグリットが、手を前に突つきだして魔力をこめる。

『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!』

　レプリカ神器セイクリツド・ギアから、増大を意味する音声が鳴り響き、奴のオーラをさらに膨ふくらませて、奴がそれを一気に撃ち放ってきた！　極大とも言えるオーラの奔ほん流りゆう！

　まともに浴びれば俺でもただでは済まない。──が、俺は飛龍ワイバーンを動かして、前方に一列に並ばせる。

　ユーグリットの魔力が、飛龍ワイバーンを包み込む。刹せつ那な。

『Divideデイバイド!』『Divideデイバイド!』『Divideデイバイド!』『Divideデイバイド!』『Divideデイバイド!』『Divideデイバイド!』『Divideデイバイド!』『Divideデイバイド!』

　飛龍ワイバーンが半減を意味する音声を鳴り響かせて、奴の撃ちだしたオーラが飛龍ワイバーンを通過していくたびに威い力りよくを減少させていく。俺の元に届くときには、腕うでを軽く薙なぐだけで消せるものになっているだろう。

　しかし、それは前回奴に見せているため、ユーグリットも承知だ。奴は撃った直後に動き出して、俺に詰め寄っていた！　高速移動を果たしながらもユーグリットは拳に魔力をこめさせていた！

　俺は即そく座ざにドラゴンショットを撃ち出した。ユーグリットは瞬しゆん時じにそれに反応して、避よけるが──奴の背後には飛龍ワイバーンの一体がいる！

『Reflectリフレクト!』

　反射を意味する音声と共に俺のドラゴンショットが弾はじかれて、軌き道どうを変える！　もう一体、飛龍ワイバーンが反応して、さらに反射を重ねた！　二度の反射でドラゴンショットは軌道を戻してユーグリットに再度矛ほこ先さきを定めた！

　それでもユーグリットは身を翻ひるがえして、そのドラゴンショットを躱かわす！　躱しつつ、奴は魔力のこもった拳を俺に打ち放ってくる！　まともに食らっては鎧よろいごと体を砕くだかれるだろう質量のパンチ！

　俺は両りよう腕うでをソリッドインパクト仕様に太くさせて防ぼう御ぎよ力を高める！

　奴は不敵に笑った。

「無む駄だですよ！　それぐらいでは私の拳は止められませんッ！」

　ユーグリットの凶きよう悪あくな一撃が──俺がクロスガードする両腕に打ち込まれたッ！

　体の芯しんにまで響く一撃！　だが──俺の腕は、ガードを崩くずしていなかった。この事実にユーグリットは一いつ瞬しゆん体を硬こう直ちよくさせた。予想外のことが起きて動きが止まったのだろう。

　この一瞬の隙すきを見み逃のがさず、俺はソリッドインパクト仕様の腕のまま、奴の顔面に強力な一撃を食らわしてやったっ！

　後方に激しく吹っ飛んでいくユーグリット！　レプリカの鎧が激しく破損していった！

　奴はよろよろと立ち上がりながら、俺に訊きく。

「……どういうことです？　私の拳は、あなたのオーラを超こえていた。防御は不可能のはずでした。……が、直ちよく撃げきの瞬間、あなたの力が高まったように思えます」

　めざといね。本当、よく観察しているわ。

　俺の横に──赤い飛龍ワイバーンが飛んでいた。それを見てユーグリットは仰ぎよう天てんしているようだった。

「……っ。まさか、その飛龍ワイバーンは赤の……赤龍帝の力も反映できるというのですか!?」

　そう、これが俺の開発した能力。飛龍ワイバーンを得てから、俺は使い方を模も索さくしていた。半減と反射はわかった。だが、こうも思った。

　──これが、赤龍帝の飛龍ワイバーンだったら、また戦い方が変わるんだろうな、と。

　すると、ドライグが言ったんだ。

『なら、試してみるか？　いまのおまえなら要領をつかめるかもしれない』

　俺はドライグに薦すすめられるまま、赤い飛龍ワイバーンの発現に励はげんだ。あと一歩でいけるかもしれないというところで、ドライグがアルビオンに付つき添そってしまったために中断していたが……。ドライグがアルビオンのところで歴代白龍皇の先せん輩ぱいを説得できたおかげで、俺の力は確証を得た。俺の想像は、現実と化したんだ。

　俺の周りを飛び回る飛龍ワイバーン。赤くなったり、白くなったり自在に変わっていた。俺の意思ひとつで、赤龍帝の力と白龍皇の力を切り換えられるんだ。

　この結果を知って、ユーグリットは信じられないように首を横に振ふる。

「……バカな。解放した白龍皇の力を……赤龍帝の力に変えるなどと……ッ！」

「レプリカじゃ、できないことだろう？　で、頭のいいあんたのことだ。このあとのことは予想できるよな？」

「……赤と白を混ぜる、ですか！」

　そうだぜ。飛龍ワイバーンを場面に応じて変えていくっ！　これがどんなことか、あんたならわかるよなっ!?

　俺は飛龍ワイバーンと共に前方に飛び出していった！　奴のもとにも先行して何体か飛龍ワイバーンを飛ばしておく！　奴は横に飛びながら、魔力の砲ほう撃げきを連射してきた！　俺は横一列に飛龍ワイバーンを並ばせて、赤にした！

「もう、てめえには負けねぇぇっ！」

　ドラゴンショット乱れ撃ちを撃ち出す！

『Boostブースト!!』『Boostブースト!!』『Boostブースト!!』『Boostブースト!!』『Boostブースト!!』『Boostブースト!!』『Boostブースト!!』『Boostブースト!!』

　それが赤い飛龍ワイバーンを通って威力の増大を果たしていった！　どデカいドラゴンショットとなった俺の魔力は奴の放ったオーラを消し去り、そのまま前方に飛んでいった。

　ユーグリットは上空に飛び立ち、俺の魔力を避けたが、先行させていた白い飛龍ワイバーンに俺のドラゴンショットがぶち当たると──。

『Reflectリフレクト!』『Reflectリフレクト!』『Reflectリフレクト!』『Reflectリフレクト!』『Reflectリフレクト!』『Reflectリフレクト!』『Reflectリフレクト!』

　すべて反射して空に回かい避ひしたユーグリットのあとを追った！　いくつかのドラゴンショットを避けたユーグリットだが、一発だけ正面から受けてしまい、鎧が弾はじけ飛んでいった。

　さあ、ドライグ。決めようぜ。

『ああ、いこうか』

　俺の周囲に赤い飛龍ワイバーンが集まり、力を増大させる。

『Boostブースト!!』『Boostブースト!!』『Boostブースト!!』『Boostブースト!!』『Boostブースト!!』『Boostブースト!!』『Boostブースト!!』『Boostブースト!!』

　赤い飛龍ワイバーンが俺の体にくっついて、一気に譲じよう渡とを果たした！

『Transferトランスフアー!』『Transferトランスフアー!』『Transferトランスフアー!』『Transferトランスフアー!』『Transferトランスフアー!』『Transferトランスフアー!』『Transferトランスフアー!』『Transferトランスフアー!』『Transferトランスフアー!』

　──ッ！

　……俺のオーラが極限まで高まった。真紅のオーラはまばゆい光を発し続け、周囲を包み込んでいく。過か剰じようなまでに増大された力は、赤龍帝の力を一時的に異質なものに塗り替える。

　俺の鎧の胸部、腹部がカシャカシャと動き、形状を変化させていく。そこに──何かを撃ち出すための機能が出来上がっていった。

　これは覇龍ジヤガーノート・ドライブ、グレートレッドと同化したときに生まれたものと同一もの。

『ああ、これが赤龍帝の籠手ブーステツド・ギアが持つ禁じられし奥の手。アルビオンと通じ合ったからこそ、実現できた夢む幻げんの因子──ロンギヌス・スマッシャーだっ！』

　俺は体をユーグリットに向けて、オーラをチャージしていく。自分でも怖こわいぐらいの質量が腹に集まってくるのがわかった。

　こんなもん、地上に向けて放てるわけがない。だから、空に相手を上げておかないと撃てやしないんだ。

　しかし、ユーグリットも危険を察知したのか、この場から逃にげようとしだす！

「……悔くやしいですが、それを貰もらうわけにはいきませんっ！」

　逃げだそうとするユーグリットだが、その体が魔ま法ほうの縄によって拘こう束そくされていく！

「ヒトのことを散々好き放題言ってくれてただで逃げられるとでも？　それにあなたの魔力は強力でも無駄がありますね。その縄は私がいろいろ省いた上で強化させてもらいました」

　ロスヴァイセさんだった！　ロスヴァイセさんが奴の魔力の縄を自力で解いて、逆にユーグリットを縛しばったんだ！　しかも即座に自分テイストに洗練してしまう！　ロスヴァイセさんは抜ぬけ目ないぜ！

「……さすが、私が気に入った女性です！」

　ユーグリットの野や郎ろう、こんなときでもそんなこと言えるなんてな！　ったくよ！

　奴は強引にその魔法の縄を解いたが、時すでに遅おそかった。俺のチャージは済んでいる。

　ドライグが奴に言う。

『──ユーグリット・ルキフグス。赤龍帝はこの世に一人だけでいい。おまえは俺たちにやられるのが必然なのだ』

　そうさ。赤龍帝は──っ！

「赤龍帝は一人でいいんだよッッ！」

　俺の叫さけびに応じて、腹部から極大のオーラが放たれたッッ！

『Longinusロンギヌス・ Smasherスマツシヤー!!!!!!!!!!!!』

　この一帯の空を赤く、紅あかく包み込むほどの莫ばく大だいなオーラがユーグリットを襲おそった──。







　地面に転がる銀ぎん髪ぱつの男──。

　俺のロンギヌス・スマッシャーの直撃を受けて、奴は鎧を完全に消しよう滅めつさせて、自身も重傷を受けていた。……全身から血が流れていく。

　奴は自分が負けたことを信じられないように無表情で空を眺ながめていた。

　空は──俺のロンギヌス・スマッシャーの影えい響きようでいまだ紅く染め上がっている。

　……とんでもないな。空にオーラが残るのかよ。

『連発するなよ？　あれは使い方によっては環かん境きようすらも変えてしまう禁断の力のひとつだ。何よりも一発撃つだけで酷いぐらいの疲労となる』

　怖いね。ああ、わかったよ。いざというとき以外は気をつけて運用する。……本当に体力をごっそり持っていかれたしな……。立っているのでやっとだ……。

　リアスは連れん絡らく用魔ま方ほう陣じんで仲間たちの無事を確認した上で軍を呼んだ。アウロスとアグレアスのことと、ユーグリットを捕とらえるためだ。

　こいつは……ユーグリットは戦意を失ったように逃げる素そ振ぶりも見せなかった。

　ユーグリットは紅い空を眺めて言った。

「……姉上、そんなにあなたは『赤』が好きですか？　私も……『赤』になったのですよ？」







　New Life.







　戦闘後の処理となったアウロス。

　町は……至るところ、邪じや龍りゆうの爪つめ痕あとが残っている。学校周辺は特に酷ひどい有様だ。この周囲でまともな家か屋おくや畑を探すほうが難しいほどだった。

　学園自体も……ユーグリットに一撃食らったせいか、半はん壊かいしている。……最後の最後で、やられちまったか。でも、全壊せずに済んだのは不幸中の幸いだろうか。

　駆かけつけた冥めい界かいの兵隊たちが学園と町内で調査及および瓦が礫れき撤てつ去きよをおこなってくれている。こちらで三時間以上経過していたが、外では三分ほどしか経たっていなかったそうだ。奴らは本当に内と外の時間差を一時間＝一分にしてやがったのか……。

　奴らの主犯格──ユーグリットは先ほど、魔王領へ転送された。最後まで嫌いやな笑みを浮うかべていやがったな。……ま、あとはサーゼクスさまにお任せしたい。

　聖十字架の魔女──ヴァルブルガはあのあと、アジ・ダハーカや残った量産型邪龍と共にすぐに転移型魔方陣で退散したそうだ。……聖遺物レリツクの使い手は悪魔にとって強敵になる。今後の対策を練らないとどうしようもないぞ……っ。

　消しよう耗もうの激しかった匙さじとサイラオーグさん、それに一いつ緒しよに戦ってくれた子供たちのお父さん方はアーシアに外傷を治してもらったあと、医い療りよう班に連れられて病院に転送された。命に別状はなさそうだが、しばし入院生活を余よ儀ぎなくされるかもしれないとのことだった。

　……匙も、サイラオーグさんも、お父さん方も、皆みんな、学校のために死力を尽つくした。そのおかげで、子供たちは皆無事だった。誰だれ一人、俺たちが希望と呼んだ者たちは傷ついていない。それは……誇ほこれることだと思う。

　禁手バランス・ブレイカーとなったばかりの匙の消耗は酷く、鎧を解いたあとすぐに意識を失ってしまった。……ただでさえ、グレンデルとやりあったんだ、限界をとうに超えているだろう。

　子供たちとその親おや御ごさん、町の住民は続々と地上に出てきている。

「派手にやられたな」

　聞き覚えのある声がするので振り返ると──アザゼル先生だった。

「悪かったな、今回は参加できなくて」

　俺は首を横に振る。

「いえ、俺たちだって、こんなことになるなんて思いもよらなかったんで……」

　あいつらはうまい具合にアグレアスを丸ごと持っていってしまった。話では、都市にいた住民はすべて地上に転移させられていたそうだ。つまり、都市だけ奪うばい去っていったことになる。

　俺は先生に問う。

「奴やつらは……あの空中都市の何が目的なんでしょうか？」

　旧魔ま王おう時代の技術が使われているというアグレアス。いまだ解明できない未知の部分がある。前ルシファーであるリゼヴィムは、その秘密を知っているんじゃないかとソーナ会長たちは言う。

　先生が息を吐はきながら言った。

「……実は巨きよ大だいな兵器がついているか、もしくは変形でもするのかね。……あそこを担当していたアジュカ・ベルゼブブが何か知っているかもしれない。訊いてみたほうがいいな」

　先生も皆かい目もく見当がつかない様子だった。

　……巨大ロボットに変形とかはカンベン願いたいな。

　奴らの目的はアグレアスと、６６６トライヘキサについてだ。そう、ユーグリットはロスヴァイセさんの論文についても語っていた。

　先生も同じことを考えていたのか、それを口に出す。

「ロスヴァイセの例の論文、ある程度解明できた」

「……６６６トライヘキサの封ふう印いん法、ですね？」

「なんだ、ユーグリット辺りが話したか？　ああ、そうだ。ロスヴァイセの論文は６６６トライヘキサの封印解除ではなく、封印そのものの術式に行き着こうとしていたのさ。あいつは、本物の才女だよ。当時、興味半分で手を出して、その可能性に触ふれるなんてな」

　……解かい呪じゆではなく、封印、か。それって、６６６トライヘキサが復活しそうになってもロスヴァイセさんの論文が形になれば、封印を新たに施ほどこせるってことだよな？

　先生が言う。

「……これからは、あいつの術式解かい析せきが鍵かぎを握にぎる。今後はあいつらもロスヴァイセを狙ねらってくるだろうさ。まさか、あのロスヴァイセが俺たちの切り札になりそうだとは、世の中、何が起こるかわかるもんじゃないわな」

　ため息を吐つく先生。その通りだ。ロスヴァイセさんが逆転の一手になるかもしれないんだ。本当、俺の眷けん属ぞく仲間ってすごいのばかりだな……。

　先生が俺の頭を手でわしゃわしゃした。

「帝たい釈しやく天てんからの伝言を伝える。──初代孫そん悟ご空くうが天帝のもとでおこなっていた対『禍の団カオス・ブリゲード』の先兵、その後釜が曹そう操そうとなった」

　──っ。……そうか、やっぱり、帰ってきたのか、あいつ。あの槍は……ここを覆う結界はあの男が壊した。……また近いうちに会うことになりそうだ。

「それとユーグリットに完勝しても油断するな。もっと赤せき龍りゆう帝ていの力を引き出さないと、クロウ・クルワッハたちに勝てんからな。だが、まあ、おまえならなんとかするだろうよ」

　先生がそう言ってくれるなら、大いに自信を持ちたいな。

　……なあ、ドライグ。俺はもっと強くなるぜ？　あいつらは、壊こわしちゃいけないものまで手にかけようとしたんだからな。

　……絶対に許すもんかよ。

　ドライグが不敵に笑った。

『ああ、問題ないさ。共に暴れればいい。そのための赤龍帝だ』

　いけるさ。仲間とドライグがいれば、俺はどこまででも戦えるんだからさ──。

　決意を新たにする俺の横で先生が険けわしい目をしていた。

「……あとは、今回の事件を招いた者が把は握あくできるかどうかだな」

　……事件を招いた者。そうだな、ここまで都合よく相手の思うままに事が運ぶのはあまりにおかしい。いちおう、転移型魔ま方ほう陣じんを改ざんしてアグレアスを転移させた魔ま法ほう使つかいの身み柄がらは生き残った一人のみ確保できた。爆ばく破はの術式が不完全で助かった者だ。

　アグレアスでは時間と空間によるテロ対策が進んでいなかった点と、この町に名だたる魔法使いが集められた点、どちらも繋つながっていると思うんだ。じゃなければ、転移型魔方陣を利用してアグレアスをジャンプさせるなんて大おお掛がかりで大だい胆たんなことが起こせるはずがない。しかもゲンドゥルさんたち魔法使いの術式まで封印していく念の入れよう。

　俺たち『Ｄ×Ｄ』の実力を計りながら計画を進めたとしか考えられないんだ。

　……誰だれか、冥界の事情に詳くわしくて、奴らに情報を流している者がいる。

　──キミにとっての平和を、苦痛と感じてしまう者もいるということだ。

　ふいにまたヴァーリの言葉が脳のう裏りを過よぎっていった。

　と、息をあげてデュリオがようやく駆けつけた。

「あっ！　遅れてすみませんっ！　なんていうか……戦後処理がんばります！」

　さすがに天界の切り札も三分間の出来事には対応できなかったようだ。







　俺は校庭に設置された臨時テントへ向かう。

　比ひ較かく的てきケガの軽かったメンバーがぐったりしていた。アーシアもケガ人の治ち療りようを終えたのか、ひと休みをしていた。ギャー助すけも闇やみの獣けものを作り続けて消耗しきったのか、パイプ椅い子すに座ったまま寝ねてしまっていた。

　俺もパイプ椅子のひとつに腰こしをおろしてひと息ついた。

　大きな息を吐きながら言った。

「……もうすぐ冬休みだけど、いやー、激動の二学期だったな。本当、夏休み明けてから怒ど濤とうのごとく有事が起こりまくったからさ……」

　この四か月弱、マジで死ぬかと思うことばかりが起きたよ……。あ、俺、一回肉体的に死んでるわ。なんか、学期ごとに一回死んでませんか俺!?　このペースだと三学期になったら、また一回死にそうで怖こわい。しかも冗じよう談だんに思えない！

　リアスが決意を漏もらす。

「──冬休み、皆で集まりましょう」

「冬休みの合同特訓ですか？　『Ｄ×Ｄ』のメンバーとかで？」

「大変な時期でもお休みさせてあげたいのは山々なのだけれど、冬休み前にとあるところから援えん助じよを求められているのよ」

「どこですか？」

「──教会よ。天界と言ってしまってもいいと思うわ」

　天界！……悪あく魔まが行っても大だい丈じよう夫ぶなんだっけ？　あ、ゼノヴィアがデュランダル修復のために一時的にいたことがあったか。

　でも、天界なんて行ったことないから楽しみだな。……天国ってことか？　生きているのに、悪魔なのに行くってのも不思議な感覚だ。

　リアスが微笑ほほえむ。

「師走しわすの終わりは天使たちと過ごすことになりそうね。その辺り、イリナやシスター・グリゼルダともろもろ固めているところよ」

　ほうほう、それは楽しみだ。──と、ゼノヴィアが地下から戻もどってくる。

「あ、見つけたぞ。ここにいたのか、部長」

「どうかしたの、ゼノヴィア？」

　うなずくゼノヴィアは俺たちグレモリー眷属を見み渡わたしながら言う。

「うん、そろそろ、話をしておいたほうがいいと思ってね。イッセーもいるし、ちょうどいい」

　なんだ？　何事？　イリナもゼノヴィアの隣となりに立って、「えへん！」って胸を張っているし。

　ゼノヴィアが言う。

「三学期に入ったら、来年度生徒会の総選挙があると聞いた」

　そうだな。三学期に入ったらすぐに総選挙だ。

「ああ、ソーナ会長や真しん羅ら先せん輩ぱいも卒業だもんな。新しい生徒会役員を決めなければならない。……まさか、おまえ──」

　俺はとある想像に行き着く！　つーか、こいつったら、自信満々に腕うでを組んでいるし！

　ゼノヴィアは天に指を突つき上げて宣言した。

「イッセー、私は今度の選挙に立候補する。──私は生徒会長になりたいんだ」

　──ッ！

「「「「えええええええええええええええええええええええっ！」」」」

　俺、木き場ば、小こ猫ねこちゃん、レイヴェルがビックリ仰ぎよう天てんしてしまった！　寝ているギャー助はともかく、驚おどろいていないリアス、朱あけ乃のさん、アーシア、ロスヴァイセさんを見る限り、彼女らは事情を知っていたようだ！

　いやいやいやいや！　生徒会長に立候補とか、予想もできませんよ！　あーっ！　勉強や学校行事に興きよう味み津しん々しんだったのはそういうことか！

　リアスが言う。

「私たちも相談されたときに驚いたわ。まさか、ゼノヴィアが生徒会長になりたいだなんて……。最近、学校行事に並々ならぬ関心を寄せていたのはそういうことだったのよ」

　ゼノヴィアはうんうんとうなずきながら続ける。

「三学期に入ったら、選挙活動をするつもりだ。……オカ研を抜ぬけることになりそうだが、どうしても生徒会長になりたいという野望を持ってしまったんだ。どうか、ご了りよう承しようを願いたい」

　……お、おおおおおおおお……。

　こ、これはまた、えらいことになりそうだ。あのゼノヴィアが……生徒会長に立候補とかさ！　ソーナ会長の後あと釜がま候補にこいつが飛び出るなんてあり得ないって！

　俺がリアスに問う。

「い、いいんですか？　ゼノヴィアがオカ研を離はなれても？」

　いちおう、グレモリー眷属だし、オカ研は俺たち中心に運営してきたわけで。

　リアスはうなずいていた。

「ええ、いいんじゃないかしら。グレモリー眷属ということは変わらないわけだし。ゼノヴィアが動かす学校なんておもしろそうじゃないの」

　あら、軽いこと！　い、いいのかぁ～。

　リアスが皆みんなに言う。

「まだ日もあるし、冬休み前から対策を立てましょう」

　アーシアが疲つかれもなんのその、ゼノヴィアに抱だきつく。

「ゼノヴィアさん、私も手伝います！」

　イリナもゼノヴィアに飛びついた。

「もちろん、私もよ！　布教とか、宣教とか、私、結構得意だし！」

「ああ、私も布教はそこそこ得意だぞ！　生徒会長になるぞ！」

「「「おおっ！」」」

　張り切るゼノヴィア、アーシア、イリナ！

　そ、それは違ちがう方向じゃないかな。そっか、教会トリオはゼノヴィアの選挙に協力するのね。ま、俺もするけどさ。いやー、ビックリしたわ。

　ふとリアスのほうに視線を向けると、若じやつ干かん寂さびしそうな表情でこう漏らした。

「……三学期になったら、卒業は間近。オカ研も新しい部長を決めなくてはならないわ」

「誰にするつもりか、決めてあったりします？」

　俺が問うと口に指を立ててウインクした。

「まだ秘密。けれど、朱乃と一いつ緒しよにもう決めてあるの」

　そうなのか。俺もそれが気になっていたんだよな。

　しかし、もうすぐいろいろと世代交代もおこなわれるんだな……。生徒会も、オカ研も。

　リアスが手を叩たたいて皆に言う。

「さて、冬休み前にもうひと仕事しましょうか。まずは、ここの処理よ」

「「「「「「「はいっ！」」」」」」」

　皆で返事をして、作業を再開する。──と、イリナが俺の袖そでを引っ張った。妙みように笑顔だった。

「ところでイッセーくん。もうすぐ約束の時期だね」

「へ？」

　ニッコリするイリナに俺は間の抜けた表情しか浮うかべられなかったが、かまわずに彼女は続けた。

「…………ちっちゃい頃ころに決めた約束、クリスマスになったら思いだすって信じているからね♪」




　　　　─○●○─




「ここでかまいませんよ」

　学内の隅すみで移動型魔方陣を展開するゲンドゥルさん。今回の件で酷ひどく消しよう耗もうしたゲンドゥルさんは、一度冥めい界かいの病院で診みてもらうことになった。医い療りよう班に転送を任せてもよかったのに、一人で行けると個人用の魔方陣を展開したんだ。

　それを俺とロスヴァイセさんが見送ることになっていた。

「…………」

「…………」

　特に会話もないゲンドゥルさんとロスヴァイセさん。なんとも言えない空気が漂ただようなかで、こちらに駆かけ寄よる気配が複数。見れば、子供たちだった。リレンクスの姿もそこにあった。

「ロスヴァイセ先生ーっ！」

「おばあちゃん先生ーっ！」

　子供たちはロスヴァイセさんとゲンドゥルさんに寂しそうに言った。

「先生、帰っちゃうって本当？」

「もう、この学校に来ないの？」

「先生の魔ま法ほう、もっと教えてほしいです！」

「魔法、使えるようになりたい！」

　ゲンドゥルさんが子供たちの頭を撫なでて言った。

「私はまた来ますよ。それにロスヴァイセ先生だっていつかまた必ず来てくれるはずです」

　それを聞いて子供たちは最高に輝かがやいた笑顔を見せてくれた。

　ゲンドゥルさんがロスヴァイセさんに真っ直ぐに言う。

「ロセ、おまえが通ってきた道は、学んできた知識は、たとえうちの家系と異なるものだとしても、間ま違ちがったものではないんだよ。ほら、見なさい」

　そこには笑顔の子供たちがいた──。

「この子たちの笑みはおまえが通ってきた先にできたものだよ。それはいまのおまえだからこそ、できたもの。もっと、自分を誇ほこりなさい。──ロセ、おまえは私の自じ慢まんの孫なのだからね」

　その一言を聞いて、ロスヴァイセさんは口元を手で押さえ、こみ上げてくるものを必死に抑おさえていた。それでも、目からは涙なみだが溢あふれていく。

「…………はい、ありがとうございます」

　それを確認して、ゲンドゥルさんは転送の魔法力を高める。ジャンプする寸前で、思いだしたかのように言った。

「さて、私は行きますよ。あー、そうそう」

　俺に視線を向け、ウインクするゲンドゥルさん。

「彼氏さん、ロスヴァイセをよろしくお願いしますね」

「いや、俺は……」

　首を横に振ふろうとした俺にゲンドゥルさんは笑みを浮かべて言った。

「あなたに任せるのが一番安心できますので」

　それだけ言い残しゲンドゥルさんは転移の光に消えていく。

　…………。

　な、なんとも言えない見送りになってしまったが……。苦笑しながら隣を見ると、顔が真っ赤になってるロスヴァイセさん。

「あ、あの、ロスヴァイセさん？」

　俺が話しかけると顔を赤らめたまま、こう言ってくる。

「……か、か……格好良かったですよ。そ、そ、それに……うれしかったです。私を追いかけてきてくれて……」

「当然ですよ。俺はロスヴァイセさんを必ず助けますから」

　俺がそう言うと──顔を伏してしまい、ぼそりとつぶやく。

「……こ、今度……二百円均一のお店に……行きましょう。いえ、行ってくれますか？」

　に、二百円均一か……。まあ、らしいよね。俺は笑みを浮かべて言う。

「はい」

　途端に微笑みを見せるロスヴァイセさん。しかし、周りの子供たちがおもしろおかしそうに囃はやし立てる。

「チューするの？　ねえねえ、チューするの？」

「おっぱいドラゴンがスイッチ姫じゃないヒトとチューする！」

　ロスヴァイセさんは慌てて、方言丸出しでこう言った。

「チューなんて破は廉れん恥ちなこと、わたすはしねぇしっ！」

　なんともロスヴァイセさんらしかった。




　　　　─○●○─




　ゲンドゥルさんを見送り、町の復興に協力しているなか、俺とリアスは共に学校の瓦が礫れき撤去をしていた。

　……ようやく、二人きりか。なんか、いろいろ起こりすぎて、リアスにデートのひとつもお誘さそいできていない。

　……でも、距離は少しでも縮めたいよな。

　…………。

　俺は息を整えたあと、大きな壁かべの瓦礫を魔力で持ち上げていたリアスに告げた。

「……あ、あの、大変申し上げにくいことなんですけど……。つーか、決めたというか……。いや、確認も取っておいたほうがいいかなとも思って……」

　上ずった声こわ音ねの俺。リアスは怪け訝げんそうにしていた。

「どうかしたの？」

　……言ってやれ、兵ひよう藤どう一いつ誠せい！　ここで進まずして、何が赤せき龍りゆう帝ていかっ！　ずっと前からそうしたいって決めていたじゃないか！　ここでそれを言わなかったら、次の機会がいつ訪れるかわかったもんじゃないんだぞっ！

　自分に𠮟しつ咤たする俺は、震ふるえる口をゆっくりと開いた。

「……プライベート時、丁てい寧ねい語ごなしでいいですか？……その、リアスと普ふ通つうに話したいかなーって」

　リアスはそれを聞いて──大きな瓦礫を下に落としてしまう。その表情は虚きよを突かれたのか、ポカンとしたものだった。

　──が、すぐに目元を潤うるませて、うなずいてくれた。

「──っ。うん」

　……よかったっ！　俺は心のなかでガッツポーズして改めて言う。

「ありがとう、リアス」

「ううん、私、うれしいわ。イッセー、愛しているわ」

　お互たがいに手を取る俺とリアス。見つめ合いながら俺は言った。

「俺こそ、キミのことが大好きだよ」

　ああ、ようやく普通に話すことができるんだ！　年上で、お姉さまで、主あるじさまだったから、普通に話すのが恐おそれ多かった。でも、お互いに想いを告げ合ったのなら、普通に話してもいいよなって。いや、普通に話したいって欲よつ求きゆうが高まっててさ。

　言って良かった。だって、俺は……このヒトを愛しているから……っ！　少しでも距きよ離りを縮めたかったんだ。

　いい雰ふん囲い気きが漂うなかで──誰だれかの咳せき払ばらいが聞こえてきた。

　驚おどろいてリアスと共に振り返ると、そこにはソーナ会長の姿があった。

　見られた!?　いまの会長に見られてましたか!?

　気き恥はずかしくなって俺とリアスはついつい手を離してしまった！

　ソーナ会長は一言だけ言った。

「この学校に二人の記き念ねん碑ひでも建てましょうか？」

「「いりません！」」

　ついついそう返してしまう俺とリアスだった。







　Brother?







「ごきげんよう、ユーグリット」

「ごきげんよう、サーゼクスさま。いえ、義あ兄に上。わざわざ会いにきてくださるとは」

「……言いたいことはたくさんある。だが、ひとつだけ訊ききたい。──なぜだ？」

「……姉には……あなたがいた。私には……何もなかった。ただ、それだけです。……あなたのもう一人の義弟おとうとは、私よりも出来がよさそうですね」

「強かっただろう？　私の自慢の義弟でね」

「自慢になれず、申し訳ありません」

「…………キミも異世界に興味があるのか？」

「……ありません。私は『混沌カオス』を味わいたいだけです。義兄上、ひとつお訊きしたい。──あなたにとって『悪あく魔ま』とはなんですか？」

「『悪魔』といういち生命体だ。価値観は違ちがえど、人間同様に善も悪もある種族だよ」

「……義兄上、あなたは本当に甘すぎる」







　Emperor.







「うひゃひゃひゃひゃ、おかげであの空中都市を丸ごとゲットできたぜ」

「……悪魔にとって、『ルシファー』は絶対ですからね」

「勘かんの鋭するどい奴やつなら、今回の一件で悪魔のなかに裏切り者がいると想定するだろうよ。でもよ、マジ笑い話だぜ。──その裏切り者が、あの超ちよう絶ぜつ人気プレイヤーの『皇帝エンペラー』ベリアルなんだからなぁっ！」

「私は……真の王の願いを叶かなえただけのことです」

「それで俺を通して叶えたい願いってのは何だってんだ？　ミスター・チャンピオン？」

「……現政府と、天界側が抹まつ消しようしたとある事案について究明したいのです」

「ほう、なんだ、そりゃ？　おもしろそうだねぇ」

「リアス・グレモリーが縄なわ張ばりにしている人間界のあの町は、かつて私の縁えん者じやが縄張りにしていました。しかし、ある政治に絡からんで消されたのです。関かん与よしたと思われるのは──天使長ミカエルのＡエース、紫し藤どうイリナの父親をはじめとした、数名の教会関係者です」







　あとがき







　どうも、石いし踏ぶみです！　ついに十七巻！　冥めい界かいの学校を舞ぶ台たいにお話を書かせていただきました！　今巻もいろいろと以前出た設定などを拾っていきましたが、皆みなさんはいくつ覚えていたでしょうか？　今回は主おもに十巻辺りを中心に拾いました。

　さて、毎回恒こう例れいの解説を致いたします！




・ロスヴァイセのお話

　今回、ようやくスポットが当たり、過去の話やその秘められた才能が語られました。ロスヴァイセ回ということで、どうやってイッセーと仲良くさせようか、物もの凄すごく苦戦しまして、担当編集さんとも相談した結果、「イッセーのことを好きになっているけど、一歩引いたところから接してくる」という位置取りになりました。年上組ですが、リアスや朱あけ乃のと同じ反応を見せていてはやることが一いつ緒しよになってしまいますので。今後、彼女らしく他のメンバーから見えないところでイッセーと接せつ触しよくしていくでしょうね。ある意味、それのほうが戦略的かもしれませんが……。

　しかし、Ｄデイー×Ｄデイーのヒロインって攫さらわれる確率が高いですね。いや、むしろ攫われることがヒロインの条件!?




・イッセーの超ちよう必殺技　ロンギヌス・スマッシャー

　ついに解禁となってしまった必殺技です。本来、覇龍ジヤガーノート・ドライブ形態でないと使用ができなかったのですが、イッセーが通常の赤せき龍りゆう帝ていとは違ちがう方面に進化し続けた結果、発現に至りました。凶きよう悪あくなまでの威い力りよくを誇ほこり、環かん境きようにも影えい響きようを与あたえかねないので使用する場面は限られてしまうでしょう。ちなみにイメージ的にガ○バーのメガスマッシャー、またはガン○ムヴァサーゴ・チェストブレイクのトリプルメガソニック砲ほうです。ＧＸのネタが多いなぁ。

　そういえば、飛龍ワイバーンですが、これも元ネタはサイコガン○ムマークⅡのリフレクタービットです。ていうか、ファン○ルですよね！




・キーを握にぎる女子たち

　ロスヴァイセが６６６トライヘキサの封ふう印いん術式を編み出せそうということがわかり、一気に彼女の重要度が増しました。今後、彼女の力もキーとなるでしょう。さらに小こ猫ねこまで、仙術を応用した邪じや龍りゆうの封印術を身につけました。ここにリアスの必殺技も合わさると、女性陣じんもかなりの増強っぷりではないでしょうか。今後の展開でイリナやゼノヴィアにもスポットが当たるので、彼女たちも新たな力を得ていくでしょう。




・ゼノヴィアの立候補とオカ研の世代交代

　前巻から続くゼノヴィアの謎なぞの行動は、生徒会選挙に立候補するためでした。実は、ゼノヴィアが選挙に出馬することは大分前から決めていたことなのです。オカ研の新部長と新副部長もかなり前から決めてあります。その辺りのお話は今後の展開をお楽しみください。結構驚おどろきの人事だと思います。




・ユーグリットについて

　今回、お姉さんであるグレイフィアについて吐と露ろしたユーグリット。彼のシスコンな側面は初登場の十四巻からでもそれとなくうかがえます。自分でも書いていてユーグリットに若じやつ干かん引きました。そんな彼もついにイッセーにボコボコにされました。彼はここで終わってしまうのか!?




・裏切り（？）の皇帝エンペラー

　最後に皇帝エンペラーベリアルが口にしていたこと（リアスの縄なわ張ばりの前任者について）は、実は三巻で出てきていたりしますので、気になる方はご確認ください。

　幼い朱乃が侵しん入にゆうしたリアスパパの『僧侶ビシヨツプ』の縄張りは、駒く王おう学園のある町とは別ですのでご注意を。アグリッパ氏はあの町の前任者ではありません。




・ドラゴン専用究極アイテム＝アーシアたんのおパンティー

　リアスのおっぱい同様、二に天てん龍りゆうの新たな力を引き出す究極のアイテムです。なお、ファーブニルコック長の料理を絶対に真ま似ねしてはいけません！




・匙さじの禁手バランス・ブレイカー

　ようやく至りました。しかし、鎧よろい姿となっている辺り、やっぱり彼もまたイッセーの影響が色いろ濃こいのでしょうね。詳くわしい能力は今後のお話で語ります。

　アーシアと真しん羅ら副会長もそろそろ至らないとなぁ。能力はすでに決めてあります。




・町の名前

　イッセーたちが住む町の名前っていまだに出てきてません。私も特に名付けずにここまで来たので改めてつけたほうがいいのかなって思ってます。なので、『駒王町』と名付けようかなと。十七巻も続いて初めて名前がついた町でした！




　少しご報告を。

　実は、去年の九月に体を壊こわしてしまいました。腰こしのヘルニアと坐ざ骨こつ神経痛を併へい発はつしてしまい、現状、以前のスタイルでの執しつ筆ぴつが困難になりました。椅い子すに座れなくなってしまったので、この十七巻もほとんどの時間を横になりながら書きました。腰を庇かばいながら書いているため、以前の執筆速度の三分の一以下で書き進めることとなり、様々な仕事に影響を及およぼしてしまいました。今後は体の様子を見ながら、治ち療りようと静養をしつつ、執筆をしていくつもりです。できるだけ本編は遅おくれないように書いていく所存です。




　ここで謝辞をば。みやま零ゼロさま、担当編集Ｈさま、毎回お世話になっております！

　おかげさまで、アニメ、ゲーム、各種グッズといろいろな展開をしておりまして、私のもとにはサンプル品が数多く届きます。想像を超こえるほどにグッズの数が多くて、さすがにすべてを仕事部屋に置けなくなったため、泣く泣く空き部屋にしまいました。しかし、グッズがここまで来るとイッセー、ヴァーリの鎧姿がフィギュアーツやｆｉｇｍａで出ないものかと淡あわい期待をしてしまいますが……叶かなわぬ夢なのか!?




　さて、次巻はイリナ回です！　皇帝エンペラーベリアルが不ふ穏おんなことを言っておりましたが、果たしてどうなるのか……。ゼノヴィアとアーシアも絡からんで教会トリオが活かつ躍やくしてくれるでしょう！　十八巻は主にオカルト研究部＋天界メンバーでいきたいと思います！　リーダーのジョーカーも活躍予定です！　そして、イリナちゃんもパワーアップして自じ称しようから真の天使になっていくでしょう！　こうご期待ください！
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